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明
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武
島　

羽
衣

　
　
　

 

作
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楠
美
恩
三
郎

　

一
章

　
　

帝
都
の
真
中
駿
河
臺 

　
　
　

遙
か
に
望
む
富
士
の
ね
の

　
　

高
き
に
理
想
の
影
追
ひ
て

　
　
　

集
る
健
児
勇
ま
し
や

　

二
章

　
　

学
び
の
高
嶺
文
の
海
、

　
　
　

嶮
し
く
荒
き
行
末
を

　
　

懼
れ
ず
笑
み
て
進
み
ゆ
く

　
　
　

我
等
が
意
氣
は
天
を
呑
む

　

三
章

　
　

忠
と
孝
の
大
糸
を
、

　
　
　

色
ど
る
正
義
、
愛
、
誠

　
　

我
等
が
胸
を
か
ざ
る
べ
き

　
　
　

大
和
錦
の
美
な
ら
ず
や

　

四
章

　
　

世
界
に
王
た
る
日
の
本
の

　
　
　

國
民
の
基
と
身
を
な
し
て

　
　

我
等
が
校
の
名
を
揚
け
む

　
　
　

我
等
が
國
の
威
を
揚
け
む
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歌

　
　

 

作
詞　

児
玉  

花
外

 　
　

作
曲　

山
田  

耕
筰

　

一
、 

白
雲
な
び
く
駿
河
台

 

眉
秀
で
た
る
若
人
が

 

撞
く
や
時
代
の
暁
の
鐘

 

文
化
の
潮
み
ち
び
き
て

 

遂
げ
し
維
新
の
栄
に
な
ふ

 

明
治
そ
の
名
ぞ
吾
等
が
母
校

 
明
治
そ
の
名
ぞ
吾
等
が
母
校 

　

二
、 

権
利
自
由
の
揺
籃
の

 

歴
史
は
古
く
今
も
な
ほ

 

強
き
光
に
輝
け
り

 

独
立
自
治
の
旗
翳
し

 

高
き
理
想
の
道
を
行
く

 

我
等
が
健
児
の
意
気
を
ば
知
る
や

 

我
等
が
健
児
の
意
気
を
ば
知
る
や 

　

三
、 

霊
峰
不
二
を
仰
ぎ
つ
つ

 

刻
苦
研
鑚
他
念
な
き

 

我
等
に
燃
ゆ
る
希
望
あ
り

 

い
で
や
東
亜
の
一
角
に

 

時
代
の
夢
を
破
る
べ
く

 

正
義
の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
む

 

正
義
の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
む

揮き
ご
う毫

筆　

向
殿 

政
男

「
紫
紺
の
詩
」
は
総
明
会
設
立
50
周

年
を
記
念
し
て
総
明
会
会
員
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
基
に
決

定
し
、総
明
会
名
誉
会
長
向
殿
先
生

に
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
紫
紺
の
詩
」の
「
詩
」と
い
う
文
字

は「
歌（
音
）」で
は
な
く
、総
明
会
会

員
の
皆
様
の
心
に
残
る「
詩（
言
葉
）」、

「
会
報
」
を
表
す
言
葉
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

総
明
会
と
は

　

総
明
会
と
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治
大
学
八
丈
島
高

等
学
校
、
明
治
高
等
学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し
た

こ
と
が
あ
る
も
の
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
。

　

総
明
会
の
設
立
の
起
源
は
、
1
9
1
2
年（
明
治
45
年
）開
校
時

に
あ
っ
た「
学
友
会
」に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
1
9
2
6
年（
大

正
15
年
）1
月
の
「
同
窓
会
」設
立
へ
と
続
く
。
そ
の
後
中
断
の
時

期
を
経
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）有
志
に
よ
る「
明
治
中
学
校
・

高
等
学
校
同
窓
会
設
立
発
起
人
会
」
が
設
立
、
1
年
間
の
準
備
期

間
を
経
て
1
9
6
5
年（
昭
和
40
年
）
に
第
1
回
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
現
在
の
総
明
会
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

総
明
会
の
活
動
は
、「
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図
り
、且
つ

母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総

明
会
会
員
を
対
象
と
し
た
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会

を
中
心
に
、各
委
員
会
が
企
画
す
る
行
事
、「
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
」・「
評
議
員
・
班
・
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
」・
60
才
以

上
の
会
員
を
対
象
と
し
た「
明
朗
会
」等
を
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、母
校
に
対
す
る
活
動
と
し
て
、卒
業
す
る
高
校
3
年
生

を
対
象
と
し
、「
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
建
学
の
精
神
に

の
っ
と
り
、伝
統
あ
る
校
風
の
も
と
に
学
業
に
励
ん
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
こ
と
を
賞
す
る
」、
2
0
0
7
年
度（
平
成
19
年
度
）か
ら

は
、
成
績
優
秀
者
の
み
な
ら
ず
、
班
部
活
動
、
対
外
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
、学
校
生
活
全
体
を
通
し
た
活
躍
や
貢
献
し
た
も
の
へ
の
総

明
会
賞
の
授
与
、母
校
記
念
行
事
へ
の
寄
付
活
動
、ク
ラ
ブ
活
動
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
卒
業
生
に
対
し
て
は
、大
学
在
学
中
の
若

手
を
通
じ
て
の
総
明
会
活
動
紹
介
、
同
窓
会
開
催
支
援
や
就
職
相

談
会
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、総
明
会
会
員
で
あ
る
明
治
大
学
、明
治
高
校
の
教
職
員

を
通
じ
て
の
組
織
基
盤
の
強
化
、「
法
曹
部
会
」に
よ
る
高
校
在
校

生
を
対
象
と
し
た
司
法
試
験
向
け
の
各
種
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
総
明
会
」の
名
称
で
あ
る
が
、1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

の
第
20
回
総
会
に
お
い
て
、
初
代
校
長
鵜
澤
総
明
先
生
の
名
前
を

い
た
だ
き
、
且
つ
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
同
期
会
と
同
窓
生
総

体
の
連
帯
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今年度幹事学年 活動テーマ

「再会・再開」
～誠、明治の人なり！～

平成8年卒 紫誠会

総明会に関わる全ての人が、恩師、先輩、同級生との「再会」と、
その先でエネルギーにあふれた思春期の自分との「再会」を果たせるように、
また、自分と仲間の歩んできた道に自信をもって、明日からの毎日の歩みを

清々しい気持ちで「再開」できるように、幹事学年として伝統の襷を
次世代へつなげることで母校への恩返しとしたいと考えてテーマを決めました。

　「誠」は平成６年の紫紺祭文化祭準備委員会で、
幕末から明治維新にかけての「誠」の精神へのあこがれから、

紫紺祭イメージシートに『誠』の旗印を起用した経緯よりサブテーマとしました。

　会報を通じて様々な「再会・再開」を応援いたします！

《ハイブリッド会報》
幹事学年と広報委員会は、デジタルと会報の融合を目指した「ハイブリッド会報」を立ち上げました。総明会のホームページで
は、会報と連動した専用サイト「総明マガジン」をオープンし、動画などが視聴できます。より臨場感あふれるリアルさ、本誌で
は収めきれなかった記事やオフショット・スピンオフをデジタルでもお楽しみください。

No.000-2023

◎スマートフォンやタブレットから見る場合
　本誌の各ページにあるQRコードを読み取ると、ホーム
ページ「総明マガジン」内の、そのページに関連するデ
ジタル記事にアクセスする事ができます。

◎パソコンから見る場合
　ホームページ「総明マガジン」にアクセス（下記URL）し、
　https://meiji-soumeikai.com/magazine/
　QRコードの下の番号（例：000-2023）で検索、または
URLの後に番号を入れて下さい。

　例 ： https://meiji-soumeikai.com/magazine/no-000-2023/
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C O N T E N T S

2
0
2
3
年 

総
明
会
会
報

2023年4月、9年間務められた安藏伸治先生から、
明治高等学校の卒業生であり、総明会会長である井家上哲史先生へ

校長の襷が繋がれました。
本年度会報誌の特集として、安藏前校長・井家上新校長から、
ご多忙にもかかわらず取材の機会を得ることができました。

安藏前校長には、明治大学進学のための学業成績の最低基準と英語資格を
生徒・教職員が一丸となってクリアし、

付属校としての位置付けを変えるまでの過程を、
井家上新校長には、先生のこれまでのご経歴と、

明治高等学校・中学校の今後についてお話をお伺いしました。

繋
が
れ
て
い
く

紫
紺
の
襷

新
旧
校
長
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

誠

、明
治の人なり！

特集1

《安藏 伸治 経歴》
1976年3月 明治大学 政治経済学部 卒業
1978年3月 明治大学 大学院博士前期課程修了（経済学修士）
1985年5月 南カリフォルニア大学大学院博士課程修了
 (MA, MS, Ph. D.)
1986年4月 明治大学 政治経済学部 専任講師
1989年10月 明治大学 政治経済学部 専任助教授 
1995年4月 明治大学 政治経済学部教授
1996年4月～1998年3月 南カリフォルニア大学 社会学部 人口研究所
  客員研究員
2000年10月～2006年9月 明治大学 政治経済学部 経済学科長
2005年4月～2007年3月 明治大学 教育の情報化推進本部 副本部長
2006年10月～2008年9月 明治大学 政治経済学部 教務主任
2008年10月～2011年3月 明治大学 政治経済学部 経済学科長
2012年6月～2014年5月 日本人口学会会長
2014年4月 明治大学付属明治高等学校・中学校校長就任
2023年3月 明治大学付属明治高等学校・中学校校長退任
2023年4月 学校法人国本学園 学園長

《井家上 哲史 経歴》
1976年3月 明治大学付属明治高等学校 卒業
1980年3月 明治大学 工学部 電気工学科 卒業
1982年3月 明治大学大学院 工学研究科
 電気工学専攻 博士前期課程修了
1985年3月 明治大学大学院 工学研究科
 電気工学専攻 博士後期課程単位取得
1985年4月～1997年3月 郵政省（現在の総務省）電波研究所
  （現情報通信研究機構NICT）
1991年10月～1992年9月 米国イリノイ大学アーバナシャンペーン校
  電気コンピュータ工学科 客員研究員
1995年3月 (学位取得)明治大学大学院 博士（工学）
1997年4月～2004年3月 明治大学 理工学部 専任助教授
2004年4月～現在  明治大学 理工学部 専任教授
2008年4月～2009年3月　米国スタンフォード大学 電気工学科
  訪問教授
2012年4月～2017年3月　明治大学 理工学部 電気電子生命学科長
2017年4月～2021年3月　明治大学 国際連携本部 副本部長
2019年4月～2020年3月　米国カリフォルニア大学バークレー校
  客員研究員
2023年4月 明治大学付属明治高等学校・中学校校長就任

表紙：男坂
　表紙は特集2の『歩く駅伝』でもゴール地点とした旧猿楽町校舎の【男
坂】に本年度幹事学年活動テーマにもある「再会」の文字を重ね、裏表紙
は調布の現校舎正門に「再開」の文字を重ねました。
　【男坂】は日本でメートル法が施行された1924年（大正13年）の帝都復
興区画整理で、武蔵野台地を形成する駿河台の崖の上下を結ぶ坂として
近隣の【女坂】とともに誕生。
　傍らには既に1922年建設の旧制明治中学校校舎（猿楽町旧校舎１号
館）があり、2008年の明治高等学校・中学校の調布移転まで実に84年の
間、明治高等学校・中学校の生徒がその73段を踏みしめてきた【男坂】は
学校の象徴とも言える石段です。

井
家
上 

哲
史 

新
校
長

安
藏 

伸
治 

前
校
長
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い
ま
す
。
小
5
や
小
6
に
な
っ
た
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
発

音
の
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

な
子
供
達
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
仕
掛
け
て
い
ま
す
。

明
大
明
治
で
は
高
Ⅱ
の
時
に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
学
校
で
は
小
学
校
5
・
6

年
生
の
時
に
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
高

大
連
携
を
進
め
ま
し
た
が
、今
度
は
幼
稚
園
と
小
学

校
の
連
携
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
現
在
は
共
働
き
世
代
が
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

共
働
き
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
が
3
歳
か
ら
子
供
を
預

け
よ
う
と
思
い
た
く
な
る
よ

う
な
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「第一級の人物」
今年3月に校長をご退任され、井家上哲史先生へ後任を引き
継がれました。校長退任後も忙しくご活躍されている安藏
先生に校長着任時のエピソードや生徒や先生とのコミュニ
ケーションを心掛けていた校長時代のお話をお伺いしました。

室
に
英
語
の
本
が
7
千
冊
あ
り
、
や
さ
し
い
本
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
英
語
の
本
ま
で
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
高
校
生
は
毎
日
1
0
0
0
ワ
ー
ド
、
毎
週

5
0
0
0
ワ
ー
ド
、年
間
で
10
万
ワ
ー
ド
の
英
文
を

読
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
心
掛
け
ま
し

た
。
中
1
、高
Ⅱ
全
員
と
校
長
室
で
面
談
を
し
ま
し

た
が
、
高
Ⅱ
に
は
高
校
と
大
学
の
勉
強
の
違
い
、
ま

た
ゼ
ミ
を
ど
う
選
ん
で
い
く
の
か
を
話
し
ま
し
た
。

面
談
は
男
女
4
人
ず
つ
8
人
。

こ
れ
ま
で
明
治
大
学
へ
の
推
薦
を
保
持
し
な
が

ら
、
国
公
立
大
学
の
併
願
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
の
在
任
中
に
は
さ
ら
に
私
立
大
学
の
併
願
も

認
め
て
も
ら
う
よ
う
10
学
部
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

併
願
の
条
件
を
問
わ
な
い
学
部
、
同
じ
分
類
の
学
部

以
外
な
ら
認
め
る
学
部
、
同
じ
分
類
の
学
部
だ
け
併

願
を
認
め
る
学
部
、併
願
希
望
者
を
一
人
一
人
審
査

す
る
学
部
な
ど
、様
々
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、概

ね
私
大
併
願
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

学
部
か
ら
は
成
績
優
秀
な
生
徒
が
他
大
学
に
逃

げ
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
成
績
分

布
図
を
作
り
、
併
願
希
望
者
は
明
治
高
校
内
の
成

績
に
関
係
な
く
上
か
ら
下
ま
で
満
遍
な
く
分
布
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
明
治
高
校

生
は
早
稲
田
よ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
を
併
願
先
に

選
ぶ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。「
早
稲
田
を
倒
せ
〜
！
」

と
い
う
の
が
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

他
、
医
学
部
や
看
護
学
部
に
行
く
生
徒
が
一
定
数

い
ま
す
。

成
績
不
振
の
生
徒
に
は
、
個
別
に
校
長
室
に
呼

ん
で
、
大
学
へ
の
推
薦
基
準
へ
達
す
る
よ
う
彼
ら
の

「
や
る
き
ス
イ
ッ
チ
」を
探
し
励
ま
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
面
談
は
1
回
5
分
程
度
、3
回
く
ら
い
校
長

室
に
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
の
生
徒
は

政
治
経
済
学
部
へ
進
学
し
、な
ん
と
私
の
ゼ
ミ
を
選

び
、大
学
卒
業
時
に
母
親
か
ら
お
礼
の
挨
拶
を
受
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
成
績
不
振
の
生
徒
は
実
は「
俺
は
い
つ

で
も
校
長
室
に
入
れ
る
」
と
自
慢
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
生
徒
が
お
昼
の
時
間
に
お
弁
当
を
持
っ
て

校
長
室
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
会
の
運

営
や
大
学
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
の
り
ま
し

た
。
生
徒
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
は
楽
し
い
9
年

間
で
あ
り
ま
し
た
。

明
治
ら
し
さ
を
大
切
に

明
大
明
治
出
身
者
に
は
明
治
ら
し
さ
を
大
事
に

し
て
欲
し
い
で
す
。
昨
年
ま
で
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
で
本
当
に
残
念
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
学

校
で
は
一
番
大
切
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
先
生
と
生
徒
、中
1
か
ら
高
Ⅲ
ま
で
前
後
11
学

年
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
明
大
明
治
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
今
年

の
卒
業
生
は
卒
業
式
で
初
め
て
校
歌
を
歌
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
校
歌
を
3
番
ま
で
歌
え

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
明
大
明
治
で
で

す
よ
。

明
治
大
学
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
と
Z
O
O
M

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
し
た
。
先
に
教
室
に
い
き
窓
を

開
け
て
、
ド
ア
も
開
け
て
通
風
措
置
を
と
り
対
面

授
業
の
準
備
を
し
て
い
て
も
、
誰
も
教
室
に
来
な

い
の
で
す
。
Z
O
O
M
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
ん
て
ま
や
か
し
で
、
10
分
の
休
み
時
間
に
そ
の
切

り
替
え
な
ん
て
で
き
な
い
の
で
、
す
べ
て
の
学
生
が

Z
O
O
M
画
面
の
中
に
い
ま
し
た
。
一
方
大
学
で

は
地
方
か
ら
来
た
学
生
は
賃
貸
を
引
き
払
っ
て
実

家
に
帰
り
、飲
み
会
、合
宿
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
明
大
明
治
は
国
の
一
斉
休
校
措
置
が
と
ら

れ
た
3
月
か
ら
5
月
ま
で
は
休
校
に
し
ま
し
た
が
、

６
月
以
降
は
ず
っ
と
対
面
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
努
力
に
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

明
治
精
神
は
い
ず
れ
復
活
す
る
と
思
い
ま
す
。
総

明
会
を
通
し
て
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
伝
え
る
伝
統
は
続
け
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
大
明
治
の
3
年

間
、あ
る
い
は
6
年
間
を
通
し
て
、必
ず
や「
第
一
級
の

人
物
」に
成
長
し
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
明
会
に
一
言

明
大
明
治
出
身
者
は
45
歳
の
幹
事
学
年
で
、
久

し
ぶ
り
に
集
ま
り
ま
す
。
私
の
経
験
で
は
親
友
は
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
必
ず
減
っ
て
い
き
ま
す
。
仕
事

の
利
害
関
係
が
な
い
友
達
は
同
窓
会
と
P
T
A
だ

け
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
齢
を
重
ね
て
利
害

関
係
の
な
い
良
い
友
と
巡
り
合
っ
た
ら
、
時
間
と
お

金
を
か
け
て
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

私
は
大
学
在
任
中
に
日
本
私
立
大
学
連
盟
の

広
報
委
員
や
委
員
長
を
長
年
つ
と
め
て
参
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
学
を
見
て
き
ま
し
た
。
校
友
会

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
大
学
は
盤
石
で
す
。
例
え
ば

慶
應
義
塾
大
学
は
三
田
会
が
あ
り
、社
長
会
、業
界

団
体
、
同
じ
社
内
の
出
身
者
、
付
属
校
、
サ
ー
ク
ル

等
々
、
縦
横
の
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
、
そ
の
中

で
様
々
な
情
報
と
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
大
明
治
に
着
任
し
て
、「
総
明
会
」
と
い
う
鉄

壁
の
団
結
組
織
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
校

長
在
任
中
に
予
算
措
置
も
し
な
が
ら
、総
明
会
に
お

願
い
し
て
後
輩
の
た
め
の
「
就
活
会
」
実
施
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
総
明
会
の
友
達
は
財
産
で
、
そ
れ

を
生
涯
維
持
で
き
る
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。是
非
、

若
い
後
輩
達
を
盛
り
立
て
、
明
治
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

後
世
に
残
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
退
任
後

4
月
か
ら
幼
稚
園
、
小
学
校
、
女
子
中
学
、
女
子

高
校
と
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
教
育
省
に
認
可

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
構
成
さ

れ
て
い
る
私
立
学
校
の
学
園
長
に
就
任
し
、忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
1
学
期
に
は
幼
稚
園
か

ら
高
校
ま
で
の
全
教
員
と
面
談
を
し
、問
題
点
を
掘

り
起
こ
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
幼
稚
園
と
小
学
校
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英

語
の
先
生
を
招
き
英
語
教
育
を
、
ま
た
S
D
G
s
題

材
に
調
べ
学
習
、i
P
a
d
を
用
い
た
I
C
T
教
育
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
で
き
る
小
学
生
を
育
成
し
て

　
明
治
高
等
学
校
・
中
学
校

校
長
就
任
ま
で
の
ご
経
歴

政
治
経
済
学
部
で
の
専
門
分
野
は
人
口
統
計
学

で
あ
り
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
分
析
す
る
今
で

こ
そ
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
が
専
門
で
す
。

少
子
化
の
理
由
で
す
が
、実
は
結
婚
し
た
男
女
が

持
つ
子
供
の
出
生
率
は
以
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
を
持
て
る
年
齢
の
男
女
の

未
婚
率
が
上
昇
し
て
き
て
お
り
そ
れ
が
少
子
化
の

主
要
因
で
あ
る
訳
で
す
。
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
と
分

析
す
る
と
、
そ
う
い
う
姿
が
し
っ
か
り
と
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

大
学
付
属
校
は
大
学
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
で
、

一
般
入
試
で
1
人
入
学
さ
せ
る
の
に
約
5
名
の
合

格
を
発
表
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
明
治
大
学
全

体
で
9
0
0
0
人
の
学
生
を
確
保
す
る
と
な
る
と
、

2
8
0
人
を
明
治
高
校
か
ら
推
薦
入
学
さ
せ
れ
ば
、

そ
の
5
倍
の
一
般
合
格
者
発
表
数
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

1
9
8
6
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
て
専

任
講
師
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
制
で
、
当
時

あ
っ
た
3
・
4
年
生
必
修
の
外
書
講
読
の
授
業
で
、

経
済
学
の
記
事
を
英
語
で
読
ま
せ
て
解
説
を
す
る

授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
中
に
学
生
を
指
名
す
る

と
「
私
は
付
属
で
す
〜
！
」
と
言
う
生
徒
が
い
ま
し

た
。予
習
く
ら
い
は
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

英
語
を
読
む
習
慣
が
な
く
、授
業
で
や
っ
た
と
こ
ろ
、

レ
ポ
ー
ト
用
紙
4
枚
ま
で
は
覚
え
る
能
力
に
た
け
て

い
た
よ
う
で
す
。

授
業
に
必
ず
出
た
ら
可
は
あ
げ
て
い
た
の
で
、
事

務
室
の
職
員
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の
学
生
を

私
の
ク
ラ
ス
に
入
れ
て
、
単
位
を
な
ん
と
か
取
ら
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

付
属
の
子
た
ち
が
で
き
な
い
イ
メ
ー
ジ
と
、
も
う

一
方
で
付
属
生
の
能
力
を
高
く
評
価
す
る
先
生
も

い
ま
し
た
。
教
務
主
任
や
学
科
長
と
な
っ
て
か
ら
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
用
い
て
付
属
生
の
姿
を
分
析

し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

一
般
入
試（
5
教
科
6
科
目
、3
科
目
）、全
学
部

統
一
入
試
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
、
指
定
校
推
薦
、
付
属

校
推
薦
、
留
学
生
、
編
入
生
等
の
入
試
分
類
別
で
、

成
績
、T
O
E
I
C
の
成
績
、退
学
率
、留
年
率
を

調
べ
る
と
、
G
P
A
と
T
O
E
I
C
で
一
番
低
い

の
が
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の
学
生
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の

上
に
明
大
付
属
三
校
出
身
の
学
生
、
つ
ま
り
学
力

が
問
わ
れ
る
入
試
分
類
で
は（
単
年
度
で
は
な
く
）

恒
常
的
に
最
下
位
で
し
た
。

明
治
高
等
学
校
・
中
学
校
校
長
に
着
任
し
て

前
任
の
金
子
光
男
校
長
か
ら
夏
の
教
員
研
修
の

場
で
、
教
育
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
部
分
が
な
い
か

説
明
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
集

め
て
平
均
す
る
と
こ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
別
の

生
徒
の
中
に
は
と
て
も
優
秀
な
生
徒
は
い
る
が
、
ば

ら
つ
き
が
大
き
く
、
平
均
し
て
い
く
と
こ
う
な
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

金
子
先
生
の
5
年
間
は
、ど
の
よ
う
に
改
革
す
る

か
職
員
会
議
で
話
し
な
が
ら
進
め
、
英
検
2
級
と

（
O
R
で
な
く
A
N
D
で
す
）
T
O
E
I
C
4
5
0

点
以
上
の
目
標
を
決
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
校
内
の

英
語
の
成
績
で
は
な
く
外
部
基
準
に
よ
る
評
価
で

す
か
ら
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
以
前
か

ら
あ
っ
た
、高
Ⅰ
1
学
期
中
間
か
ら
高
Ⅲ
の
2
学
期

期
末
の
全
科
目
の
結
果
の
6
割
を
推
薦
基
準
と
す

る
運
用
を
厳
格
に
し
ま
し
た
。

私
が
校
長
に
着
任
し
た
時
の
当
時
の
高
校
Ⅱ

年
生
か
ら
新
基
準
の
当
該
学
年
で
し
た
。
英
語
の

A
N
D
と
全
科
目
の
考
査
結
果
の
6
割
は
厳
し
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
先
生
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
掛
け
て
、
や
る
と
決
め
た
の
だ
か
ら
頑

張
り
ま
し
ょ
う
と
話
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
で
き
な

か
っ
た
ら
、
明
治
高
校
は
付
属
校
と
は
言
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

各
先
生
と
面
談
し
て
、数
学
の
授
業
に
も
力
を
入

れ
て
欲
し
い
、
英
語
と
数
学
は
毎
日
や
っ
て
欲
し
い

と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
英
語
と
数
学
は
毎
日
勉
強

し
な
い
と
成
績
が
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。「
記
憶
」だ
け

で
は
、点
数
が
取
れ
な
い
の
で
す
。

当
該
学
年
Ⅱ
年
6
月
に
英
検
2
級
の
試
験
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
三
分
の
一
が
受
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た（
英
検
の
試
験
は
2
・
6
・
10
月
に
実
施

さ
れ
る
）。

Ⅱ
年
生
の
1
学
期
の
最
後
に
補
講
を
し
て
欲
し

い
と
お
願
い
し
た
時
は
、
部
活
が
で
き
な
く
な
る
と

心
配
す
る
先
生
が
い
ま
し
た
が
、
部
活
ご
と
の
生
徒

の
成
績
を
説
明
し
て
理
解
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
英
検
2
級
に
受
か
る
生
徒
と
受
か
ら
な
い

生
徒
の
違
い
を
分
析
し
、
先
生
ご
と
の
ば
ら
つ
き
を

修
正
し
ま
し
た
。
高
Ⅲ
時
に
英
語
担
当
の
3
人
の
先

生
を
す
べ
て
専
任
に
し
て
も
ら
い
、多
読
、文
法
、英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
ぞ
れ
で
先
生
の
得
意

な
分
野
を
教
え
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

該
当
学
年
の
ど
の
生
徒
が
ど
の
分
野
で
滞
っ
て

い
る
か
、担
任
の
先
生
へ
伝
え
、英
語
科
、担
任
群
、

学
年
主
任
皆
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ⅱ
年
の
2
月
の
試
験
で
か
な
り
の
人
数

が
合
格
し
て
救
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
年
に
専
任
の
先
生
が
未
合
格
者
を
集
中
的
に

指
導
し
、最
終
的
に
は
2
名
以
外
全
員
が
受
か
り
ま

し
た
。
受
か
ら
な
か
っ
た
生
徒
は
2
次
試
験
で
1
点

足
り
な
か
っ
た
だ
け
で
し
た
。

そ
の
生
徒
た
ち
か
ら
救
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
学
校
と
し
て
決
め
た
ル
ー
ル
だ
か
ら
救
え

な
い
。
し
か
し
、本
当
に
頑
張
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

明
治
大
学
の
一
般
受
験
で
英
数
国
を
頑
張
れ
ば
合

格
で
き
る
実
力
が
あ
る
と
励
ま
し
、
そ
の
生
徒
ら
は

残
り
3
か
月
必
死
に
勉
強
し
て
、一
般
入
試
で
受
か

り
ま
し
た
。

頑
張
っ
た
先
生
方
に
職
員
会
議
で
お
礼
を
申
し

上
げ
、
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
他
学
年
の
先

生
た
ち
も
必
死
に
な
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
で
は
多
読
が
普
通
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
書

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
明
治
中
学
校 
前
校
長

安
藏 

伸
治 

《 

校
長
ご
退
任
慰
労
会 

》

　

2
0
2
3
年
2
月
25
日
、
総
明
会
に
て
ご
退

任
慰
労
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
名
誉

会
長
、
顧
問
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー
、
紫
縁
会
、

紫
誠
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
安
藏
前
校
長
の
長

年
に
わ
た
る
ご
活
躍
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
ご
退
任
後
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
お
祈
り
す
る
気
持
ち
を
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、
総
明
会
に
対
し
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠

、明
治の人なり！
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特集❶     Soumeikai Kaiho

今
ま
で
は
英
語
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
、
理
系
的
な
セ
ン
ス
の
育
成
に
も
一
層
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
系
・
理
系
を
問
わ

ず
、
数
学
的
・
論
理
的
な
考
え
方
や
統
計
処
理
な

ど
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
、
国
を
超
え
て
多
方

面
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

当
し
ま
し
た
。

実
用
に
つ
な
が
る
研
究
例
と
し
て
は
、
国
際
線
の

航
空
機
な
ど
の
移
動
体
で
使
え
る
デ
ィ
ジ
タ
ル
衛
星

に
よ
る
電
話
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
飛
行
機
で
衛
星

通
信
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
当
時
の
研
究
が
繋
がって
い
ま
す
。

40
歳
目
前
で
明
治
大
学
へ

転
職
さ
れ
た
の
で
す
ね

電
波
研
究
所
最
後
の
3
年
間
は
研
究
室
長
を

拝
命
し
、
10
数
名
の
グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
ま
し
た
が
、

縁
あ
っ
て
1
9
9
7
年
か
ら
明
治
大
学
に
奉
職
し

ま
し
た
。

当
時
は
景
気
対
策
の
補
正
予
算
を
組
み
、
緊
急

性
を
要
す
る
技
術
研
究
課
題
への
予
算
配
分
が
流

行
り
、
予
算
の
獲
得
や
獲
得
し
た
予
算
を
上
手
く

使
っ
て
短
期
で
成
果
を
出
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

研
究
所
に
残
って
い
た
ら
、
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
や
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
長
期
的
な
視
点
に

立
って
技
術
を
突
き
詰
め
た
り
、
人
材
を
育
成
し
た

い
と
考
え
、
40
歳
前
で
し
た
の
で
、
次
の
と
こ
ろ
で
や

る
時
間
は
あ
る
と
考
え
、
大
学
教
員
の
道
を
選
び

ま
し
た
。

1
9
9
7
年
に
明
治
大
学
へ
入
って
か
ら
は
向
殿

先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
が
た
、特
に
明
治
大
学

出
身
の
先
生
が
た
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、
色
々
と
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

理
工
学
部
の
学
科
再
編
で
電
気
電
子
生
命
学

科
を
作
り
、
新
し
い
学
科
の
学
科
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
在
外
研
究
で

1
9
9
1
年
、
2
0
0
8
年
、
2
0
1
9
年
の
3

回
経
験
し
、
都
合
3
年
間
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
国
際
協
力
機
構
J
I
C
A
の
関
係
で
タ
イ
と

ラ
オ
ス
の
大
学
に
て
教
鞭
を
取
る
機
会
を
得
ま
し
た

が
、お
互
い
に
第
2
外
国
語
の
英
語
で
会
話
し
て
苦

労
し
ま
し
た
が
、
異
文
化
交
流
と
、
人
前
で
喋
る
こ

と
が
元
々
得
意
で
は
な
い
私
が
成
長
で
き
る
良
い
機

会
で
し
た
。

明
治
大
学
へ
入
って
か
ら
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

や
り
ま
し
た
が
、こ
こ
で
も
人
の
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、明
治
大
学
に
転
職
し
て
い
な
け
れ
ば
地
方

勤
務
で
、総
明
会
と
の
関
わ
り
は
、お
そ
ら
く
無
かっ

た
と
思
い
ま
す
。
2
0
0
3
年
に
は
幹
事
学
年

明
々
会
の一
員
と
し
て
再
会
し
た
仲
間
と
C
D
の
会

報
作
成
に
携
わ
り
、ま
た
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
総

会
懇
親
会
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
幹
事
学
年
後
、

ご
縁
が
あ
り
総
会
委
員
会
か
ら
総
明
会
本
部
活

動
に
加
わ
り
、
常
務
理
事
、
副
会
長
、
2
0
2
0

年
か
ら
は
総
明
会
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

校
長
就
任
と
こ
れ
か
ら
の

明
治
中
学
高
校
に
つ
い
て

研
究
室
の
学
生
と
楽
し
く
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、65
歳
を
過
ぎ
て
、

そ
ろ
そ
ろ
研
究
室
を
閉
じ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た

時
に
、明
治
高
校
の
校
長
兼
務
の
話
を
打
診
さ
れ

ま
し
た
。

校
長
と
研
究
の
両
立
が
で
き
る
か
考
え
ま
し
た

が
、
安
藏
前
校
長
は
両
立
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私

も
両
立
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

研
究
室
の
閉
じ
方
を
考
え
て
い
た
の
に
、
校
長

に
就
任
し
て
忙
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
両
方
と
も

中
途
半
端
に
な
ら
な
い
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま

す
。
明
治
中
学
高
校
が
調
布
に
移
っ
て
共
学
に

な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

十
分
な
敷
地
と
設
備
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
共
学
化
さ
れ
て
男
女
一
緒
に
机
を
並
べ
る
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

学
業
成
績
の
最
低
基
準
と
英
語
資
格
試
験
ク

リ
ア
と
い
う
明
治
大
学
へ
の
送
り
出
し
条
件
が
厳

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
改
革
し
て
付
属
校
の
位
置

づ
け
を
変
え
ら
れ
た
前
校
長
の
金
子
先
生
、
安
藏

先
生
、明
治
中
学
高
校
の
教
員
の
皆
様
に
は
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
班
部
活
動
が
勉
強
と
並
立
し
て

思
い
切
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
生
徒
数
と
い
う
分
母
が
限
ら
れ
ま
す

が
、や
れ
る
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
明
治
高
校
は
高
Ⅱ
ま
で
ほ
と
ん
ど
科
目

選
択
が
な
く
、す
べ
て
の
科
目
を
き
ち
ん
と
学
び
、

高
Ⅲ
で
文
系
・
理
系
に
分
か
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
明
高
の
特
色
の
一
つ
と

言
え
ま
す
。
私
の
高
校
在
学
時
は
文
系
・
理
系
に

分
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
文
系
科
目
を
学

ん
だ
こ
と
が
、
大
学
進
学
後
に
役
立
ち
ま
し
た
。

ま
ず
は
明
大
明
治
入
学
ま
で
の

ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

両
親
は
岡
山
出
身
で
、
私
は
大
田
区
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
2
人
兄
弟
で
兄
が
い
ま
す
。
3
歳
く
ら
い

で
町
田
へ
引
越
し
、
大
学
院
を
卒
業
す
る
ま
で
住
ん

で
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
は
地
元
の
学
校
へ
通
い
ま
し
た
。
小

学
校
時
代
の
友
人
の
影
響
で
、ラ
ジ
オ
や
電
子
回
路

に
興
味
を
持
っ
た
ラ
ジ
オ
少
年
で
し
た
。
友
人
の
お

父
さ
ん
は
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
で
、
後
に

社
長
に
な
っ
た
方
で
し
た
。
そ
の
お
父
さ
ん
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
そ

の
友
人
か
ら
間
接
的
に
電
子
回
路
の
面
白
さ
を
伝

授
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
電
子
回
路
を
作
る
の

が
好
き
で
、小
学
5
年
生
の
時
に
ア
マ
チ
ュア
無
線
の

免
許
を
取
得
し
、無
線
機
の
キ
ッ
ト
を
買
って
も
ら
い

無
線
機
を
製
作
し
使
って
い
ま
し
た
。

将
来
は
、
趣
味
を
活
か
せ
る
方
向
に
進
み
た
い
と

思
って
い
ま
し
た
。

明
大
明
治
在
学
時
の
思
い
出
を

教
え
て
く
だ
さ
い

明
大
明
治
に
は
高
校
か
ら
通
い
ま
し
た
。
町
田

か
ら
猿
楽
町
校
舎
へ
通
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
小
田

急
線
は
複
々
線
化
前
で
向
ヶ
丘
遊
園
あ
た
り
か
ら

電
車
が
数
珠
つ
な
ぎ
と
な
り
、
町
田
か
ら
新
宿
ま
で

昼
間
は
30
分
ち
ょっ
と
な
の
に
、
朝
は
1
時
間
弱
か

か
り
ま
し
た
。

町
田
か
ら
は
同
学
年
で
3
人
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
な
ぜ
か
同
じ
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
な

く
、
お
住
ま
い
が
小
田
急
線
沿
線
の
清
水
紀
夫
先

生（
担
任
を
含
め
3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）

と
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

趣
味
が
活
か
せ
る
部
活
に
入
ろ
う
と
思
い
、
物
理

部
と
高
Ⅲ
で
は
生
徒
会
本
部
に
入
り
ま
し
た
。

物
理
部
で
は
紫
紺
祭
に
向
け
た
出
し
物
に
注
力

し
、
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子（
地
球
の
自
転
現
象
を
示

す
演
示
実
験
）
を
作
り
、
紫
紺
祭
で
3
号
館
の
踊

り
場
に
置
き
ま
し
た
が
、風
の
影
響
を
受
け
る
の
か
、

自
転
を
確
認
で
き
た
か
ど
う
か
微
妙
で
し
た
。

ま
た
、
無
限
大
に
重
低
音
を
出
せ
る
原
理
を
実

践
し
よ
う
と
、
16
セ
ン
チ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
た
く
さ
ん

並
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

秋
葉
原
が
近
い
の
で
、
部
品
を
買
い
に
良
く
行
き

ま
し
た
。
ア
マ
チ
ュア
無
線
の
ア
ン
テ
ナ
は
ア
ル
ミ
パ
イ

プ
を
使
い
ま
す
が
、
御
徒
町
の
ア
ル
ミ
問
屋
さ
ん
に

学
校
か
ら
往
復
歩
い
て
買
い
に
行
き
、長
い
パ
イ
プ
を

担
い
で
帰
り
、
校
舎
の
屋
上
に
製
作
し
た
八
木
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
ま
し
た
。

物
理
部
で
は
同
期
に
恵
ま
れ
、
仲
間
と
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
し
、
当
時
は
文
化
系
の
部
活
も

O
B
の
大
学
生
が
指
導
に
来
て
い
て
、夏
合
宿
に
も

い
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、明
治
高
校
に
入
って
先
輩
後

輩
と
の
縦
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

普
段
で
き
な
い
こ
と
を
先
輩
と
相
談
し
て
実
現

し
ま
し
た
が
、1
人
で
考
え
て
、1
人
で
で
き
る
こ
と

を
や
る
よ
り
、み
ん
な
で
考
え
、伸
び
伸
び
と
過
ご
し

た
経
験
が
今
に
つ
な
がって
い
ま
す
。

高
校
ご
卒
業
後
は
理
工
学
部
へ

進
学
さ
れ
た
の
で
す
ね

高
校
卒
業
後
は
電
子
回
路
、
無
線
通
信
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
学
び
た
い
と
思
い
、
明
治
大
学
工
学
部

（
現
在
の
理
工
学
部
）電
気
工
学
科
へ
進
学
し
、
無

線
通
信
に
関
係
の
あ
る
、
電
磁
界
解
析
を
専
門
に

研
究
す
る
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

向
殿
先
生
の
ゼ
ミ
に
も
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
向
殿
先
生
の
研
究
室
に
は
当
時
の
ミ
ニコ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
と
言
っ
て
も
大
き
な
書
棚
1
つ
く
ら

い
の
大
き
さ
で
し
た
が
）が
あ
り
、
研
究
室
へ
行
く
と

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
院
へ
進
学
し
て
テ
ー
マ
を
決
め
る
際
に
、
電

波
の
伝
わ
り
方
を
選
ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
学
位

取
得
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
が
多
か
っ
た
の
で

違
う
テ
ー
マ
を
選
ぼ
う
と
思
い
、相
談
す
る
た
め
に
小

金
井
市
に
あ
る
郵
政
省（
現
在
の
総
務
省
）の
電
波

研
究
所
で
働
い
て
い
る
先
輩
を
訪
ね
た
ら
、
研
修
生

に
な
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
大
学
院
の
博
士
前
期
・

後
期
課
程
の
5
年
間
は
郵
政
省
の
研
修
生
を
無
給

で
務
め
、勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
学
院
の
時
に
、デ
ィ
ジ
タ
ル
の
移
動
通
信（
後
の

3
G
C
D
M
A
）の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
実

用
に
は
辿
り
着
か
な
い
よ
う
な
の
で
研
究
所
の
予
算

が
削
減
さ
れ
、プ
ロ
ジェク
ト
が
終
了
、ま
た
当
時
競
っ

て
い
た
民
間
の
N
T
T
も
撤
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
後
に
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
実
用
に
こ
ぎ
着
け
、

C
D
M
A
の
基
本
特
許
を
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ
き
ら
め
な
い
方
が
良
かっ
た
の
で
す
が
、一

介
の
学
生
で
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
思
い
出
も
あ
り

ま
す
。

就
職
は
、研
究
所
の
方
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
国
家
公
務
員
上
級
職
試
験
を
受
け
て
、
無

事
に
合
格
し
ま
し
た
。

色
々
な
方
の
お
か
げ
で
人
生
が
つ
な
が
る
と
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

郵
政
省
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

郵
政
省
に
入
省
し
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
に
あ
る
電

波
研
究
所（
現
情
報
通
信
研
究
機
構N

IC
T

）
の

支
所
で
12
年
間
、衛
星
通
信
の
実
験
研
究
を
行
って

い
ま
し
た
。

当
時
の
宇
宙
開
発
事
業
団（
現
J
A
X
A
）
と

共
同
で
人
工
衛
星
に
載
せ
る
通
信
機
器
の
研
究
、ロ

ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
本
体
の
技
術
は
宇
宙
開
発
事

業
団
が
担
当
し
、
衛
星
に
載
せ
る
通
信
機
器
の
研

究
や
、
打
ち
上
げ
た
後
の
通
信
機
器
の
実
験
を
担

《 

校
長
就
任
祝
賀
会 

》

　

2
0
2
3
年
6
月
4
日
、
総
明
会
会
長
の

退
任
慰
労
会
お
よ
び
校
長
就
任
祝
賀
会
を
行
い

ま
し
た
。
理
事
や
顧
問
を
は
じ
め
、
井
家
上
校

長
の
同
期
（
昭
和
51
年
卒
明
々
会
）
の
皆
様
や
、

前
年
度
お
よ
び
今
年
度
幹
事
学
年
が
出
席
し
、

長
年
に
わ
た
る
総
明
会
へ
の
御
尽
力
に
対
す
る

感
謝
と
、
校
長
と
し
て
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
ま
し
た
。

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
明
治
中
学
校 
新
校
長

井
家
上 
哲
史

「人と人との 　
つながり」

安藏伸治前校長よりバトンタッチを受け、本年4月より井家
上哲史新校長がご就任されました。明治高等学校卒業生で
あり、総明会前会長である井家上新校長へ、これまでのご経
歴を中心にお伺いしました。

誠

、明
治の人なり！

特集1

67 2023  総明会会報 「紫紺の詩」総明会会報 「紫紺の詩」 2023  



START第2区
国領駅国領駅

第1区

野川遊歩道

布田駅
京王線 調布駅

川沿いに遊歩道が整備されて気持ちいい

住宅街を抜けて中央自動車道の
高架をくぐります。

明治高等学校・中学校

特集❷     Soumeikai Kaiho

本企画は、調布市富士見町の明治高等学校・中学校から、「白雲なびく駿河台」千代田区猿楽町のかつて明治
高等学校・中学校があった地までを7区間に分け、徒歩で襷を繋ぎつつ、共に青春を過ごした仲間と「再会」し
旧交を温めながら在りし日の思い出を語るという趣旨のもとに実施いたしました。
道中には以前、体育祭を開催したグランドのあったつつじヶ丘や、明治大学和泉校舎などもあり、各区を担当い
ただいたチームとも懐かしい話に花を咲かせていただくことができました。

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

明
々
会
か
ら
は
何
と
い
っ
て
も
井
家
上
氏
が
母
校
明
治
高
等

学
校
・
中
学
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
は
調
布

校
舎
を
出
発
す
る
１
区
を
歩
か
な
け
れ
ば
！　

と
み
ん
な
で

考
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
？

ま
た
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

記
事
に
で
き
な
い
話
も
多
い
け
ど
、
人
間
関
係
と
し
て
先
輩

後
輩
の
繋
が
り
の
濃
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
思
い
出
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。（
小
田
島
先
生
、
チ
ー
タ
ー
こ
と
松
枝
先
生
ほ

か
、先
生
が
怖
か
っ
た
け
ど
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
昭
和

の
男
子
校
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
た
く
さ
ん
伺
い
、道
中
は
感

動
し
き
り
、
笑
い
っ
ぱ
な
し
で
し
た
）井
家
上
校
長
先
生
だ
け

で
な
く
、
明
々
会
か
ら
は
山
田
氏
が
今
年
か
ら
野
球
部
監
督

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
昔
は
放
課
後
す
ぐ
に
練
習
場
所
に

各
自
で
移
動
し
て
た
の
が
、今
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
出
る
と
い

う
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
ビ
ッ
ク
リ
！

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

7
月
に
明
々
会
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
幹
事
学
年
を
や
っ
て
か
ら
20
周
年
、
井
家
上
校
長
先

生
就
任
、
山
田
野
球
部
監
督
就
任
と
話
題
が
盛
り
だ
く
さ

ん
！
清
水
先
生
も
参
加
頂
け
る
そ
う
な
の
で
再
会
が
楽
し
み

で
す（
清
水
先
生
は
体
調
を
崩
さ
れ
て
不
参
加
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
）。

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

疲
れ
ま
し
た
！　

で
も
、
日
焼
け
止
め
が
必
要
な
く
ら
い
の

好
天
に
恵
ま
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

明治高校正門を出て左へ。住宅街を抜
け、中央道高架をくぐり、野川右岸の河
川沿い遊歩道を進み、細田橋を右折。甲
州街道を越えて国領駅前のロータリー
に至ります。

襷をつないでくれた参加者
昭和51年卒

明々会

歩く駅伝1区 

現調布校舎正門～国領駅

コース距離
3.1Km

正門前でスタートの記念写真！元気いっぱいです！左から、紫誠会）小林、宮嶋、明々会）島田氏、小井土氏、
岡本氏、小林氏、井家上校長、紫誠会）和賀、明々会）大高氏、紫誠会）木村、山﨑。

国領駅前に到着！約3.1キロを踏破した明々会を代表して岡本氏から
紫縁会の荒木氏へ襷をつなぎます。

住宅街を抜けて、野川沿いの遊歩道を進みます。風が気持ちいい！ 早くも汗が止まらず。水分補給もしっかり
と！岡本氏、ごちそうさまでした！

令和4年、幹事学年【紫縁会】の皆さんが「明治高等学校・中学校旧猿楽町校舎から
調布の現校舎までを歩いて襷を繋ぐ」という企画を実行され、大成功を収められた。

また、紫縁会実行委員長の藤田氏は約24.5kmの東京砂漠を
学ランに革靴で踏破するという偉業を成し遂げられ、伝説を作り上げられた※。

時は流れて令和５年、幹事学年を引き継いだ我 【々紫誠会】は会報のメイン企画を考えていたが、
惜しくも日程が合わず昨年の駅伝に不参加となった方々から「参加したかった」との声を聞き、
これは復路を実行しなければ！との天啓を得、復路なので今年は調布の現校舎から懐かしき

猿楽町校舎へ襷を繋ぐ企画を実行することとした！

『いざ、再びの男坂へ！』
そして令和5年6月25日、調布の明治高等学校・中学校正門には、

井家上校長先生をはじめ明々会のみなさんが気炎を上げて集合されたのであります！
※2022年の会報を参照

国領駅

初台駅
1区=3.7km

2区=4.1km
3区=3.9km

4区=3.3km5区=3.4km

7区=2.9km

6区=3.0km

曙橋駅

明大前駅

八幡前駅

仙川駅

現調布校舎
START

男坂
GOAL2023年

復路

総明会歩く駅伝総明会歩く駅伝
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柴崎駅

つつじヶ丘駅

滝坂と呼ばれる急傾斜の坂があり、
明治天皇が馬で登るのに難儀された結果、
削られて傾斜が緩くなったのだとか。

以前は明治大学のグラウンドがあり、明治高校体育祭が行われていました。 
体育祭準備委員は何度も通い、当日は血と汗と涙がほとばしった思い出の地です。
 部活対抗リレーでは、吹奏楽班が楽器、天文部が望遠鏡を担いで走るなどしました。

国領駅国領駅仙川駅仙川駅八幡山駅八幡山駅

第2区第3区

つつじが丘グラウンド跡地

キューピーマヨテラス　　

千歳烏山駅芦花公園駅

ひたすら旧甲州街道を進みます。
特集❷     Soumeikai Kaiho

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

駅
伝
に
参
加
し
た
の
は
欠
席
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

た
め
で
す
。（
紫
98
倶
、古
宇
田
氏
）

生
徒
会
本
部
の
先
輩
方
か
ら
の
「
集
合
」
で
す
。
断
る
と
い

う
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）（
明
哲
会
、河
田
氏
）

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
？

ま
た
は
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
1
階
の
会
議
室
で
鑑
賞

し
て
い
た
視
聴
覚
資
料（
V
H
S
）を
没
収
さ
れ
た
後
、職
員

室
に
返
し
て
も
ら
い
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
は
今
で
も
深
く

後
悔
し
て
い
ま
す
。（
紫
98
倶
、古
宇
田
氏
）

高
Ⅱ
で
生
徒
会
本
部
の
総
長
を
し
て
い
た
時
、
昼
休
み
に
ほ

か
弁
を
買
い
に
い
っ
た
ら
粟
野
先
生
に

校
門
で
見
つ
か
っ
て
、昼
休
み
い
っ
ぱ
い

お
説
教
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
明
哲
会
、

河
田
氏
）

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
同
士
の
オ
フ
ラ
イ
ン
交
流（
つ

ま
り
は
飲
み
会
）
を
再
開
し
た
い
で
す
。

（
紫
98
倶
、古
宇
田
氏
）

同
期
と
の
飲
み
会（
明
哲
会
、河
田
氏
）

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す

か
？

ア
ツ
い
駅
伝
で
肉
体
の
経
年
変
化
を
感

じ
ま
し
た
が
、懐
か
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
紫
98
倶
、
古
宇

田
氏
）

非
常
に
暑
い
中
の
駅
伝
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
先
輩
方
と
お
話
し
で
き
た
お

か
げ
で
、楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時

間
で
し
た
。（
明
哲
会
、河
田
氏
）

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
幹
事
学
年
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

行
こ
う
よ
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
く
ら
い
事
務
局

長
ら
し
く（
荒
木
氏
）。

去
年
歩
け
な
か
っ
た
か
ら
今
年
は
と
思
っ
て（
森
平
氏
・
千
賀
氏
）。

去
年
は
駅
伝
の
副
委
員
長
。
駅
伝
な
の
に
歩
き
で
良
い
の
か
、
団
体

で
歩
く
事
に
問
題
は
な
い
の
か
、様
々
な
議
論
が
あ
っ
て
実
行
し
た
。

思
い
出
深
い（
古
川
氏
）。

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
？

ま
た
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
徒
会
つ
な
が
り
が
2
名
、
他
は
み
ん
な
違
う
部
活
で
運
動
部
文
化

部
も
い
て
の
ゆ
る
っ
と
し
た
つ
な
が
り
の
メ
ン
バ
ー
。
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
の
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
ま
り
な
い
が
、
最
近
は
何
か
あ
れ

ば
集
ま
っ
て
い
る
仲
間
で
は
あ
る
。

去
年
、
幹
事
学
年
と
し
て
駅
伝
を
主
催
し
て
い
る
し
、
こ
う
い
う
機

会
だ
か
ら
是
非
に
と
。
ち
ょ
う
ど
今
日（
6
月
25
日
）
午
後
に
大
学

ラ
グ
ビ
ー
の
明
治
対
東
洋
戦
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
歩
い
て
か
ら
ラ

グ
ビ
ー
見
れ
た
ら
最
高
じ
ゃ
ん
っ
て
全
員
で
抽
選
に
応
募
し
た
ん
で

す
。
全
員
外
れ
た
け
ど（
笑
）。

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
会
え
て
い
な
い
先
生
、
会
え
て
い
な
い
同
期
と
再
会
し
た
い
。

尾
崎
先
生
、
横
山
先
生
、
田
村
先
生
な
ど
恩
師
の
方
々
を
お
誘
い
し

て
同
期
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
。

鉄
道
模
型
の
会
を
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
さ
せ
る
話
が
出
て
い
る

か
ら
是
非
実
行
し
た
い
。
も
う
マ
ス
ク
も
個
人
の
判
断
に
な
っ
た
し

色
々
出
来
て
良
い
と
思
う
。
３
年
間
を
巻
き
戻
し
ま
せ
ん
か
？

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

ラ
グ
ビ
ー
観
戦
も
外
れ
た
し
、
こ
の
ま
ま
飲
み
に
行
き
ま
す
！ 

女
子

チ
ー
ム
な
ん
か
出
来
る
と
ま
た
盛
り
上
が
っ

て
良
い
と
思
う
。

仙川駅から甲州街道と旧甲州街道を進
み、八幡山駅まで。八幡山駅では東口
ガード下の「八幡山駅前」交差点角を中
継点とします。

襷をつないでくれた参加者
平成10年卒

紫98倶
平成11年卒

明哲会 

歩く駅伝3区 

仙川駅～八幡山駅

コース距離
3.4Km

国領駅から主に甲州街道沿いを進み、体
育祭の思い出がある【つつじが丘グラン
ド】付近を越えて仙川駅の南口バスロー
タリー前まで。

襷をつないでくれた参加者
平成７年卒

紫縁会

歩く駅伝2区 

国領駅～仙川駅

コース距離
3.0Km

仙川駅前で紫縁会の荒木氏から襷を受け取ります。紫
縁会と紫98倶は3学年差。在校期間も重なっています。 国領駅前でスタート記念に一枚。この日は焼けるような日差しでしたが、さすがは昨年の幹事学年、おそろいの

MeijiTシャツで気合を入れてくれました。
後列左から、森平氏、古川氏、金子氏、久保氏、前列は荒木氏、櫻井氏、千賀氏。

左から紫98倶）古宇田氏、椎名氏、明哲会）河田氏。

仙川駅に到着！長い上り坂を含む約3.0キロを踏み破り、平成10年
11年卒の若手に襷を託します。

午後1時、八幡山駅にやっと到着。容赦なく照りつける太陽の下、3.4キロを完走して汗だくです。

ビートルズに見えなくもない…？楽しくおしゃべりしながらも、交
通ルールをしっかり守って水分補給に気を付けながら進みます。

国領駅付近で豆腐店「おもむろ」を営む紫縁
会）伊藤氏のお店前で。
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上北沢駅桜上水駅下高井戸駅明大前駅代田橋駅笹塚駅幡ヶ谷駅

新国立劇場

新宿に近づくにつれ、駅の間隔が短くなります。永遠に続くかに見えた甲州街道を ひたすら東に進みます。 

明治大学に進学すると、一部文系の１年生２年生は和泉校舎に通うことになる。
３年生から駿河台に移るが、２年までの単位を落とすと、その単位取得のために
和泉校舎にも通うことになる。そう、有名な「和泉がえし」である。

第4区
八幡山駅八幡山駅初台駅初台駅 明治大学

和泉校舎正門
明治大学
和泉校舎正門

第5区

特集❷     Soumeikai Kaiho

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

企
画
委
員
会　

志
村
委
員
長
の
発
案
で
す
。

荘
司
氏
は
、昨
年
も
面
白
そ
う
だ
と
思
い
同
期
で
歩
く
駅
伝
に
参
加

し
た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
気
が
付
い
た
ら
受
付
数
を
越
え
て
い
て

申
し
込
め
な
か
っ
た
た
め
、そ
の
リ
ベ
ン
ジ
と
の
こ
と
。

在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

定
期
試
験
が
終
わ
っ
た
日
に
、
記
念
に
お
茶
の
水
か
ら
千
葉
市
の
自

宅
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
在
学
中
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
い
え
ば
、み
ん
な
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
紙
面
に
出
せ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。
実
際
に
会
う
と
そ
う
い
う
こ
と
が
話
せ
る
の
が

楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
前
の
よ
う
に
み
ん
な
に
会
い
た
い
！

飲
み
に
行
き
た
い
！

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

疲
れ
ま
し
た
！
と
に
か
く
早
く
飲
み
た
い
で

す
！
（
こ
の
後
、
山
田
先
生
と
お
疲
れ
会
を

開
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
）

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

還
暦
の
節
目
だ
っ
た
の
と
、
去
年
参
加
し
た
の
で
、
今
年
も

参
加
し
て
や
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
絶
対
、
私
た

ち
が
一
番
申
し
込
み
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す（
笑
）。

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
？

総
明
会
の
委
員
仲
間
で
す
。
も
と
も
と
部
活
や
ク
ラ
ス
の
つ

な
が
り
は
な
く
、卒
業
後
も
全
く
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
16
年
前
に
幹
事
学
年
を
務
め
た
際
に
仲
良
く
な
り
、

そ
れ
以
来
定
期
的
に
会
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
仲
間
は
大
事
に
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
。
委
員
を

や
っ
て
い
る
と
、
時
に
は
、
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
も
お
互
い
一
生
懸
命
考
え
て
る
か
ら
こ

そ
で
す
し
。
仲
良
く
し
た
方
が
い
い
で
す
！

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間
中
も
、Zoom

で
話
し
た
り
連
絡
は
取

り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
会
っ
て
話
す
の
と
は
全
然

違
い
ま
す
ね
。
今
ま
で
会
え
な
か
っ
た
分
、た
く
さ
ん
会
っ
て

話
を
し
て
、旧
交
を
温
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

去
年
よ
り
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、
気
持
ち
よ
く
歩
く

こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
で
す
。
い
い
汗
を
か
い
て
、
美
味
し

い
ビ
ー
ル
が
飲
め
そ
う
で
す
。

去
年
が
往
路
、今
年
が
復
路
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、も
う

駅
伝
の
企
画
は
終
わ
り
で
し
ょ
う
か
？
寂
し
い
。
来
年

も
開
催
さ
れ
た
ら
是
非
参
加
し
た
い
で
す
。
芦
ノ
湖
ゴ

ー
ル
と
か
に
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か（
笑
）。

明治大学和泉校舎からまっすぐ甲州街
道を進み、初台駅前交番の前まで。意外
とアップダウンがありながら、交通量や
人通りも多くランドマークも少ない過酷
なコースです。

襷をつないでくれた参加者
総明会

企画委員会 

歩く駅伝5区 

和泉校舎正門～初台駅

コース距離
3.9Km

八幡山駅から京王線沿線を進み、甲州
街道に出て「総明会企画委員会」の皆さ
んが待つ和泉校舎正門まで。

襷をつないでくれた参加者
昭和56年卒

明翔会

歩く駅伝4区 

八幡山駅～和泉校舎正門

コース距離
3.3Km

高架下の日陰で少し涼しい八幡山駅からのスタート。左から、鴨下氏、寺村氏、蓬田氏、衛藤氏。

炎天下を歩くこと１時間超、少し遅れて明大
前の歩道橋に到着。

明大和泉校舎前では、総明会企画委員会の
みなさんと、スペシャルゲストの山田先生が
迎えてくださいました。

和泉校舎正門前でスタートの記念写真！山田先生にも参加頂き元気いっぱいです！志村氏は足の負傷からのリ
ハビリを兼ねてのご参加。左から、志村氏、安川氏、蓬田氏、衛藤氏、近藤氏、寺村氏、三谷氏、鴨下氏、山田先生、
小柳氏、荘司氏

企画委員会の先輩方が、幹事学年紫誠会へのエールを込めて誠の半纏を広げてくださいました！粋な演出に涙！

初台駅前に到着！灼熱の中、約3.9キロを完走し、6区の幹事学
年に襷が渡されました！
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GOAL 第6区第7区 新宿駅新宿三丁目駅市ヶ谷駅九段下駅神保町駅

大都会の雑踏の中をを黙々と歩きます。

初台駅初台駅曙橋駅曙橋駅

山口先生のお勧めスポット。寄席です。怪しいお店ではありません。

ルートが複雑になり、信号や雑踏で走者が分断。 
スマホ位置情報を相互に確認しながら進みました。

新宿末廣亭自衛隊市ヶ谷駐屯地靖国神社

明治大学 リバティータワー

日本武道館

男坂

特集❷     Soumeikai Kaiho

参
加
頂
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

同
期
に
広
く
声
か
け
を
し
ま
し
た
。
言
い
出
し
っ
ぺ
の
自
分
が
卓
球
部
で
、一

人
し
か
い
な
い
同
期
も
仕
事
の
都
合
で
首
都
圏
を
離
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、

S
N
S
を
使
っ
て
、来
ら
れ
る
人
こ
の
指
止
ま
れ
！
的
な
感
じ
で
集
ま
っ
て
も

ら
い
ま
し
た（
小
谷
氏
）

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
？

ま
た
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
的
に
は
体
育
の
授
業
中
に
校
外
大
回
り
コ
ー
ス
を
走
る
と
こ
ろ
を
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
K
君
と
二
人
で
女
坂
を
使
う
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
ズ
ル
を
し
た
ら
、

前
島
先
生
に
バ
レ
て
恐
ろ
し
い
お
仕
置
き
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か（
笑
）

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
紙
面
に
書
け
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
お

昼
休
み
の
前
に
す
で
に
お
弁
当
が（
略
）そ
れ
か
ら
×
×
罰（
自
主
規
制
）に
龍

龍
軒
に
行
っ
た
こ
と
と
か
。
こ
れ
も
ダ
メ
か
・
・
・（
笑
）

来
年
度
、
総
明
会
の
幹
事
学
年
と
い
う
こ
と
で
昨
年
あ
た
り
か
ら
胸
騒
ぎ
が

ざ
わ
ざ
わ
と
。
少
し
ず
つ
「
再
会
・
再
開
」を
せ
ね
ば
と
、
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、

旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。5
月
に
同
期
会
を
開
催
し
、卒
業
以
来
に
会
う
面
々

も
。
今
回「
歩
く
駅
伝
」に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
そ
の
一
環
で
す
。

8
月
に
も
2
度
目
の
同
期
会
を
開
催
予
定
で
す
。

再
会
し
た
い
人
・
再
開
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

や
は
り
、
か
な
り
長
い
時
間
と
距
離
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
も
多
く
の
同
期
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
え
ば
、

す
ぐ
に
あ
の
頃
の
よ
う
に
戻
れ
る
の
で
。
ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
も

多
く
は
引
退
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、安
部
先
生
、山
中
先
生
、山
田
先
生
、

坂
口
先
生
、笹
倉
先
生
、清
水
克
先
生
、則
先
生
、鈴
木
正
人
先
生
な
ど
恩
師

の
方
々
と
も
お
会
い
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

歩
い
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

昨
年
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
企
画
な
の
で
2
年
越
し
で
参
加
で
き
て
、い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
神
田
駿
河
台
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
。
懐
か
し
の
旧
校
舎
、生
徒
ホ
ー
ル
、格
技
室
、な
く
な
っ
た
購

買
の
跡
地
、
男
坂
、
と
て
も
感
慨
深
い
で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
企
画
が
あ
れ

ば
全
区
間
走
破
し
た
い
で
す
。

紫
誠
会
と
し
て
の
駅
伝
企
画
へ
の
想
い

　

我
【々
紫
誠
会
】は
生
徒
会
O
B
が
声
を
上
げ
て
、
文
化
祭
準
備
委
員
会

の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
宮
嶋
を
中
心
に
元
文
準
委
員
や
各
部
の
中
心
メ

ン
バ
ー
が
自
然
と
集
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
再
会
の
輪
が
広
が
っ
て
出
来
た
チ

ー
ム
で
す
。

　

駅
伝
企
画
の
復
路
を
や
ろ
う
、
と
決
ま
っ
た
時
に
、
ま
ず
我
々
は
幹
事
学

年
と
し
て
「
最
終
区
間
を
次
年
度
幹
事
学
年
に
お
願
い
し
て
そ
こ
に
襷
を

渡
す
」と
い
う
趣
旨
か
ら
、最
初
か
ら
６
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
「
歩
く
駅
伝
復
路
」は
ひ
と
つ
上
の
紫
縁
会
の
先
輩
方
の
企

画
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
我
々
紫
誠
会
の
在
学
中
は
「
初

め
て
」の
取
り
組
み
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
、僕
ら
は
中
３
の
時
に
紫

紺
祭
の
「
学
年
展
示
」を
初
め
て
実
施
し
た
り
、
高
Ⅰ
の
時
は
初
め
て
裏
磐

梯
の
林
間
学
校
を
実
施
し
た
り
し
ま
し
た
。
高
Ⅰ
の
時
に
紫
紺
祭
の
露
店

が
金
券
制
に
な
っ
た
り
カ
バ
ン
改
正
委
員
会（
通
学
鞄
を
変
更
し
ま
し
た
。）

や
サ
ッ
カ
ー
部
創
設
も
僕
ら
の
在
学
中
で
し
た
。
卒
業
後
も
「
よ
う
こ
そ
Ｏ

Ｂ
」の
企
画
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
り
、開
拓
精
神
が
強
か
っ
た
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
紙
面
に
書
け
な
い
正
木
屋
や
ヤ
マ
ダ
屋
や
渋
谷

界
隈
や
秋
葉
原
界
隈
の
話
も
た
く
さ
ん
・
・
・（
略
）

　

と
も
あ
れ
、
駅
伝
に
は
企
画
側
も
含
め
て
20
人
以
上
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
、

紫
誠
会
自
体
も
8
月
現
在
で
60
名
く
ら
い
が
S
N
S
で
繋
が
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
繋
が
り
を
増
や
し
て
11
月
25
日
の
総
明
会
懇
親
会
に
だ
け
で
も
同
期

が
集
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
伝
当
日
は
や
は
り
好
天
に
恵
ま
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
暑
す

ぎ
て
疲
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
の
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
が

最
高
で
し
た
。
そ
れ
と
、
新
宿
駅
南
口
付
近
の
通
過
時
は
少
し
恥
ず
か
し
か

っ
た
で
す
ね
。
撮
影
し
な
が
ら
団
体
で
歩
い
て
い
た
の
でY

ouT
uber

だ
と

思
わ
れ
た
か
も
。
ち
ょ
う
ど
新
宿
で
電
車
内
に
刃
物
を
持
っ
た
人
が
い
た
と

い
う
事
件
が
あ
っ
て
、
結
局
は
料
理
人
の
方
が
包
丁
を
持
っ
て
い
た
だ
け
だ

っ
た
け
ど
電
車
も
遅
れ
た
り
し
て
騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
山
口

先
生
と
西
村
先
生
が
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
懐
か
し
い
話
や
寄
席
に
ハ
マ

っ
て
い
る
近
況
な
ど
も
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ゴ
ー
ル
に
は
S
N
S
を
確
認
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
同
期
も
い
た
り
、
前
後
の
学
年
も
含
め
て
久
々
の

再
会
も
あ
っ
て
、と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

初台駅前交番前から、甲州街道、新宿駅
南口を抜けて曙橋駅A３出口まで。人
出も多く、交通量が多いルート。新宿駅
周辺は歩道規制も多くコースが定まり
ませんが気を付けて進みます。

襷をつないでくれた参加者
平成8年卒 幹事学年

紫誠会

歩く駅伝6区 

初台駅～曙橋駅

コース距離
4.1Km

道中のうんちくをいろいろ教えて
下さる山口先生。在学当時の授業
を思い出します。

初台駅前でスタート記念に一枚。西
村先生、山口先生が応援に駆けつけ
てくださいました！
左から、平野、林卓志、和賀、小澤、宮
嶋、金井、西村先生、林直幸、山口先
生。

1区から歩き続けている宮嶋実行委員長か
ら紫雲会の小谷氏に襷を託します。新宿末廣亭

曙橋駅に到着！次年度幹事学年の紫雲会のみなさんが迎えてくれました。

山岳部OBの意地で1区から歩き続けている
林を労ってくださる山岳部顧問の山口先生。

曙橋で最終区間スタートの記念写真。次年度幹事学年が早くも強い結束を見せてくれました！左から、宗石氏、佐
藤氏、岸塚氏、米村氏、小谷氏、大川氏、渡邉氏、そして明高教員の和田先生も紫雲会のメンバーです。

靖国神社までたどり着きました。運動部の人は神社前を通って
北の丸公園経由で皇居ランをしていました。

ようやく太陽の脅威がおさまってきました。1区スタートから
歩き続けてヘトヘトの紫誠会宮嶋を励ます、現明高PTA会長を
務める紫雲会の岸塚氏。

曙橋駅A3出口から市ヶ谷自衛隊駐屯地・
市ヶ谷駅・靖国神社・九段下を経由して、
ついに男坂に至ります。武道館前の下り
坂ではリバティータワーが見えてきます。

襷をつないでくれた参加者
平成9年卒

紫雲会 

歩く駅伝7区 

曙橋駅～男坂

コース距離
3.7Km
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特集❶     Soumeikai Kaiho

繋げる力

山崎 秀樹

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

総明会会長代行・副会長

　本年4月に井家上前会長が明治高等学校・中学校校長
に就任したことに伴い、私と平野一哉副会長両名が会長
代行となりました。任期途中での前会長辞任という出来事
は総明会にとりましても想定していなかったわけですが、
前会長が母校の校長になるというとても喜ばしい出来事
を前に、残された会長任期を現在の体制のまま順調にす
すめていこうと、本部役員・理事一丸となっているところで
ございます。
　さて、コロナ禍による総明会活動縮小の中、昨年は幹事
学年平成7年卒「紫縁会」のご努力により、母校校舎にお
いて総会・懇親会を開催することができました。飲食を伴
えない中、幹事学年の工夫で応援団・吹奏楽班のステー
ジもあり、会員の皆様に元気をお届けすることができたの
ではないでしょうか。
　そして、ようやく本年は4年ぶりに以前のような総会・懇
親会が開催されることとなりました。本年度幹事学年平成
8年卒「紫誠会」は『「再会・再開」～誠、明治の人なり!～』
をテーマに掲げ、止まってしまっていた同窓生の交流を再
開させたいという想いを込めて準備をすすめております。
総会・懇親会に集う恩師・先輩・同級生・後輩だけでなく、
あの頃の自分自身とも「再会」を果たし、明日からの歩みを
「再開」させてほしいという幹事学年の意気込みを感じ
取っていただける総会・懇親会となりますので、是非ともご
参加いただけますようお願い申し上げます。
　先日、御茶ノ水界隈を歩いてみました。この街と、ここで
お会いした多くの人たちに育てられてきたということを感
じたのですが、考えてみれば、その多くの人たちと総明会で
またお会いすることができるという幸せにも気づくことがで
きました。同窓会はとめどなく溢れる思い出に、現在の繋
がりを重ねながら、それを仲間と共有する時間を提供して
います。これから先に総明会会員となる後輩諸氏にとって
もそのような存在であり続けられるように私たちが繋げて
ゆくことが大切です。総明会がそれぞれの会員の思い出を
集めた玉手箱としていつまでも活動していけるように努力
していきたいと考えておりますので、今後ともご支援をいた
だけますようよろしくお願い申し上げます。

仲間へのエールを！

大六野 耕作
明治大学　学長

明治大学長の大六野耕作でございます。本来であれば、
本年11月に開催予定でありました総明会・懇親会の場で
皆さまにお目にかかり直接ご挨拶すべきところですが、コ
ロナ禍のためこれが叶いませんので、会報誌「紫紺の詩」
の紙面をお借りし、一言ご挨拶申し上げます。
明治大学は今年、創立140周年を迎えました。駿河台

キャンパス内に所在する「明治大学博物館」では、本年11
月の上旬まで、「校友山脈～明治大学の教育と人材～」と
題する特別展を開催しています。58万人を超える校友の
中から、顕著な業績を残された人々と、その方々を育んだ
本学の教育を主題としたこの展示を先日見学いたしまし
たが、各界に渡る多士済々の校友諸氏の活躍は、まさに
「山脈」の名にふさわしく、本学の輝かしい歴史として脈々
と引き継がれていることを改めて実感いたしました。もちろ
んその中には、生粋の「明治魂」を明治高等学校・中学校
で育まれた総明会会員の皆様も多くいらっしゃいます。多
感な思春期を「良い仲間たち」とともに謳歌し、卒業後も総
明会を通じてタテ・ヨコの深い絆を大切にしながら、大変
な時節にあっても互いを鼓舞し「エール」を送り合える仲
間がいること、これこそ総明会会員の皆様に与えられたか
けがえのない特権と言えるのではないでしょうか。
文部科学省においても長らく「高大接続改革」の重要性

が提唱されております。政治、経済、文化、あらゆる事柄が
世界的広がりを持ち、その影響が瞬時に他へ波及する現
代において、高等教育（明治大学）とその基礎となる中等
教育（明高中）が果たすべき役割は、今後ますます重きを
なすことでしょう。大学・高校・中学校の紐帯をさらに強固
にし、より一層充実した教育を展開して参りたいと存じま
す。総明会の皆様におかれましても、今後とも変わらぬご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、井家上哲史会長をはじめ、本年の幹事学
年である平成6年度「隆明会」の皆様に対し心から御礼申
し上げるとともに、総明会及び関係者の皆様の益々のご健
勝とご活躍を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

校長就任にあたって

井家上哲史

明治大学付属明治高等学校・明治中学校

校 長

　まずは第59回総明会総会懇親会が例年通りに開催さ
れますことを、心よりお喜び申し上げます。今年のテーマは
『「再会・再開」～誠、明治の人なり！～』とのこと、まさに新
型コロナウイルス感染症の影響もあり、ここ数年いろいろ
な制約により十分な活動ができていなかった総明会活動
が今年より再開されています。今年度幹事学年の平成8年
卒紫誠会の皆さんの活動に期待しております。
　さて、安藏伸治前校長より本年4月バトンタッチを受け、
明治高等学校・中学校校長を拝命することとなりました。
1976年（昭和51年）に明治高等学校を卒業し、明治大学
工学部電気工学科に進学、大学院を経て1985年郵政省（
現在の総務省）に入省し、電波研究所（現情報通信研究
機構NICT）で12年間、衛星通信の実験研究を行っていま
した。ご縁があり1997年より明治大学に奉職、現在は理
工学部電気電子生命学科教授として無線通信とネットワ
ーク技術の研究をしております。総明会活動としては、
2003年には幹事学年明々会の一員として再会した仲間と
会報委員会でCDの会報作成に携わり、また浅草ビューホ
テルにて懇親会の真っ最中に電源ブレーカーが飛ぶハプ
ニングの中、サンバチームのアトラクションで総会懇親会
を乗り切りました。幹事学年後、ご縁があり総会委員会か
ら総明会本部活動に加わり、理事、副会長、2020年から
は総明会会長を務めることとなり、新型コロナウイルス感
染症の影響下で可能な総明会活動の継続を心がけてまい
りました。そして本年4月理工学部教授と明治高等学校・
中学校校長職を兼務することとなり、任期途中ではありま
すが、3月末にて総明会会長の任を解いていただき、一卒
業生として母校の校務に携わることといたしました。
　急な退任となりましたが、歴代の先輩方が築いてこられ
た現総明会の運営組織とメンバーは盤石ですので、新会
長の下でより良い同窓会活動が行われていくと確信してい
ます。これまで数々の再会やご縁のおかげで現在の私があ
ります、昨年までの総明会活動とは違う形ではありますが、
今後も母校および総明会の発展に力を尽くしたいと存じ
ます。ご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

共に「前へ！」

柳谷　孝
学校法人 明治大学  理事長

　このたびはコロナ禍の困難な状況下にもかかわりませ
ず、「エール －リカバリーだ Meiji !－」を活動テーマに掲
げた平成6年卒「隆明会」の皆様のご尽力により、2021年
総明会会報『紫紺の詩』が発行されますことを、心よりお
慶び申し上げます。また、井家上会長をはじめ、総明会の
皆様方には、日頃より本学に多大なるご理解とご支援を
賜っており、厚く御礼を申し上げます。
　さて、近年の明治高校卒業生の活躍は目を見張るもの
があります。顕著な功績を挙げられた明治高校卒業生を
表彰する「卒業生顕彰式」にも毎年出席させていただいて
おりますが、総代や早期卒業者を含む各学部の学業成績
優秀者や、公認会計士試験、国家公務員総合職試験など
各種難関試験の大学在学中の合格者など、まさに明治大
学をリードする存在であります。こうした明治高等学校の
プレゼンスの向上は、安藏校長先生をはじめ、永年に亘っ
て教育の質的向上に努めてこられた教職員の皆様のご尽
力の賜物であり、また総明会の皆様のご指導とご支援のお
かげでございます。
　ところで、本年1月17日に、本学はおかげさまで「創立
140周年」を迎えました。創立140周年記念事業の一つと
して、「初年次教育」、「教養教育」、「国際教育」を展開する
“場”の創出を目的とした、和泉新教育棟「和泉ラーニング
スクエア」が来年3月に竣工予定です。各種記念事業を支
える「創立140周年記念事業募金」に対しまして、昨年11
月に総明会から100万円のご寄付を賜りました。学校法人
明治大学を代表し、心より御礼を申し上げます。
　また、本学は本年11月1日開催予定の創立140周年記
念式典の場において、第二次長期ビジョン「ME I J I 
VISION 150 ‒前へ‒」を発表いたします。次の創立150
周年、更にその先も、本学が「世界に開かれた大学」そして
「世界に発信する大学」として未来に輝き続けていくため
に、総明会の皆様と共に「前へ！」邁進してまいりたいと存
じます。
　結びになりますが、1日も早く新型コロナウイルスが終息
し、皆様と紫紺の旗の下に再び集う日が来ることを願うと
ともに、総明会のますますのご発展と会員各位のご健勝を
ご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。
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時
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台
、
眉
秀
で
た
る
中
年
が
募
る
母
校
愛
を
原

動
力
に
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
瞬
間
で
あ
り
ま
す
。

　

一
歩
一
歩
の
歩
み
を
重
ね
る
う
ち
に
、ど
の
区
間
の
参
加
者
も
、ま
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仲
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仲
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疲
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が
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。
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。
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）
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て
便
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な
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思
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な
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暑
く
て
暑
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て
大
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で
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。（
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卓
志
）

個
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に
数
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ぶ
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に
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と
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も
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和
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）

な
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接
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っ
た
先
輩
方
の
お
話
を
聞
く

事
が
出
来
て
、多
く
の
同
期
と
も
１
日
過
ご
せ
た
の
で
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。（
金
井
）

暑
か
っ
た
！　

歩
く
し
か
な
い
！　

で
も
？ 
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ら

こ
そ
？
酒
の
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違
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と
す
る

こ
と
が
で
き
て
楽
し
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で
す
！
（
山
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）

昨
今
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
中
、

気
兼
ね
な
く
人
物
写
真
を
撮
る
こ
と
が
出
来
て
大
満

足
で
し
た
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え
っ
？ 

暑
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？ 

趣
味
に
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頭
し
て
覚
え

て
い
ま
せ
ん（
笑
）（
関
川
）

前
年
実
行
委
員
長
の
藤
田
先
輩
が
お
茶
の
水
か
ら
完

歩
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
わ
た
し
も
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
無
事
に
完
歩
で
き
ま
し

た
。
何
よ
り
完
歩
し
て
得
た
こ
と
は
「
案
外
オ
レ
若
い

じ
ゃ
ん
」
と
い
う
自
信
で
し
た
笑
。
ご
参
加
い
た
だ
い
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皆
様
楽
し
く
歩
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
（
宮
嶋
）

幹事学年からは宮嶋と林の２名が全区間を完走しました！足の疲労はとっくに限
界を超えていて１歩進むのもつらいという状況でたどり着いた男坂。24.5kmの道
のりの果てにそびえ立つ男坂。山口先生と西村先生が優しく男坂の上から励まし
てくださいました。「ゴール上なのかよ…鬼かよ…」

17時20分、参加者約50名の血と汗と思いがしみ込んだ襷が、ついに男坂の上のゴールにた
どり着きました！暑い中、本当にお疲れさまでした！

鵜澤総明先生の像があった男坂上の旧校舎正面玄関で！事故もなく無事に襷が男坂に届きました！お疲れさまでした！この檄文に応じて50名を超える有志が参加を表明してくだ
さいました。ありがとうございました！
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卒　

明
心
会

専
務
理
事

	

衛
藤　

雅
一

	

昭
和
五
六
年
卒　

明
翔
会

常
務
理
事

	

近
藤　

敏
彦

	

昭
和
五
〇
年
卒　

明
紫
会

会　

計

	

田
中　

重
幸

	

昭
和
五
九
年
卒　

明
心
会

事
務
局
長

	

土
田　

正
昭

	

昭
和
六
一
年
卒　

新
世
輝

副
事
務
局
長

	

尾
崎　

博
之

	

昭
和
六
三
年
卒　

昭
和
戊
辰
乃
会

※なお、本年は昨今の情勢を鑑み色々と議論を交わした結果郵便局の払込票は同封して
おりません。事前納付先は三菱UFJ銀行の口座のみとなります。入金確認のため、氏
名の前に卒業年を付記してください。ATMでも振込名義の変更は可能です。振込手
数料についてはご負担をお願いいたします。

※一旦納付された会費につきましては、お返しできません。予めご了承ください。当日
欠席された場合も、同様にご返金できません。貴重な浄財といたしまして、総明会活
動に利用させていただきます。

※出席のお知らせをいただいていない方でも、直前に出席可能になった方など、ご連絡を
いただかなくても出席可能ですのでお気軽にお運びください。

今年も会費事前納付制度を実施いたします。当日のお支払いにくらべ、1,000円割引させていただきます。
ぜひ、ご利用ください。事前納付のお振込み先につきましては、下記をご覧ください。

懇親会費値上げのお願い
　昨今、料飲費や会場諸経費、物品費が急激に上昇し、従前の懇親会費を据え置く
ことが困難な状況になり、誠に心苦しくはございますが、懇親会費を改定させていた
だきます。
　別紙にてご説明申し上げておりますが、会員の皆様におかれましては何卒ご理解
賜りますよう宜しくお願いいたします。

会費 事前納付振込先
11月6日（月）までに納付をお願いいたします。

「返信用ハガキ」または「紫誠会ホームページ」より
総会・懇親会への出欠と事前納付か当日払いかの
ご連絡をお願いいたします。

例：	 昭和年代卒業の方：62	メイジ	タロウ　
			 平成年代卒業の方：ヘイ	11メイジ	ジロウ

三菱 UFJ 銀行
支店：三鷹支店 （店番222）普通口座
口座番号：0896564
口座名義：シセイカイ　ミヤジマ　マサヒコ

会費のご案内
今年もあります！

便利な事前納付がお得です！

　清秋の候、旧制明治中学校、明治大学附属明治高等学
校・中学校卒業生の皆様におかれましては、益々ご清祥
のこととお慶び申し上げます。
　さて、コロナ禍で中断しておりました紫紺の集い。つい
に本年の総会・懇親会をご案内させていただくことがで
きるようになりました。
　本年開催の第59回総会・懇親会は、私たち平成8年卒
業「紫誠会」が幹事を務めさせていただきます。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

「再会・再開」～誠、明治の人なり！～
　本年のテーマ『「再会・再開」～誠、明治の人なり！～』

はコロナ禍により遠ざけられたそれぞれの紫紺の絆を、再
びたぐり寄せ、さらに固い絆にしていきたい。そんな思い
で決定いたしました。
　本年の会場は猿楽町校舎時代には東京東部から通学
する方も多かった為、新橋にある「第一ホテル東京」にて
総会・懇親会会場を手配させていただきました。
　飲食の伴う懇親会は4年ぶりの再開となります。同窓
はもちろん、先輩、後輩と世代を超えた紫紺の集いにて再
会を果たしてみませんか。そしてはばかることなく、一同
にて声高らかに校歌を斉唱してみませんか。
　先輩後輩・同窓の仲間、そしてご家族の皆様のお越し
を心よりお待ち申し上げております。

第
59
回『
総
明
会
』総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

令
和
5
年
11
月
25
日（
土
）

第
一
ホ
テ
ル
東
京（
新
橋
）

SPECIAL LIVE 2023 SOUMEIKAI
今年はマンドリン部の演奏も復活！
気鋭のマンドリニスト、堀雅貴くんを迎えての
スペシャルステージに乞うご期待！

 総明会 総会・懇親会企画

幹事学年からの挨拶

  「再会・再開」～誠、明治の人なり！～

日時：令和５年11月25日（土）
 総　会　16：00～
 懇親会　17：00～
場所：第一ホテル東京（新橋）
〒105-8621 東京都港区新橋1-2-6
https://www.hankyu-hotel.com/hotel/dh/dhtokyo
・JR「新橋駅」北改札より日比谷口（SL広場側）徒歩約2分
・JR・東京メトロ銀座線「新橋駅」7番出口方面より内幸町地下歩道にて
　直結、徒歩約2分
・都営浅草線・ゆりかもめ「新橋駅」より徒歩約5分
・都営三田線「内幸町駅」より徒歩約3分
・都営大江戸線「汐留駅」より徒歩約10分

紫誠会ホームページからの　
事前申込はこちら

《堀 雅貴 Profile》
平成15年明治大学付属明治高等学校卒業。
2009年にユニバーサルミュージックよりCD
デビュー。
国内外の音楽祭・コンサートにソリストとし
て出演。
プロデューサーに大髙清美氏を迎えた最新ア
ルバム「Xanadu」を、2021年12月にリリー
ス。Jazz Life誌などでも高い評価を得た。
平成23年度文化庁新進芸術家海外研修員。
東京都知事賞（2002）、第10回ラファエレ・
カラーチェ国際マンドリン独奏コンクール第
1位（2014）等を受賞。

一般会員（昭和56年から平成23年までのご卒業） 12,000円 > 11,000円
シニア会員（昭和55年以前のご卒業） 10,000円 > 9,000円
ヤング会員（平成24年から31年までご卒業の社会人）	 8,000円 > 7,000円
学生会員（大学生・大学院生）	 3,000円 > 3,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 7,000円 > 6,000円

当日払い	　　　　　　		事前納付

※学生会員の事前申込割引はありません。
　ご了承下さい。
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第
2
部 

O
B
・
O
G
だ
か
ら
話
せ
る

キ
ャ
リ
ア
別
座
談
会

第
2
部
で
は
、20
数
年
前
に
就
職
活
動
を
し
た

幹
事
学
年
で
あ
る
紫
誠
会
が
、
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
最
近
就
職
活
動
し
た
先
輩

の
話
を
聞
く
機
会
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

長
く
社
会
人
を
務
め
た
先
輩
が
、
就
職
活
動
を
振

り
返
っ
て
本
音
で
話
す
座
談
会
は
貴
重
か
と
思

い
ま
す
。
第
2
部
は
、
就
活
は
就
職
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、ス
タ
ー
ト
で
し
か
な
い
と
い
う
経

験
に
基
づ
く
本
音
の
座
談
会
。
起
業
・
副
業
・
転

今
年
は
9
月
開
催
！

例
年
就
活
会
は
、
総
明
会
の
総
会
・
懇
親
会
と

同
時
に
11
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
催
の

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
就
活
会
は
大
変
役
に
立
つ
も

の
の
、
も
う
少
し
早
い
時
期
に
開
催
し
て
欲
し
い
と
い

う
リ
ク
エス
ト
が
毎
年
届
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

年
は
年
々
早
ま
る
就
職
活
動
に
、総
明
会
と
し
て
学

生
の
み
な
さ
ま
に
よ
り
役
に
立
つ
就
活
会
で
あ
る
た

め
、
幹
事
学
年
平
成
8
年
卒
の
紫
誠
会
が
奮
起
し

て
、
初
め
て
9
月
に
開
催
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
例
年
よ
り
も
2
ヶ
月
早
く
開
催
す
る
こ

と
は
、準
備
、関
係
者
・
学
生
への
連
絡
な
ど
イ
レ
ギュ

ラ
ー
な
こ
と
も
多
かった
の
で
す
が
、
幹
事
学
年
の
紫

誠
会
と
組
織
委
員
会
が
力
を
合
わ
せ
連
携
を
取
る

こ
と
で
、
無
事
開
催
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
就
活

会
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
も
、こ
れ
か
ら
本
格
化
す

る
就
職
活
動
の
前
に
先
輩
方
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
大
好
評
で
、
来
年
以
降

も
早
期
開
催
を
希
望
す
る
声
が
た
く
さ
ん
届
き
ま

し
た
。
就
活
会
委
員
長
の
水
野
氏
は
、「
学
生
の

こ
と
を
考
え
る
と
、ど
う
し
て
も
早
期
開
催
し
た
かっ

た
の
で
、前
例
の
な
い
こ
とへの
チ
ャレン
ジ
に
な
り
ま
し

た
が
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
ま
し
た
」

と
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べて
い
ま
し
た
。

職
な
ど
働
き
方
が
多
様
化
す
る
時
代
に
、
こ
れ
か

ら
就
職
活
動
を
行
う
学
生
に
、
働
く
こ
と
と
は
何

か
？
就
職
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
？
と
い
う
こ

と
を
伝
え
る
べ
く
幹
事
学
年
が
学
生
の
た
め
に
本

音
で
語
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
紙
面
に
は

書
け
な
い
よ
う
な
話
も
多
く
出
て
大
盛
況
で
し
た
。

学
生
か
ら
も
他
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
は
触
れ
ら

れ
な
い
話
題
で
、就
職
活
動
だ
け
で
は
な
く
、そ
の

後
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
か
な
ど
視

点
が
広
が
っ
た
な
ど
の
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
岡
本
氏
は
、「
お

じ
さ
ん
の
話
を
学
生
は
本
当
に
聞
き
た
が
っ
て
い

る
の
か
？
と
不
安
だ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
伝
え
ら
れ
る
経
験
が
あ
る
の
で
は
？ 

と
思
っ

て
話
を
し
た
」と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

第
3
部 

個
別
相
談
会

第
3
部
は
、
第
1
部
、
第
2
部
で
参
加
し
た
講

師
に
対
す
る
個
別
相
談
会
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
聞
け
な
か
っ
た
更
に
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
、真
摯
に
そ
し
て
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
業
種
・
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
先
輩
方
の

話
に
、時
に
は
笑
い
あ
り
、時
に
は
真
剣
に
、先
輩

と
学
生
と
本
気
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
、
会
場
の
熱

量
も
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。

時
間
が
来
て
も
熱
心
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
後

輩
に
、
先
輩
も
本
気
で
返
し
、
就
活
会
は
今
年
も

大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

時
間
・
内
容
が
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

過
去
の
就
活
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
まった
就
活
会
の
準
備
で
、も
う一つ
取
り
組

み
た
い
課
題
が
時
間
で
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
もっと

話
を
聞
き
た
い
と
い
う
学
生
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し

た
の
で
、今
年
は
、開
催
時
間
、開
催
内
容
も
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
昨
年
は
開
催

時
間
が
2
時
間
で
あ
り
、終
わって
か
ら
も
学
生
の
質

問
が
続
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、も
う
少
し
長
い
時
間

の
開
催
の
方
が
学
生
の
た
め
を
考
え
る
といいの
で
は
？

とい
う
就
活
会
の
意
見
が
多
かった
の
で
、
今
年
は
3

時
間
に
拡
大
し
て
、
納
得
い
く
ま
で
学
生
の
質
問
に

向
き
合
う
就
活
会
と
し
ま
し
た
。
内
容
も
3
部
構

成
と
な
り
、
学
生
に
様
々
な
側
面
か
ら
就
職
活
動
を

と
ら
え
て
も
ら
う
た
め
、明
治
高
校
O
B
・
O
G
の
経

験
を
集
積
し
、よ
り
社
会
で
働
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
に
、
かつ
O
B
・
O
G
だ
か
ら
話
せ
る
本

音
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
学
生
の
熱

心
な
姿
勢
で
熱
量
の
高
い
就
活
会
と
な
り
、
大
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。
就
活
会
の
小
澤
氏
は
、「
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
よ
り
学
生
の
要
望
を
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
、
結
果
学
生
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
良
かった
！
」と
大
満
足
の
表
情
で
打
上

げ
の
ビ
ー
ル
を
美
味
し
そ
う
に
飲
ん
でい
ま
し
た
。

9
月
に
開
催
さ
れ
た
就
活
会
の
様
子
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

第
1
部 

先
輩
に
よ
る
本
音
の
就
職
活
動
体
験
記

第
1
部
で
は
、
最
近
就
職
活
動
を
し
て
、
社
会

で
も
活
躍
し
て
い
る
若
手
O
B
・
O
G
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
学
生
は
ど
う
し
て

も
、
就
職
活
動
は
誰
も
が
初
め
て
経
験
す
る
た

め
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
べ

く
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
、先
輩
た

ち
の
就
職
活
動
の
リ
ア
ル
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
企
業
が
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
違
い
、
先
輩

が
実
体
験
に
基
づ
き
話
す
就
職
活
動
の
体
験
談

は
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
就
職
活
動
に
具
体
的

に
役
に
立
ち
そ
う
だ
と
学
生
か
ら
大
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
就
活
会
へ
の
申
込
時
に
、
先
輩
に
聞

き
た
い
質
問
を
事
前
に
集
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
質
問
に
回
答
し
た
講
師
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
も

ま
さ
に
知
り
た
い
情
報
だ
と
、
共
有
し
た
資
料
を

一
所
懸
命
読
む
学
生
が
多
か
っ
た
の
も
印
象
的

で
し
た
。

《
就
活
会
後
記
》

今
年
は
学
生
第
一を
掲
げ
、
過
去
例
の
な

い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
先
輩
に

も
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
て
力
が
抜
け
ま
し
た
。
打
上
げ
”も
”

と
こ
と
ん
飲
む
ぞ
〜
！
（
就
活
会　

水
野
、

市
川
、藤
野
、小
澤
、関
川
、木
村
）

就
活
会
活
動
報
告

2
0
2
3
年
9
月
２
日（
土
）、学
生
の
た
め
の
人
気
企
画「
就
活
会
」が

明
治
大
学
紫
紺
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
！

毎
年
、総
明
会
が
お
く
る
大
好
評
の
学
生
の
た
め
の
人
気
企
画「
就
活
会
」が
、

今
年
は
さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
9
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
！

そ
の
就
活
会
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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Soumeikai Kaiho

〒299-0102 千葉県市原市青柳2－1－23　TEL.0436-21-8100（代）

代表取締役 山崎 敬生 （総明会顧問）　取締役 山崎 秀樹 （総明会副会長）

環境づくりのパートナー

TEL. 03-3701-1691   E-mail: masao@g03.itscom.net

第59回総明会総会・懇親会
総明会名誉会長 （昭和36年卒）
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特集❸     Soumeikai Kaiho

男
子
校
か
ら
共
学
に
変
わ
っ
て
、ど
う
で
し
た
か
？

何
と
言
っ
て
も
空
気
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
い
い

空
気
で
す
よ
、
共
学
は
。
女
子
だ
け
で
な
く
、
男

子
も
ち
ゃ
ん
と
気
を
遣
って
い
ま
す
か
ら
ね
。
男
子

校
時
代
は
本
当
に
酷
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
た

だ
で
さ
え
男
50
人
詰
め
こ
ん
だ
部
屋
で
臭
い
の
に
、

廊
下
の
手
す
り
に
靴
下
や
体
操
着
が
ぶ
ら
下
げ
ら

れ
て
い
て
、そ
れ
が
ま
た
臭
い
の
な
ん
の
。
あ
れ
と
比

べ
れ
ば
、今
は
天
国
で
す
よ
。

今
の
生
徒
た
ち
は
行
儀
が
い
い
で
す
よ
。
弁
当

を
食
べ
て
出
た
梅
干
し
の
タ
ネ
を
、窓
か
ら
外
に
吐

い
た
り
し
ま
せ
ん
か
ら
。
君
ら
の
頃
は
仕
事
が
終

わって
、
校
舎
裏
に
駐
め
て
い
た
愛
車
に
乗
って
家

路
に
つ
こ
う
と
し
た
ら
、
グ
ロ
リ
ア
の
屋
根
が
タ
ネ

だ
ら
け
に
なって
い
た
、な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
あ
、あ
の
頃
は
あ
の
頃
で
楽
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、あ
え
て
あ
ち
ら
の
世
界
に
戻
り
た
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
ね
。
音
楽
教
師
と
し
て
、
教
え

子
の
合
唱
を
指
揮
し
て
み
た
い
、
な
ん
て
夢
も
実

は
持
って
い
て
。
で
も
、
男
だ
ら
け
で
やって
も
気
持

ち
悪
い
よ
な
、と
思
って
封
印
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

君
ら
の
頃
は
音
楽
の
テ
ス
ト
、
み
ん
な
独
唱
だっ
た

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

当
校
音
楽
科
の
代
名
詞
、鈴
木
正
人
先
生
。現
在

46
歳
の
幹
事
学
年
が
入
学
し
た
1
9
9
0
年
に
、

山
口
先
生
、西
村
先
生
と
と
も
に
、中
１
学
年
の
担

任
を
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。い
つ
も
楽
し
く

温
か
く
、時
に
厳
し
く
生
徒
を
導
き
、現
在
は
教
頭

先
生
も
務
め
ら
れ
て
い
る
奇
跡
の
カ
リ
ス
マ
に
、
明

治
の
昔
と
今
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
音
楽
教
師
を
明
治
で
や
ろ
う
と

思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

教
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、
学
園
ド
ラ
マ
の

影
響
で
し
た
。
金
八
先
生
の
武
田
鉄
矢
、熱
中
時

代
の
水
谷
豊
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
ん
な
先

生
に
な
り
た
い
、
っ
て
。
私
た
ち
の
世
代
で
教
師

を
志
し
た
人
の
大
半
は
影
響
を
受
け
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
く
ら
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

音
大
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
も
、
割
と
早
い
時

期
か
ら
教
員
志
望
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

音
楽
教
師
の
募
集
って
、
あ
ん
ま
り
出
な
い
の
で
す

よ
ね
。
地
元
の
茨
城
と
か
で
探
す
の
は
ま
ず
難
し

い
感
じ
で
し
た
。
明
治
は
大
学
の
就
職
課
で
紹
介

し
て
も
らっ
た
の
で
す
が
、
明
治
と
い
う
と
明
大
中

野
し
か
知
ら
な
かっ
た
の
で
、
最
初
、
割
と
本
気
で

明
大
中
野
だ
と
勘
違
い
し
て
い
ま
し
た
。
明
大
中

野
と
い
え
ば
、
当
時
、
堀
越
と
並
ぶ
芸
能
人
御
用

達
の
学
校
で
す
か
ら
。
ア
イ
ド
ル
の
卵
た
ち
を
相

手
に
教
鞭
を
と
る
の
も
悪
く
な
い
な
、私
に
相
応
し

い
職
場
だ
、
こ
れ
は
運
命
か
も
し
れ
な
い
な
、
な
ど

と
心
躍
り
つつ
、就
職
試
験
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

後
で
明
大
中
野
で
な
い
こ
と
に
気
づい
て
、
だ
い

ぶ
テ
ン
シ
ョン
が
下
がっ
た
の
で
す
が
、
採
用
試
験
の

会
場
に
行
っ
た
ら
16
人
も
志
望
者
が
来
て
い
て
、さ

ら
に
心
が
折
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
で
既
に
内
部

者
と
顔
見
知
り
の
よ
う
な
人
も
混
ざって
い
て
、
こ

れ
は
も
う
、勝
ち
目
が
な
い
、と
。

厳
し
い
な
ぁ
、と
思
って
い
る
と
こ
ろ
で
実
技
の
試

験
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、課
題
が
ピ
ア
ノ
で
し
た
。

私
の
専
門
、
ト
ラ
ンペッ
ト
。
あ
、
終
わっ
た
わ
と
思

い
ま
し
た
。

他
の
志
望
者
先
生
が
ピ
ア
ノ
の
技
術
を
存
分
に

披
露
し
て
い
く
中
、
私
だ
け
ビッ
タ
ビ
タ
な
感
じ
で

演
奏
し
て
試
験
を
終
え
た
の
で
す
が
、
そ
の
演
奏

鈴
木
正
人
先
生 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
会
お
う
ぜ
！
」

を
聴
い
た
先
生
が
、
私
の
こ
と
を
気
に
入
って
く
だ

さ
い
ま
し
て
。
ビッ
タ
ビ
タ
な
演
奏
か
ら
、
私
の
実

直
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
喫
茶
店

に
呼
び
出
さ
れ
て
、「
君
に
決
め
た
！
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。

あ
、
ち
な
み
に
明
治
が
男
子
校
だ
と
い
う
こ
と

は
、内
定
を
も
らって
か
ら
知
り
ま
し
た
。あ
ー
あ
、

人
生
設
計
間
違
っ
た
か
な
、
ま
あ
いい
か
。
と
い
う

感
じ
で
す
。

目
指
し
て
い
た
教
師
像
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
し

た
か
？
担
任
と
し
て
ク
ラ
ス
を
持
っ
た
印
象
は
。

常
に
生
徒
と
同
じ
目
線
で
話
を
す
る
先
生
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
そ
ん
な

ん
じ
ゃ
推
薦
し
な
い
ぞ
」
み
た
い
な
脅
し
文
句
と
い

う
か
、
上
か
ら
武
器
を
振
り
か
ざ
し
て
生
徒
を
従

わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
な
、と
も
。

北
村
、山
口
、村
田
、田
村
先
生
と
同
期
入
職

な
の
で
す
が
、
み
ん
な
「
やって
や
る
ぞ
！
」と
い
う

感
じ
で
、
気
合
が
入
って
い
ま
し
た
。
私
の
場
合
、

２
、３
年
間
副
担
任
を
務
め
た
後
、
他
の
先
生
の

休
職
で
、
25
歳
で
急
に
担
任
を
や
る
こ
と
に
なっ
た

の
で
す
が
、「
ど
う
し
よ
う
、
で
き
る
か
な
」
な
ん

て
プ
レッ
シ
ャ
ー
は一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く

担
任
に
な
り
た
い
と
、
ず
っ
と
思
って
い
た
の
で
。
君

た
ち
の
世
代
の
中
１
Ｂ
が
、最
初
に
担
任
を
持
っ
た

ク
ラ
ス
で
し
た
が
、楽
し
かっ
た
で
す
よ
。「
お
前
ら
、

や
る
ぞ
！
」
な
ん
て
号
令
か
け
て
み
た
り
な
ん
か
し

て
。
世
代
が
近
い
の
と
、
男
だ
ら
け
の
な
ん
で
も
有

り
な
感
じ
で
、楽
し
く
や
り
取
り
し
て
い
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
イ
ベン
ト
、
体
育
祭
、
み
ん
な
楽
し

かっ
た
で
す
よ
。

紫誠会が中学１年時に担任・学年専任だった、馴染みの
深い先生へのインタビュー＆動画撮影を行いました。

還暦を迎えた
先生との再会！

特集❸
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特集❸     Soumeikai Kaiho

お
前
ら
毎
週
や
る
ぞ
って
言
って
さ
、
そ
う
し
た

ら
す
げ
え
ク
ラ
ス
が
仲
良
く
なって
さ
、そ
いつ
ら
と

は
卒
業
し
た
後
も
ク
ラ
ス
会
と
か
やって
る
よ
。

最
後
の
週
は
俺
が
勝
手
に
決
め
て
良
い
？
っ
て

言
っ
た
ら
さ
、駄
目
だって
言
わ
れ
て
さ
。

（
※
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

少
し
別
の
角
度
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

成
人
の
頃
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
還
暦
の
姿
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

う
ち
の
教
員
に
な
っ
た
時
の
還
暦
近
い
人
って
保

坂
先
生
と
か
桜
井
先
生
と
か
三
田
先
生
と
か
そ

う
い
う
先
生
の
イ
メ
ー
ジ
だ
か
ら
、
そ
の
当
時
か
ら

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
、
２
番
手
は
保
健
体

育
科
教
諭
の
マ
エ
ケ
ン
こ
と
前
島
研
二
先
生
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
飛
び
出
し
た
の
は
あ
の
伝
説
の
授

業
を
含
め
、
誌
面
に
掲
載
出
来
な
い
放
送
禁
止
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
ば
か
り
で
し
た
が
、そ
こ
か
ら
滲
み
出
て

来
る
の
は
教
育
への
熱
意
と
生
徒
への
愛
情
で
し
た
。

教
師
に
な
る
ま
で
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活

の
お
話
か
ら
、現
在
も
変
わ
ら
な
い
前
島
先
生
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。

本
日
は
還
暦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1
分
5
万
円
って
う
ち
のマ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
聞

い
て
い
る
ぞ
。
ほ
ん
と
は
1
分
10
万
円
な
の
に
。

そ
れ
は
、ち
ょ
っ
と
。（
笑
）私
達
の
代
は

中
一
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

保
健
体
育
の
授
業
で
し
た
か
。

私
は
男
子
校
で
は
、
日
本
で一
番
優
れ
た
保
健

体
育
の
授
業
を
し
て
い
る
。
そ
う
だ
ろ
？

男
女
共
学
に
なっ
た
ら
す
げ
え
つ
ま
ら
な
い
授
業

に
なっ
た
け
ど
。

非
常
に
思
い
出
に
残
る
授
業
で
し
た
。（
笑
）

で
は
順
を
追
っ
て
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

明
治
高
校
の
教
員
に
な
ら
れ
た
経
緯
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

地
元
が
静
岡
の
浜
松
な
ん
だ
け
ど
、
高
校
出
て

地
元
で
し
ば
ら
く
働
い
て
、
東
京
出
て
来
て
新
聞

配
達
な
ん
か
で
働
い
て
、
2
年
遅
れ
て
国
士
館
の

体
育
学
部
に
入
って
、そ
こ
を
卒
業
し
て
か
ら
、明

治
に
就
職
し
た
ん
だ
な
。

2
年
働
い
た
後
に
大
学
に
進
学
さ
れ
た
の
は

何
故
で
し
ょ
う
？

最
初
に
㈱
丸
八
真
綿
に
半
年
位
い
て
、
そ
こ
は

す
ご
く
良
い
会
社
だっ
た
ん
だ
け
ど
さ
、四
六
時
中

布
団
の
事
を
考
え
て
い
る
の
が
…
。
人
生
3
分
の

1
は
寝
て
い
る
か
ら
大
事
な
事
な
ん
だ
け
ど
、
も
っ

と
や
り
た
い
事
は
？ 

って
い
う
の
で
考
え
て
、
俺
高

校
の
時
に
す
げ
え
落
第
生
で
停
学
2
回
食
らって

る
か
ら
さ
、教
師
か
ら
相
手
に
さ
れ
な
かっ
た
の
よ
。

そ
う
い
う
教
師
を
見
返
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
け

ど
、
勉
強
も
何
も
し
て
い
な
かっ
た
か
ら
教
師
な
ん

て
無
理
だ
ろ
う
と
布
団
会
社
に
入
っ
た
ん
だ
け
ど
、

前
島
研
二
先
生 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

そ
こ
で一
念
発
起
し
て
初
心
の
教
師
を
目
指
そ
う

と
会
社
を
辞
め
た
ん
だ
よ
ね
。
落
ち
こ
ぼ
れ
の
学

校
の
教
師
に
な
り
た
い
と
思
って
。

大
学
を
卒
業
さ
れ
て
、ど
の
よ
う
に

明
治
高
校
に
就
職
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

静
岡
の
採
用
試
験
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ

け
ど
静
岡
は
募
集
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て
さ
、
受
か
る

の
は
1
人
か
2
人
と
か
さ
。
東
京
な
ら
確
率
的
に

高
い
な
と
思
っ
て
東
京
の
採
用
試
験
を
受
け
て
そ

れ
も
受
かった
の
よ
。明
治
高
校
な
ん
て
知
ら
な
かっ

た
ん
だ
け
ど
、明
大
中
野
は
有
名
だ
け
ど
、大
学
に

募
集
が
来
て
て
そっ
ち
が
先
に
受
かった
の
よ
。
そ
の

時
は
ま
だ
東
京
の
採
用
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

かった
か
ら
明
治
高
校
の
方
に
就
職
し
た
、と
。

明
治
高
校
に
就
職
さ
れ
て
ど
う
で
し
た
か
?

余
計
な
話
か
も
し
れ
な
い
け
ど
田
舎
の
感
覚
だ

と
男
子
校
って
言
う
と
悪
い
奴
し
か
い
な
い
イ
メ
ー

ジ
な
ん
だ
な
。
そ
う
思
って
構
え
て
いっ
た
ら
さ
、教

師
に
質
問
す
る
生
徒
と
か
い
て
さ
、
びっ
く
り
し
て

さ
。
み
ん
な
素
直
だ
か
ら
さ
、
こ
いつ
ら
絶
対
裏
が

あ
る
と
思
って
さ
、
す
げ
え
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク
だっ

た
よ
。

こ
いつ
ら
真
面
目
過
ぎ
る
な
と
思
って
さ
、ボ
ロ
ア

パ
ー
ト
住
ん
で
る
時
は
生
徒
呼
ん
で
や
っ
た
り
し
て

飯
食
わ
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
さ
。
で
、し
ょっ
ち
ゅ

う
来
た
い
来
た
いって
何
回
か
や
って
て
、
俺
人
気

あ
る
な
って（
笑
）。
そ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
兄
貴
分

み
た
い
な
感
じ
で
さ
、結
構
慕
わ
れ
て
て
年
も
近
い

し
さ
。

お
ま
え
ら
の
時
も
そ
う
だっ
た
け
ど
、
男
子
校
っ

て
の
も
楽
し
かっ
た
よ
。一
緒
に
遊
ん
で
さ
。

シ
ャコ
タ
ン
の
黒
の
ケ
ン
メ
リ
に
乗
って
た
か
ら
、そ

れ
で
学
校
に
も
行
って
た
か
ら
、
ア
イ
ツ
は
や
ば
いっ

て
言
わ
れ
た
り
し
て
な
。

（
※
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

我
々
の
代
も
そ
う
で
す
が
、明
治
高
校
の
生
徒
は

真
面
目
と
か
大
人
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
か
っ
た

よ
う
な
…

大
し
た
事
な
い
よ
！
俺
な
ん
か
学
校
に
〇
〇
〇

し
か
持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
か
ら
。
彼
女
が
作
っ
て

く
れ
た
〇
〇
〇
入
れ
の
ポ
シェッ
ト
そ
れ
だ
け
持
っ

て
。
学
校
で
平
気
で
〇
〇
〇
やって
た
し
、
時
代

も
そ
う
い
う
時
代
だっ
た
し
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
か

わ
いい
も
ん
じ
ゃ
ん
。

テ
ス
ト
の
答
え
が「
す
ず
き
ま
さ
と
は
す
ご
い
」っ
て
、

縦
読
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
作
る
の
5
倍
く
ら
い
時
間
掛
か
る
ん
だ

よ
。
普
通
の
記
号
で
答
え
れ
ば
10
分
で
で
き
る
問

題
を
さ
。
ま
、今
で
も
やって
る
ん
だ
け
ど
さ
。

今
の
奴
って
さ
、
こ
の
間
「
やっ
ぱ
り
め
い
じ
は
ナ

ン
バ
ー
１
」って
語
呂
に
な
る
よ
う
に
し
た
ら
、
テ
ス

ト
の
時
に
理
系
ク
ラ
ス
に
行
っ
た
ら
さ
、
解
答
群
に

「
ぱ
」
と
か
「
じ
」
と
か
濁
音
が
あ
って
、
問
題
が

違
っ
て
い
ま
す
よ
っ
て
ま
じ
め
に
質
問
さ
れ
た
。
さ

す
が
理
系
、
って（
笑
）。

勤
め
て
し
ば
ら
く
そ
ん
な
感
じ
で
楽
し
く
やって

た
か
ら
、全
く
ス
ト
レ
ス
な
く
て
そ
れ
を
鈴
木
正
人

に
言
っ
た
ら
笑
わ
れ
て
さ
。
ほ
ん
と
に
ス
ト
レ
ス
ね

え
の
？
って
。

（
※
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

我
々
の
代
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

こ
の
学
年
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、中
学
の
時
は
、東

京
都
で
優
勝
、高
校
の
時
は
、関
東
大
会
に
出
場

し
て
、
私
が
教
え
た
中
で一
番
強
い
学
年
で
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
の
歴
史
を
塗
り
替
え
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。

と
て
も
思
い
出
深
い
学
年
だ
な
。
今
で
も
繋
が
り

は
深
く
て
、た
ま
に
お
酒
を
飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
、

仲
良
く
さ
せ
て
も
らって
い
る
よ
。

（
※
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

共
学
化
し
て
ど
う
で
す
か
？

大
人
し
い
。
全
然
大
人
し
い
。

女
の
子
が
しっ
か
り
し
て
る
。
男
は
草
食
系
も
い

い
と
こ
よ
。
今
、生
徒
指
導
主
任
やって
る
じ
ゃ
ん
。

タ
バ
コ
な
ん
か
誰
も
吸
っ
て
な
い
。
酒
も
飲
ま
な
い

し
さ
。

喧
嘩
も
な
け
れ
ば
悪
さ
を
す
る
こ
と
も
な
い
。

時
代
の
流
れ
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、ど
ん
ど

ん
大
人
し
く
なって
る
。

男
女
共
学
で
担
任
や
り
た
く
て
し
ょ
う
が
な
く

て
さ
。
学
園
ド
ラ
マ
み
た
い
じ
ゃ
ん
。

高
Ⅲ
の
担
任
や
り
た
いっ
て
希
望
を
聞
い
て
も

らって
担
任
やっ
た
ん
だ
け
ど
、
中
間
明
け
た
後
か

な
、
生
徒
が
席
替
え
し
た
い
で
す
って
、
お
お
良
い

よって
言
って
く
じ
引
き
で
やっ
た
ら
さ
、
す
げ
え
面

白
い
の
よ
。
男
子
校
だ
と一
番
後
ろ
の
席
を
取
っ
た

奴
し
か
楽
し
み
ね
え
じ
ゃ
ん
。
男
女
共
学
だ
と
誰

が
隣
に
来
る
か
と
か
さ
、
小
学
校
み
た
い
に
2
人

く
っつ
く
席
が
良
い
と
か
さ
、
お
お
別
に
良
い
よって

言
って
さ
、最
後
の
最
後
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
て
さ
、こ

れ
お
前
ら
面
白
え
なって
、席
替
え
ご
と
き
で
楽
し

め
る
な
ん
て
さ
、
高
Ⅲ
だ
か
ら
人
生
最
後
だ
よって

言
って
さ
。

で
し
ょ
う
？
で
も
、
共
学
だ
と
普
通
に
合
唱
も
で

き
る
。
今
は
今
で
楽
し
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、こ
れ
か
ら
再
開
、

再
会
し
た
い
こ
と
は
。

コロ
ナ
禍
の
数
年
間
、
生
徒
た
ち
は
せっ
か
く
の

学
生
生
活
な
の
に
、
部
活
も
授
業
も
課
外
活
動

も
、
我
慢
続
き
で
本
当
に
辛
かっ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
生
活
様
式
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

今
度
は
そ
こ
か
ら
普
通
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大

変
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
部
活
な
ど
、
中
１
か
ら
高
Ⅲ
ま
で
の
6

年
間
、
培
って
身
に
付
い
て
き
た
も
の
を
代
々
、
先

輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け
継
い
で
き
た
わ
け
で
す
が
、

コロ
ナ
禍
の
数
年
間
で
そ
れ
が
パ
タ
リ
と
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
野
球
の
応
援
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、

ブ
ラ
バ
ン
と
応
援
団
、
チ
ア
と
の
連
携
、
声
出
し
な

ど
、
先
輩
の
動
き
か
ら
感
じ
て
、
学
ぶ
も
の
が
多
い

で
す
け
ど
、試
合
も
、応
援
も
、練
習
も
で
き
な
け

れ
ば
、そ
れ
も
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

一
度
途
切
れ
か
け
て
し
ま
っ
た
学
校
文
化
、先
輩

か
ら
後
輩
へバ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
い
く
流
れ
を
、

再
び
築
き
上
げ
て
い
く
。
大
変
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、生
徒
た
ち
と一
緒
に
、頑
張
って
やって
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

そ
し
て
、最
後
に
。こ
こ
数
年
で
、新
し
い
生
活
、

仕
事
の
形
が一
気
に
広
ま
って
、会
議
も
リ
モ
ー
ト
、

飲
み
会
もZoom

、
み
た
い
に
便
利
に
な
っ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
人
間
同
士
、リ
ア
ル
で

会
う
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
と
も
再
会
し
て
、顔
突
き
合
わ
せ
て
、

飛
沫
を
飛
ば
し
合
い
な
が
ら
話
を
し
た
い
。

「
み
ん
な
、会
お
う
ぜ
！
」

「
と
に
か
く
面
白
い
先
生
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

正
人
先
生
。
訥と
つ
と
つ々
と
し
た
語
り
口
で
生
徒
を
笑

い
の
渦
に
引
き
ず
り
込
ん
で
い
く
ス
タ
イ
ル
は
、還

暦
を
迎
え
ら
れ
て
も
健
在
で
し
た
。一
方
で
、
常

に
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
を
向
け
、
真
面
目
な
話

を
さ
れ
る
時
に
は
、
生
徒
目
線
で
問
い
の
答
え
に

な
っ
て
い
る
か
、
確
か
め
る
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
正
人
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
Ｍ
・
Ｄ
・
Ｗ
」

　
　
　

明
治
魂
忘
れ
る
な
！
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還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
、
3
人
目
は
生
物

科
教
諭
の
西
村
英
之
先
生
で
す
。

幹
事
学
年
が
明
治
中
学
校
に
入
学
し
た
年
に

中
1
C
組
の
担
任
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
後
卒
業

ま
で
の
5
年
に
渡
り
生
物
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
今
も
生

徒
に
寄
り
添
い
、最
善
を
尽
く
す
先
生
の
熱
い
想

い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

今
日
イ
ン
タ
ビュー
し
て
る
4
人
の
先
生
は
、還
暦

と
い
う
事
で
イ
ン
タ
ビュー
を
受
け
て
い
る
ん
だ
ね
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
学
年
を
受
け
持
っ
た
先
生
ば
か

り
な
の
か
、濃
い
学
年
と
、濃
い
教
員
が
そ
ろって
い

る
ね（
笑
）。

若
い
こ
ろ
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
還
暦
と
、

還
暦
を
迎
え
て
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

還
暦
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
然
ち
が
う
よ
ね
。
私
が

子
供
の
頃
って
、還
暦
って
定
年
退
職
を
過
ぎ
た
く

ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
だっ
た
で
し
ょ
、も
う
あ
と
余
生
を

送
る
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、

今
は
ま
っ
た
く
違
う
と
思
わ
な
い
？
う
ち
の
学
校

の
場
合
、
定
年
が
60
歳
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
と
い
う
の

も
あ
る
け
れ
ど
、人
間
と
し
て
、精
神
的
な
と
こ
ろ

と
し
て
仕
上
が
って
い
る
か
？
って
言
う
と
全
然
仕

上
がって
い
な
い
し
、完
璧
に
発
展
途
上
な
の
で
。

こ
の
職
業
特
有
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、生
物
の

事
は
中
1
か
ら
高
Ⅲ
ま
で
授
業
は
ノ
ー
ト
を
見
な

い
で
出
来
る
く
ら
い
の
知
識
は
あ
る
け
れ
ど
、生
徒

に
よって
反
応
も
違
う
じ
ゃ
ん
、
学
年
で
違
う
じ
ゃ

ん
、
教
科
書
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
る
じ
ゃ
ん
？
、

生
徒
の
様
子
を
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
キ
ャッ
チ
し
な

い
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
授
業
は
で
き
な
い
、
だ
か

ら
日
々
勉
強
が
現
在
進
行
形
な
の
で
、全
然
仕
上

がって
い
な
い
。

確
か
に
経
験
は
積
ん
だ
の
で
、
教
え
る
内
容
を

こ
こ
で
し
ゃ
べ
れ
っ
て
言
わ
れ
た
ら
し
ゃ
べ
ら
れ
る
の

だ
け
ど
、そ
う
い
う
事
じ
ゃ
な
く
て
、実
際
に
生
徒

を
前
に
し
て
授
業
を
す
る
と
な
る
と
、
生
徒
観
察

も
必
要
だ
し
。
と
い
う
事
で
、全
然
！
、ま
だ
こ
れ

か
ら
も
お
勉
強
を
続
け
な
き
ゃい
け
な
い
。

西
村
英
之
先
生 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

先
生
は
若
い
生
徒
へ
順
応
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

順
応
を
し
な
い
と
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
先
生
を
やって
る
意
味
が
な
い
じ
ゃ
ん
。
順
応
を

し
な
い
と
。

昔
の
60
歳
く
ら
い
の
先
生
は
生
徒
に
順
応

と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
が

自
分
が
高
校
生
の
時
を
考
え
る
と
、
当
時
60

歳
く
ら
い
の
先
生
は
ゴ
ー
イ
ン
グ
マ
イ
ウ
ェ
イ
だ
っ
た

も
ん
ね
。
生
徒
と
の
距
離
感
っ
て
、
皆
さ
ん
を
中

1
で
持
っ
た
時
、私
は
27
歳
だっ
た
ん
で
す
よ
。

あ
れ
か
ら
30
年
経
って
い
る
わ
け
だ
け
れ
ど
、
当

時
は
そ
の
年
齢
の
近
さ
って
い
う
の
も
あ
っ
た
か
ら
、

じ
ゃ
あ
、60
歳
に
なっ
た
今
は
生
徒
と
の
距
離
感
が

遠
い
かって
言
っ
た
ら
、
年
齢
的
な
差
は
開
い
た
け

ど
、
精
神
的
に
も
完
全
に
開
い
ち
ゃっ
た
ら
、
生
徒

の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
なっ
ち
ゃ
う
か
ら
。

経
験
も
積
ん
だ
し
歳
も
取
って
る
か
ら
、
言
葉

で
黙
ら
せ
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、そ
れ

じ
ゃ
だ
め
だ
よ
ね
、そ
れ
を
やって
い
た
ら
本
当
の
意

味
で
の
生
徒
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
取
れ
な
い
の

で
。
と
は
言
って
も
私
が
そ
う
思
って
い
る
だ
け
で
、

実
は
、
生
徒
側
は
う
ま
く
合
わ
せ
た
ら
何
と
か
な

る
。
と
思
って
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
ね（
笑
）。
今

の
子
は
賢
い
。
教
員
の
特
性
を
先
読
み
し
て
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
行
動
が
と
れ
る
。

幹
事
学
年
が
先
読
み
し
た
行
動
が
取
れ
な
い

み
た
い
で
す
ね（
笑
）。

い
や
い
や
、、、楽
し
かっ
た
よ（
笑
）。

「
お
イ
タ
」
は
いっ
ぱ
い
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

な
ん
で
す
け
ど
、
追
い
か
け
ま
わ
す
の
も
楽
し
かっ

た
し
ね（
笑
）。
先
生
方
で
雀
荘
の
四
方
を
取

り
囲
ん
で
、
ル
ー
ト
の
動
線
を
考
え
て
待
ち
構
え

て
い
る
と
い
う
。
先
読
み
す
る
の
が
商
売
だ
か
ら

ね
。
今
の
子
は
ゲ
ー
ム
も
ス
マ
ホ
で
で
き
る
し
、
雀

荘
は
聞
か
な
い
ね
、
対
戦
型
ゲ
ー
ム
も
ネ
ッ
ト
で
い

く
ら
で
も
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
で
き
る
し
、と
い
う
の

も
あ
っ
て
必
要
性
が
薄
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も

あ
る
。
子
供
た
ち
が
放
課
後
に
寄
り
道
す
る
と

し
た
ら
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
や
コ
ン
ビ
ニ
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か

な
。
昼
休
み
に
ど
こ
か
に
消
え
る
と
か
絶
対
な
い

（
笑
）。

私
の
高
Ⅰ
高
Ⅱ
の
頃
は
、
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
っ
た

り
無
かっ
た
し
ね（
笑
）、
立
場
が
変
わ
る
と
言
う

こ
と
も
変
わ
る
し
、
皆
さ
ん
の
在
学
中
は
教
師
と

し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
か
ら
ね
。

昔
の
生
徒
と
今
の
生
徒
で
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

タ
バ
コ
や
雀
荘
な
ど
が
問
題
に
な
る
事
は
全
然

な
い
。
逆
に
S
N
S
や
ネ
ッ
ト
の
問
題
は
あ
る
。

不
適
切
な
行
為
が
公
に
な
っ
た
ら
、
学
校
だ
け

で
は
済
ま
な
い
問
題
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
の

で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
指
導
は
、
警
察
や
携
帯

電
話
会
社
な
ど
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
指
導
し

て
ま
す
。

先
生
見
た
目
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

話
の
感
じ
も
全
然
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

そ
う
？
自
分
自
身
は
わ
か
ら
な
い
。
肉
は
つ
い

た
し
、10
キ
ロ
く
ら
い
太
っ
た
し
。

最
近
物
忘
れ
が
ね
。
も
と
も
と
名
前
を
覚
え

る
の
は
苦
手
で
、覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。

一
度
覚
え
た
ら
忘
れ
な
い
ん
だ
け
ど
。
し
か
も
、

今
は
マ
ス
ク
し
て
る
か
ら
余
計
覚
え
ら
れ
な
い
。

新
し
い
学
年
を
持
っ
た
時
に
ル
ー
ティ
ン
に

し
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

な
い
な
い
。
な
い
け
れ
ど
。

私
って
い
う
人
間
が
ど
う
い
う
人
間
か
、
な
る
べ

く
早
く
知
って
ほ
し
い
の
で
、
色
ん
な
ア
ク
シ
ョン
は

す
る
の
だ
け
ど
、
今
ま
で
通
り
の
事
を
や
って
い
る

だ
け
だ
け
ど
、
初
め
ま
し
て
の
学
年
は
様
子
を
う

か
が
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

先
輩
か
ら
降
り
て
き
て
い
る
伝
説
み
た
い
な
も

の
も
あ
る
わ
け
よ
。
そ
れ
って
、
み
ん
な
の
中
で
公

言
さ
れ
て
い
る
事
は
知
って
る
ん
だ
け
ど
、知
ら
な
い

裏
の
情
報
も
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
。
だ
か
ら

そ
う
い
う
事
に
振
り
回
さ
れ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、

意
識
的
に
西
村
って
こ
う
い
う
人
間
な
ん
だ
よ
。
っ

て
、普
段
の
様
子
を
示
す
し
か
な
い
ん
だ
け
ど
。

先
生
、今
も
チ
ャ
ー
リ
ー
っ
て
呼
ば
れ
て
る
ん
で
す
か
。

お
め
ー
ら
の
せ
い
だ
よ
。
何
を
！
何
を
！
い
ま
さ

ら
そ
ん
な
事
を
！
（
爆
笑
）

名
付
け
親
は
、誰
で
し
た
っ
け
？
北
村
純
先
生
。

じ
ゃ
、う
ち
ら
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
！

そ
ん
な
、広
げ
て
く
れって
言
って
い
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
代
は
、先
生
を
先
生
と
思
わ
な
い
態
度
は

ピ
カ
イ
チ
っ
て
過
程
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
は
、
嫌
悪
感
を
持
って
な
い
か
ら

そ
の
ま
ま
に
し
た
け
れ
ど
、
ほ
か
の
先
生
が
聞
い
た

ら
、
な
ん
だ
こ
の
無
礼
な
生
徒
達
は
！
って
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

先
生
の
あ
だ
名
で「
チ
ャ
ー
リ
ー
」は

か
わ
い
い
と
思
い
ま
す
！

こ
の
学
校
に
は
転
勤
が
無
い
こ
と
を
悔
や
む
唯
一

の
例
だ
ね（
笑
）。

先
生
か
ら
新
し
い
学
年
を
持
っ
た
時
に
、

西
村
で
す
。チ
ャ
ー
リ
ー
っ
て
呼
ば
れ
て
ま
す
。

っ
て
言
っ
た
り
し
な
い
ん
で
す
か
？

ン
な
わ
け
ね
ー
だ
ろ
ー
！
そ
ん
な
事
！
、
何
て
い

う
事
を
言
って
る
！
（
爆
笑
）

生
徒
か
ら
拡
散
さ
れ
る
場
合
と
、
ほ
か
の
先
生

か
ら
拡
散
す
る
場
合
が
あ
って
、
私
は
品
行
方
正

だ
か
ら
そ
う
い
う
ほ
か
の
先
生
の
事
を
言
っ
た
り
し

な
い
。

で
も
山
口
先
生
の
失
敗
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

全
部
西
村
先
生
か
ら
伺
い
ま
し
た
。（
爆
笑
）

色
々
あ
っ
た
ね
。
林
間
学
校
に
遅
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
か
ね
。

最
近
の
生
徒
か
ら
も
、

あ
だ
名
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

そ
う
い
う
文
化
は
薄
れ
て
い
ま
す
ね
。

ほ
か
の
先
生
と
指
導
方
針
で

論
争
に
な
っ
た
り
し
な
い
ん
で
す
か
？

同
じ
教
科
に
関
し
て
、
同
じ
学
年
を
教
え
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
お
か
し
い
事
を
やって
た

ら
言
う
か
も
し
れ
な
い
が
、目
的
が
同
じ
で
も
ア
プ

ロ
ー
チ
が
違
う
事
は
普
通
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
に

関
し
て
意
見
が
ぶ
つ
か
る
事
は
、ま
ぁ
無
い
よ
ね
。

で
は
、T
2
フ
ァ
ー
ジ
と
大
腸
菌
の
授
業
は
い
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
っ
て
若
手
の
先
生
か
ら
言
わ
れ

る
事
は
な
い
ん
で
す
ね
？
（
爆
笑
）

見
た
ら
す
ご
い
お
じ
い
さ
ん
て
い
う
か
さ
、
結
構
み

ん
な
若
く
し
て
亡
く
なって
る
ん
だ
よ
ね
。
60
ち
ょっ

と
く
ら
い
で
さ
。還
暦
過
ぎ
た
ら
人
生
終
わ
り
か
、

と
。
俺
入
って
1
年
に
1
人
ず
つ
と
か
亡
く
な
って

る
。
新
井
先
生
と
か
、小
田
島
先
生
な
ん
か
辞
め

る
前
だっ
た
か
ら
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
やっ
ぱ
り
還

暦
って
、ジ
ジ
イ
だっ
た
な
。

そ
う
考
え
る
と
ま
だ
全
然
元
気
。

還
暦
を
迎
え
ら
れ
て
、今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

65
歳
ま
で
は
教
師
好
き
だ
か
ら
ま
ず
は
全
う
し

て
、次
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
考
え
て
る
事
が
あ
る
ん
だ

け
ど
さ
。
俺
コロ
ナ
で
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
じっ
と
し

て
ら
れ
ね
え
の
よ
。
だ
か
ら一
生
働
き
た
いって
言
う

か
さ
、余
生
を
楽
し
む
と
か
無
理
だ
な
と
思
っ
た
。

次
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容
を

教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

映
画
俳
優
か
な
。
政
治
家
か
な
。

卒
業
ア
ル
バム
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
ね
。

総
理
大
臣
に
な
る
っ
て
。

よ
く
覚
え
て
る
じ
ゃ
ん
。
そ
れ
は
1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
冗
談
だ
け
ど
な
。

じ
ゃ
あ
、あ
れ
だ
よ
。
将
来
総
理
大
臣
に
なって

ア
ル
バ
ム
に
書
い
た
事
を
実
現
す
る
。
総
理
大
臣

に
俺
は
教
わっ
た
ん
だ
よ
と
子
ど
も
に
自
慢
す
る
。

そ
れ
に
向
かって
走
る（
笑
）。

当
時
と
変
わ
ら
な
い
語
り
口
や
次
々
に
飛
び

出
す
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
笑
い
の
絶

え
な
い
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
、
教
育
熱
心
な

良
い
先
生
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ

と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

先
生
は
私
達
生
徒
や
当
時
の
出
来
事
も
良
く

覚
え
て
お
ら
れ
る
の
で
機
会
が
あ
れ
ば
、
む
し
ろ

機
会
を
作
っ
て
で
も「
再
会
」し
て
み
る
と
、非
常

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
、強
く
お
勧
め
し
ま
す
！

（
※
掲
載
出
来
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

T2

フ
ァ
ー
ジ
の
授
業
は
大
事
で
す
！
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還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
、4
人
目
は
国
語
科

教
諭
で
数
々
の
逸
話
を
持
つ
山
口
弘
先
生
。

山
口
先
生
は
昭
和
61
年
に
明
治
中
高
に
赴
任

し
、
現
在
46
歳
の
幹
事
学
年
が
明
治
中
学
に
入
学

し
た
年
に
中
１
A
組
の
担
任
を
担
当
さ
れ
、
ま
た
、

そ
の
後
も
6
年
間
に
渡
っ
て
国
語
科
を
担
当
し
て

く
だ
さ
っ
た
大
変
思
い
出
深
い
先
生
の
お一
人
で
す
。

こ
の
日
は
明
治
高
校
に
お
伺
い
し
て
4
人
の
先
生

イン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
が
、最
後
だ
っ
た
山
口

先
生
は
イン
タ
ビ
ュ
ア
ー
６
人
分
の
飲
み
物
を
差
入

し
て
く
だ
さ
り
、90
年
代
と
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
で
相
変

わ
ら
ず
の
山
口
弘
節
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

け
だ
よ
ね
。
経
験
値
は
上
がって
く
る
か
ら
、生
徒

た
ち
が
理
解
し
て
く
れ
る
可
能
性
は
上
が
っ
て
い

る
。
と
は
思
い
た
い
け
ど
、
生
徒
に
よって
も
変
わっ

て
く
る
の
で
、
今
出
来
る
ベス
ト
を
す
る
！
って
事

し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

理
想
の
教
師
像
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

理
想
のっ
て
い
う
か
、
生
徒
に
適
切
に
寄
り
添

う
。
唯
我
独
尊
で
は
な
く
て
。

教
師
っ
て
い
う
の
は
生
徒
と
あ
っ
て
こ
そ
の
教
師

で
、
ま
た
生
徒
は
集
団
で
は
語
れ
な
く
て
、一
人
ひ

と
り
全
然
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ど
う
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
れ
ば
良
い
か
？
、
理
解
し
て
く
れ
る

か
？
を
一
人
ひ
と
り
やって
い
る
感
じ
な
の
で
、
全
体

で
こ
う
し
た
い
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。

生
徒
の
ベス
ト
って
何
な
の
か
、
成
績
に
行
き
が

ち
だ
け
れ
ど
、生
徒
の
な
り
た
い
自
分
と
、教
師
の

な
ら
せ
た
い
自
分
は
食
い
違
い
が
ち
な
の
で
、
そ
れ

は
教
師
の
思
い
上
が
り
な
の
で
、
生
徒
の
考
え
て
い

る
事
を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
己
実
現
す
る
た
め
に

ど
う
い
う
風
に
脇
か
ら
援
助
し
て
あ
げ
た
ら
良
い

か
？
と
い
う
の
が
理
想
。
正
直
そ
れ
が
出
来
て
い

る
か
？
と
い
う
の
は
あ
ま
り
自
信
が
な
い
ん
で
す
け

ど
。生

徒
に
色
々
な
情
報
を
与
え
て
あ
げ
て
、
そ
の

結
果
生
徒
が
選
ん
だ
道
を
尊
重
し
て
あ
げ
た
い
。

大
変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

お
手
持
ち
の
資
料
が
気
に
な
り
ま
す
が
…

そ
の
前
に
先
生
、還
暦
と
は
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
お
変
わ
り
な
い
で
す
ね
。

は
い
、
大
変
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
そ
う
？
自
分

で
は
結
構
歳
を
とっ
た
な
ぁ
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね
。

あ
ん
ま
り
成
長
し
て
な
い
の
か
な
？
（
笑
）

今
日
は
ね
、
ま
ず
山
口
と
い
え
ば
コ
レ
と
い
う
こ

と
で
、本
を
持
って
き
ま
し
た
。
相
田
み
つ
を
の『
に

ん
げ
ん
だ
も
の
』。君
た
ち
の
時
代
に
も
見
せ
て
さ
、

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
よ
ね
、
説
教
臭
い
、
暑
苦
し
い
、

と
か
さ（
笑
）。

そ
れ
か
ら
コ
レ
。
君
た
ち
の
代
は
や
っ
ぱ
り
中
１

か
ら
ず
っ
と
担
当
し
て
い
て
、
と
て
も
思
い
入
れ
が

深
く
て
、
も
ち
ろ
ん
他
の
代
だ
って
大
切
に
思
って

る
け
ど
、紫
紺
祭
の
学
年
展
示
と
か
裏
磐
梯
の
林

間
学
校
と
か
や
っ
ぱ
り
初
め
て
の
こ
と
が
多
か
っ
た

学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
って
、
こ
ん
な
の
も
保
管
し

て
あ
る
ん
だ
よ
。

（
そ
う
言
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ク
リ

ア
ポ
ケ
ッ
ト
型
バ
イ
ン
ダ
ー
に
し
っ
か
り
保
存
さ
れ

た
1
9
9
1
年
の
中
2
Ｂ
組
の
学
級
通
信
『
天

ま
で
と
ど
け
』
1
年
分
12
枚
！
も
ち
ろ
ん
手
書

き
！
！
実
に
32
年
前
に
我
々
の
学
年
に
配
布
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。）

当
時
は
さ
、こ
う
い
う
の
を
配
る
と
君
た
ち
の
半

分
は
読
ん
で
く
れ
る
ん
だ
け
ど
残
り
半
分
は
『
ま

た
山
口
が
な
ん
か
ウ
ザ
い
こ
と
を
や
っ
て
る
ぞ
。
こ

ん
な
の
書
い
て
な
い
で
早
く
テ
ス
ト
の
採
点
し
ろ
よ
』

な
ん
て
思
わ
れ
て
た
よ
ね（
笑
）で
も
、こ
の
学
年
に

は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
な
。『
先

生
、
あ
っ
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
も
う
あ
れ
を
やって
ま
す

よ
。
あ
れ
の
お
知
ら
せ
を
配
っ
て
ま
す
よ
。』
な
ん

て
ね
。
S
君
と
か
T
君
と
か
副
担
任
み
た
い
だ
っ

た
ね
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た（
笑
）

あ
と
、
テ
ス
ト
の
返
却
が
遅
い
、
と
い
う
の
も
よ

く
言
わ
れ
て
た
よ
ね
。
で
も
、
僕
自
身
が
学
生
の

頃
に
やっ
ぱ
り
採
点
に
多
色
ペ
ン
を
使
って
、能
率

は
悪
い
ん
だ
け
ど
細
か
く
採
点
し
て
く
れ
る
先
生

が
い
て
、国
語
だ
か
ら
やっ
ぱ
り
文
章
な
ん
か
は
ち
ゃ

ん
と
見
た
い
し
ね
。
さ
ぼって
た
訳
じ
ゃ
な
い
よ
。

そ
れ
か
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
M
君
だ
な
、何
か

で
彼
を
注
意
し
た
ら
走
って
逃
げ
た
の
で
、
こっ
ち

も
ム
キ
に
なって
追
い
か
け
た
ら
４
号
館（
格
技
室
）

の
裏
の
通
り
に
飛
び
出
し
た
M
君
が
車
に
ぶ
つ
か

り
そ
う
に
なって
ね
、無
事
だっ
た
ん
だ
け
ど
と
て
も

驚
い
た
し
、
生
徒
を
追
い
回
し
て
は
い
け
な
い
、
と

痛
感
し
た
事
件
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

共
学
に
な
っ
て
も
先
生
の
指
導
は

昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
か
？

今
は
高
校
Ⅱ
年
を
担
当
し
て
い
て
、
共
学
に

なって
15
年
近
く
経
つ
ん
だ
け
ど
、女
子
生
徒
か
ら

「
先
生
、
距
離
が
近
す
ぎ
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る
ね
。
男
子
と
話
す
と
き
と
同
じ
感
覚
で

い
た
か
ら
。
共
学
化
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
基
本
的

に
は
「
教
員
で
あ
る
ヤ
マ
グ
チ
と
い
う
個
人
」
と
し

て
接
し
て
い
る
感
じ
。
教
員
と
い
う
の
は
あ
る
程

り
に
なっ
た
。

宗
教
法
人
明
治
大
学
と
も
言
わ
れ
る
か
ら
ね
。

や
っ
ぱ
り
明
治
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
と
か
や
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
、強
制
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
母
校
愛

が
強
く
な
る
の
は
悪
い
事
で
は
な
い
の
か
な
と
。

大
学
も
母
校
愛
強
い
で
す
よ
ね
、六
大
学
野
球

で
も
明
治
の
応
援
が
相
手
よ
り
少
な
い
こ
と
は
絶

対
な
い
と
思
う
。

今
後
、何
か
や
り
た
い
事
な
ど
何
か

考
え
て
い
る
事
は
あ
り
ま
す
か
？

ま
だ
、
人
生
の
ま
と
め
の
時
期
と
は
全
然
思
え

な
い
の
で
、
ま
と
め
の
時
期
だっ
た
な
ら
、
教
員
生

活
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
。
と
い
う
話
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
普
通
に
現
在
進
行
形
で
教
師

を
し
て
い
る
の
で
、、次
の
学
期
は
何
を
教
え
よ
う
、

と
か
そ
う
い
う
話
な
の
で
、全
く
そ
こ
に
至
って
い
な

い
。今

高
Ⅰ
を
持
って
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
持
ち
上

が
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
来
年
高
Ⅱ
、
再
来
年
高

Ⅲ
、
卒
業
さ
せ
る
時
に
ど
う
い
う
進
路
を
取
れ
る

よ
う
に
話
を
し
て
い
こ
う
か
？
、と
か
3
年
計
画
で

考
え
て
い
る
途
中
で
、
そ
の
後
は
残
り
2
年
に
なっ

て
し
ま
う
け
ど
、
そ
し
た
ら
何
処
の
学
年
に
行
く

の
か
な
？
と
、

全
然
、ま
だ
今
後
の
目
標
と
い
う
よ
り
は
、普
通

の
先
生
方
が
持
っ
て
い
る
来
年
ど
う
し
よ
う
？
と

い
う
話
し
か
な
い
。

最
後
に
教
員
生
活
の
集
大
成
と
し
て

最
高
傑
作
と
か
？
。

そ
れ
も
全
然
無
い
よ
ね
、

今
い
る
生
徒
に
ベス
ト
を
尽
く
そ
う
。
って
事
だ

山
口
弘
先
生 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

言
わ
れ
な
い
で
す
ね（
爆
笑
）

で
も
、あ
そ
こ
は
大
事
だ
か
ら
！
、あ
の
頃
は
そ

こ
ま
で
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
な
かっ
た
け
れ
ど
、
今

は
か
な
り
メ
イ
ン
で
扱
わ
れ
る
教
材
に
なっ
た
か
ら
、

先
見
の
明
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
37
年
間
テ
ス
ト
を
作
って
い
て
内
容
的

に
は
今
の
ほ
う
が
難
し
い
け
れ
ど
、
最
近
の
生
物
の

平
均
点
は
70
点
台
で
、今
の
子
は
取
り
組
む
姿
勢

が
あ
き
ら
か
に
真
面
目
に
なって
い
る
。

昔
も
今
も
、勉
強
やって
い
る
子
は
やって
る
か
ら

90
点
100
点
取
る
子
は一
定
数
い
る
ん
だ
け
ど
、皆
さ

ん
の
代
は
点
数
の
す
そ
野
が
際
限
な
く
広
が
っ
て

い
た
。
で
も
今
は
す
そ
野
が
そ
ん
な
に
広
が
っ
て
い

な
い
か
ら
、
平
均
点
が
上
がって
く
る
。
どっ
ち
かっ

て
い
う
と
、
学
習
習
慣
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
差

か
と
。

今
の
子
の
勉
強
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
ティ
ブ
は
？

逆
に
聞
き
た
い（
笑
）

留
年
の
基
準
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
ん
だ
け

れ
ど
、
私
は
昔
生
物
だ
け
で
20
人
赤
点
出
し
た
こ

と
あ
る
け
れ
ど
、
今
留
年
す
る
子
は
学
年
で
い
て

も
数
人
の
レ
ベル
。
男
子
だ
け
の
時
と
比
べ
て
、
共

学
化
の
影
響
か
？
と
い
う
と
、
他
の
現
在
も
男
子

校
の
学
校
で
も
似
た
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で
そ

う
と
も
言
え
な
い
。

と
い
う
意
味
で
は
、
真
面
目
に
な
っ
た
の
か
な
、

う
ち
だ
け
で
な
く
今
の
10
代
の
子
た
ち
全
体
の
流

れ
か
も
し
れ
な
い
。
み
ん
な
いい
子
で
す
よ
。

推
薦
の
制
度
も
変
わ
っ
た
ん
で
す
ね
。

国
立
や
、
学
部
に
よって
基
準
は
違
う
け
ど
私

立
大
学
を
併
願
で
き
る
事
に
な
っ
た
の
で
、
選
択

肢
は
広
が
っ
た
け
れ
ど
明
治
を
選
ん
で
く
れ
て
い

る
。
毎
年
だ
い
た
い
1
割
の
生
徒
が
他
大
学
に
進

学
し
て
い
く
。

大
学
の
先
生
は
、
成
績
上
位
の
生
徒
が
早
慶

上
智
理
科
大
な
ど
に
抜
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
？
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
様
だ
が
、成
績
が
良
い・

悪
い
に
限
ら
ず
ま
ん
べ
ん
な
く
他
大
に
進
ん
で
い
て
、

必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
入
学
の
時
の

偏
差
値
も
上
がって
、
危
惧
し
た
割
に
は
期
待
通

「
早
く
テ
ス
ト
の
採
点
し
ろ
よ
」
な
ん
て
思
わ
れ
て
た
よ
ね
（
笑
）
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り
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
だ
ね
。
過
去
に
は
平
泉
・
酒

田
あ
た
り
ま
で
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
海

外
に
行
く
願
望
は
な
い
の
で
国
内
を
あ
ち
こ
ち
回

り
た
い
で
す
ね
。

自
分
の
中
に
あ
る
企
画
と
し
て
は
、
僕
が
元
気

な
う
ち
に
、
希
望
者
を
募
って
「
木
曽
義
仲
ゆ
か

り
の
地
」
を
案
内
す
る
ツ
ア
ー
（
例
え
ば
埼
玉
〜

群
馬
〜
長
野
な
ら
2
泊
3
日
く
ら
い
）
で
す
。
マ

ニ
ア
ッ
ク
過
ぎ
て
誰
も
来
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が（
笑
）
で
も
義
仲
推
し
の
自
分
と
し
て
は
一
度

やって
み
た
い
夢
で
す
。
去
年
の『
鎌
倉
殿
の
13
人

（
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
）』
の
義
仲
は
な
か
な
か
良

かっ
た
で
す
。

「
再
会
し
た
い
」の
は
、
た
ぶ
ん
他
の
先
生
も
そ

う
だ
と
思
う
け
ど
、
卒
業
生
の
諸
君
で
す
。
な
る

べ
く
多
く
の
卒
業
生
の
成
長
し
た
姿
を
見
た
い
。

こ
れ
も
コロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
何
人

か
の
卒
業
生
と
は
時
々
寄
席
に
行
っ
た
り
飲
み
会

に
呼
ん
で
も
らっ
た
り
し
た
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
有
難
い
し
、
卒
業
以
来
と
なって
い
る
人
た
ち

も
、
紫
紺
祭
と
か
の
機
会
で
で
も
久
し
ぶ
り
の
姿

を
見
せ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
会
って
く
れ
る
卒
業
生

が
い
れ
ば
ボ
ケ
な
い
で
い
ら
れ
る
気
が
し
ま
す（
笑
）

そ
の
他
、
生
徒
た
ち
の
間
で
伝
説
と
な
っ
て
い

る
「
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
半
年
ほ

ど
、
山
口
弘
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
話（
生
徒
の

投
稿
で
そ
の
年
の
話
題
賞
を
も
ら
っ
た
）」や「
誌

面
に
は
絶
対
に
書
け
な
い
先
生
ご
自
身
の
大
失

敗
の
お
話
」「
テ
ス
ト
の
採
点
が
終
わ
ら
な
い
時

は
図
書
室
」「
ま
ん
て
ん
の
カ
レ
ー
は
や
っ
ぱ
り
美

味
し
い
」
な
ど
、
予
定
し
て
い
た
１
時
間
の
倍
以

上
の
時
間
を
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
変
わ
ら
な

い
山
口
弘
先
生
の
授
業
を
受
け
た
よ
う
な
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
春

期
の
当
時
に
は
受
け
止
め
き
れ
な
か
っ
た
先
生
の

情
熱
や
愛
情
を
、恐
ら
く
当
時
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
熱
量
で
大
人
に
な
っ
て
聞
か
せ
て
頂
く
と

い
う
機
会
は
と
て
も
貴
重
で
、
我
々
明
治
高
校

O
B
が
母
校
に
誇
り
や
愛
着
を
持
て
る
礎
は
、

素
晴
ら
し
い
友
人
達
と
の
出
会
い
に
加
え
て
、
や

は
り
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
ご
指
導
を
頂
い
た
か

ら
こ
そ
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

度
威
厳
を
持
って
い
な
い
と
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、僕
に
は
ソ
レ
は
性
に
合
わ
な
く
て
ね
。（
相

変
わ
ら
ず
、
良
く
も
悪
く
も
兄
貴
と
し
て
接
し
て

お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。）

先
生
ご
と
に
時
間
の
約
束
と
か
服
装
と
か
も
の

の
言
い
方
と
か
「
厳
し
い
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
の
が

あ
る
と
い
う
の
は
君
た
ち
の
方
が
わ
か
っ
て
い
る
だ

ろ
う
け
ど
も
、
僕
は
い
ろ
ん
な
モ
ノ
サ
シ
を
持
って
い

る
学
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
か
ら
注
意
さ
れ
た
り

助
言
を
も
らっ
た
り
す
る
中
で
、
全
体
と
し
て
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
人
に
な
って
く
れ
れ
ば
良
い
と
思
って

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
同
じ
モ
ノ
サ
シ
を
持
た
せ

よ
う
と
す
る
や
り
方
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
僕
は
そ
れ
に
は
少
し
違
和
感
が
あ
って
、人
と
し

て
何
が
大
切
か
を
意
識
し
て
接
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
30
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
変
わって
い
ま
せ

ん
。
あ
と
、
も
う
ひ
と
つ
偉
そ
う
に
言
って
し
ま
う

と（
笑
）例
え
ば
勉
強
と
か
部
活
と
か
が
嫌
に
なっ

ち
ゃっ
た
生
徒
が
居
た
と
し
て
「
嫌
な
ら
や
め
ろ
」

と
い
う
、あ
る
種
の
突
き
放
す
接
し
方
は
、僕
は
し

な
かっ
た
で
す
ね
。
自
分
が
中
・
高
時
代
に
そ
う
い

う
言
い
方
を
す
る
先
生
が
い
て
、嫌
だっ
た
の
で
。

そ
れ
か
ら
違
う
話
に
な
る
け
ど
、
男
女
共
学
に

なっ
た
時
は
、
古
い
言
い
方
だ
け
ど
ボ
ー
イ
ッ
シュ
な

女
子
が
多
か
っ
た
な
。
や
っ
ぱ
り
男
子
校
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
承
知
で
来
た
強
さ
み
た
い
な
感
じ
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
今
は
時
代
の
流
れ
も
あ
って

男
子
も
女
子
も
大
人
し
い
で
す
ね
。
と
て
も
真
面

目
で
いい
子
た
ち
ば
か
り
で
す
。
君
た
ち
の
頃
と
比

べ
る
と
、
やっ
ぱ
り
男
子
が
女
子
の
目
を
気
に
し
て

い
る
分
、清
潔
を
意
識
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

こ
れ
は
時
代
の
変
化
だ
ね
。

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
感
想
を
伺
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

還
暦
、
う
ー
ん
、
還
暦
ね
。
僕
ら
が
赴
任
し
た

頃
の
還
暦
の
先
生
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、「
重
鎮
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
ご
意
見
番
だ
っ
た
な
。
生
徒

と
は
距
離
を
お
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
ね
。
い

ざ
自
分
が
還
暦
に
な
って
み
て
、
今
は
鈴
木
正
人

先
生
に
し
ろ
チ
ャ
ー
リ
ー
に
し
ろ
、
当
時
の
還
暦
の

お
歴
々
に
比
べ
る
と
、
生
徒
に
よ
り
近
い
存
在
で
い

る
と
思
う
。
山
口
と
言
え
ば
、「
相
田
み
つ
を
」「
お

せっ
か
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
子
も

い
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、「
お
せっ
か
い
を
と
っ
た
ら
山

口
先
生
じ
ゃ
な
く
な
る
か
ら
」
と
か
「
自
分
は
先

生
の
お
せっ
か
い
で
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と

の
声
も
あ
って
、
そ
の
人
ら
し
さ
、
って
あ
る
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。
十
人
十
色
と
言
う
か
さ
。

「
学
校
の
教
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
教
師
像
と

違
う
時
に
『
変
』と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

そ
う
い
う
人
が
1
人
は
必
要
」
と
言
っ
て
く
れ
る

他
の
先
生
の
言
葉
も
あ
って
、
み
ん
な
が
み
ん
な
味

方
で
は
な
く
て
も
、そ
う
思
って
く
れ
る
人
が
い
る
。

世
の
中
って
そ
う
だ
よ
ね
。

今
回
の
僕
ら
４
人
の
世
代
は
、生
徒
と
近
距
離

で
と
い
う
か
「
腹
を
割
って
」
話
そ
う
と
ず
っ
と
心

掛
け
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
特
に
僕
は
前
島

先
生
の
指
導
に
は
イ
ジ
り
の
中
に
温
も
り
を
感
じ

る
ん
だ
よ
。

先
生
も
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、

我
々
は
紫
紺
祭
の
イ
メ
ー
ジ
シ
ー
ト
か
ら

「
誠
」の
字
を
と
っ
て
紫
誠
会
と
称
し
、

「
再
会
・
再
開
」を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
っ
て「
再
会
・
再
開
」

さ
れ
た
い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

「
再
開
し
た
い
こ
と
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く

中
断
し
て
い
た
「
奥
の
細
道
」
の
ル
ー
ト
を
歩
い
た

特徴的な経歴を持った幹事学年メンバーにフォーカスし、
卒業からこれまでの紆余曲折と現状をご紹介します。

明高OB
まかりとおる！

特集❹
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か
ら
活
穴
子
を
取
り
出
し
て
捌
く
、
な
ん
て
い
う
修

行
を
は
じ
め
、
天
ぷ
ら
修
行
を
４
年
ほ
ど
重
ね
つつ
実

家
の
手
伝
い
と
並
行
し
て
忙
し
く
過
ご
し
ま
し
た
が
、

30
歳
を
機
に
しっか
り
家
業
を
継
承
し
よ
う
と
覚
悟

を
決
め
ま
し
た
。

お
店
は「
茅
葺
き
屋
根
」が
特
徴
的
で
す
が
、

古
く
か
ら
続
く
名
店
？

い
え
い
え
、お
店
の
外
観
か
ら
は
古
い
店
に
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、実
は
僕
は
蕎
麦
屋
と
し
て
は
２

代
目
な
ん
で
す
。
蕎
麦
店
を
始
め
る
前
の
我
が
家
は

江
戸
時
代
か
ら
代
々
農
家
で
し
た
が
、
母
の
実
家
が

蕎
麦
店
だっ
た
こ
と
等
の
縁
で
父
が
40
年
ほ
ど
前
に

茅
葺
き
の
母
屋
を
利
用
し
て
蕎
麦
店
を
開
業
し
ま

し
た
。

初
代
で
あ
る
お
父
さ
ん
と
の
関
係
や
2
代
目

と
し
て
の
仕
事
ぶ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

やっぱ
り
父
で
も
あ
る
ん
で
す
が
、
店
内
、
特
に
厨

房
で
は
「
上
司
」と
い
う
か
、
そ
の
辺
の
切
り
替
え
に

は
気
を
使
い
ま
す
ね
。
父
は
76
歳
に
な
り
ま
す
が
有

り
難
い
こ
と
に
ま
だ
ま
だ
元
気
で
現
役
な
の
で
。
ど
の

自
営
業
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
オ
ン
オ
フ
の
切
り

替
え
が
難
し
い
で
す
。
う
ち
は
母
も
現
役
で
働
い
て

い
る
家
族
経
営
で
、
従
業
員
の
方
も
長
く
働
い
て
く

だ
さって
い
る
の
で
僕
は
ま
だ
ま
だ
経
営
者
な
ん
て
い

う
感
覚
は
な
い
で
す（
笑
）

仕
事
ぶ
り
につい
て
は
…
当
然
お
蕎
麦
への
こ
だ
わ

り
は
か
な
り
持
って
い
るつ
も
り
で
す
。

お
蕎
麦
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
ま
ず
「
つゆ
の

味
」
で
す
ね
。
出
汁
の
と
り
方
な
ど
本
当
に
奥
が
深

い
で
す
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
お
蕎
麦
自
体
も
数
種

類
の
粉
の
配
分
や
水
の
足
し
方
な
ど
、
季
節
や
気
候

で
変
え
る
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ
を
毎
日
見
極

め
る
必
要
が
あって
、
お
客
様
に
求
め
ら
れ
る
「
変
わ

ら
な
い
と
こ
ろ
」
と
「
新
し
さ
」
を
両
方
追
求
し
て
い

く
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
が
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
。

日
々
、
チ
ャレン
ジ
と
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
し
、
う
ち
は
コシ
の
強
い
蕎
麦
と
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
ま
す
が
、
チェー
ン
店
のマニュア
ル
化
出
来
て
い

る
決
まった
味
と
は
違
って
「
今
日
は
特
に
出
来
が
い

い
！
」
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
ね
。
お
蕎
麦
の
世
界

は
深
い
ん
で
す
よ
！　

特
に
『
せ
い
ろ
』
な
ん
て
誤
魔

化
し
が
全
く
効
か
な
い
。
ち
な
み
に『
や
ぶ
蕎
麦
』と

い
う
の
は
蕎
麦
の
実
の
全
部
を
つ
か
う
黒
み
の
あ
る

蕎
麦
の
こ
と
で
す
。

時
に
は
別
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
を
リ
サ
ー
チ
し
た
り
、

現
状
に
満
足
せ
ず
上
を
見
て
い
く
と
い
う
か
…
と
言っ

た
ら
格
好
つ
け
す
ぎ
？
（
笑
）

今
年
の
テ
ー
マ
と
し
て「
再
会
・
再
開
」を
あ
げ
て
い

ま
す
が
、再
会・再
開
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

幹
事
学
年
と
い
う
こ
と
で
同
期
の
み
ん
な
と
再
会

し
て
い
ろ
い
ろ
手
伝
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
の

で
す
が
お
店
の
営
業
上
な
か
な
か
手
伝
え
な
い
の
で
、

こ
の
イ
ン
タ
ビュー
を
機
に
明
治
高
校
卒
の
み
ん
な
に

再
会
出
来
た
ら
…
つ
ま
り
は
ご
来
店
頂
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
う
ー
ん
、
あ
と
は
や
は
り
飲
食
店
な
の
で
コ

ロ
ナ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
変
で
し
た
ね
。
最
近
やっ
と
お

客
様
が
戻
って
来
て
く
だ
さって
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
た
た
む
と
い
う
決
断
を
し
た
お
店
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
再
開
、
再
始
動

的
な
こ
と
を
言
え
ば
、お
店
の
大
看
板
で
あ
る「
か
や

ぶ
き
」と
「
蕎
麦
」と
「
天
ぷ
ら
」は
残
し
て
活
か
し

つつ
も
、
お
店
の
ス
タ
イ
ル
も
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
ね
。
営
業
規
模
、業
態
、メ

ニュー
の
充
実
な
ど
な
ど
。
せっか
く
の
か
や
ぶ
き（
と

大
き
な
梁
の
あ
る
母
屋
）
な
の
で
少
し
洒
落
た
カ
フェ

と
か
？
新
松
戸
周
辺
も
若
い
住
民
が
増
え
て
客
層

も
変
わって
き
て
い
ま
す
し
、
最
近
は
イ
ンス
タ
な
ど
の

S
N
S
で
ク
チ
コ
ミ
を
書
い
て
く
だ
さ
る
方
や
食
レ
ポ

ユ
ー
チュー
バ
ー
の
方
の
取
材
も
あった
り
し
ま
す
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
は
自
営
だ
か
ら
こ
そ
のフ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ

み
た
い
な
も
の
を
発
揮
し
た
い
な
ぁ
。

明
中
明
高
O
B
達
が
読
む
の
で
プ
ラ
イ
ベー
ト
の

こ
と
も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
イ
ベー
ト
？
（
笑
）は
い
、
4
年
前
に
結
婚
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
娘
が
生
ま
れ
て
父
親
に
な

り
ま
し
た
。
毎
日
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
る

の
で
と
て
も
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
家
族
経
営

と
い
う
こ
と
で
営
業
時
間
中
は
奥
さ
ん
が
育
児
を
頑

張
って
く
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
お
店
を
継
い
で
い
き
な

が
ら
家
族
の
場
所
を
守
って
い
く
と
い
う
…　

愛
犬

も
含
め
て
、
家
族
が
ベー
ス
だ
な
ぁ
、
って
実
感
し
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
読
者
の
明
治
中
学
・
明
治
高
校
O
B
達
へ

ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

明
治
高
校
は
今
で
は
共
学
に
なって
い
る
と
の
こ
と

で
、
何
と
い
う
か
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
を
送
れ
て
そ
う

で
羨
ま
し
い
、と
い
う
気
持
ち
は
置
い
て
お
い
て
…

僕
ら
の
頃
の「
ザ
・
男
子
校
」と
い
う
感
じ
の
貴
重

な
環
境
の
中
で
厳
し
い
先
生
や
厳
し
い
先
輩
、
そ
し

て
そ
の
中
で
大
切
な
友
人
に
出
会
え
た
こ
と
が
自
分

に
とって
何
よ
り
の
財
産
に
なった
と
思
い
ま
す
。

僕
ら
の
代
は
紫
紺
祭
で
「
誠
」
の
旗
印
を
イ
メ
ー

ジ
シ
ー
ト
に
し
ま
し
た
が
、
紫
誠
会
も
いい
名
前
だ
と

思
う
し
再
会
・
再
開
と
い
う
テ
ーマ
も
と
て
も
素
敵
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
在
学
中
に
縁
の
あった
方
々

や
明
治
中
学
・
明
治
高
校
を
通
し
て
縁
の
あ
る
方
に

ご
来
店
頂
け
て
「
再
会
」で
き
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

「
あ
い
つ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
た
ら
し
い
よ
」

「
え
っ
？
」
同
級
生
も
驚
き
の
転
身
を
果
た
し
た
河

野
充
広
さ
ん（
平
成
８
年
卒
・
中
学
野
球
部
・
地

理
研
）。
華
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

リ
ア
ル
と
、そ
こ
に
至
る
ま
で
の
苦
悩
に
つ
い
て
、訓

練
期
間
中
で
ご
多
忙
の
中
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

農
学
部
か
ら
パ
イ
ロッ
ト
の
道
に

大
学
時
代
の
専
攻
と
、現
在
の
職
業
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

国
内
系
の
航
空
会
社
で
、パ
イ
ロッ
ト
を
し
て
い
ま

す
。
大
学
時
代
は
農
学
部
で
、動
物
生
産
学
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。ヤ
ギ
の
去
勢
や
牛
の
種
付
け
な
ど
の

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
畜
産
」
と
いった
感
じ
の
も
の
、
ク
ロ
ー
ン

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
科
学
的
な
も
の
、
幅
広

く
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

畜
産
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
、全
然
結
び
つ
か
な
い
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね（
笑
）。
大
学
に
入
った
当
初
は
、
パ

イ
ロッ
ト
に
な
る
と
か
は
全
く
考
え
て
い
な
く
て
、
た

だ
生
き
物
が
好
き
で
農
学
部
を
選
び
ま
し
た
。
で

も
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、実
験
な
ど
で
動
物
が
苦

し
む
姿
を
見
る
こ
と
が
多
く
て
。
こ
れ
を
仕
事
に
す

る
の
は
自
分
に
は
無
理
だ
な
、
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

実
験
で
ガマ
ガ
エル
を
解
剖
し
た
後
、
金
槌
で
脊

髄
を
打
って
殺
す
ん
で
す
け
ど
、
僕
は
う
ま
く
で
き

な
く
て
。
目
の
前
で
延
々
と
ガマ
ガ
エル
が
苦
し
む
ん

で
す
よ
。
見
る
の
が
本
当
に
辛
かった
。

就
職
は
違
う
方
向
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、

パ
イ
ロッ
ト
に
な
る
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
農
学
部

の
卒
業
研
究
は
正
直
そっ
ち
の
け
で
、グ
ル
ー
プ
の
他

の
人
を
頼
り
に
し
て
し
まって
い
た
か
も（
苦
笑
）。

な
ぜ
目
指
す
も
の
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
か
。

乗
り
物
が
昔
か
ら
好
き
だっ
た
の
で
す
が
、
特
に

飛
行
機
につい
て
は
、
子
供
の
頃
毎
年
、
徳
島
の
祖

父
母
の
家
に
遊
び
に
行
く
時
に
乗
った
り
、
旅
行
す

る
時
に
乗
った
り
、僕
の
中
で
は
常
に
楽
し
い
思
い
出

と
セッ
ト
の
存
在
だった
の
で
、大
好
き
で
し
た
。

パ
イ
ロッ
ト
と
い
う
職
業
につい
て
も
、
一項
目
ず
つ

試
験
や
チェック
を
積
み
重
ね
て
、
少
し
ず
つ
目
標
に

向
かって
進
ん
で
い
く
ス
テップ
が
、
自
分
に
合
って
い

そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

河
野
充
広
さ
ん
（
平
成
8
年
卒
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

好
き
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
こ
と

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
し
た
先
に
あ
っ
た
も
の

幹
事
学
年
の
O
B
、１
人
目
は
新
松
戸
の
人
気

店
「
か
や
ぶ
き
蕎
麦　
や
ぶ
」の
２
代
目
と
し
て
活

躍
中
の
鈴
木
章
夫
さ
ん
。天
文
部
の
O
B
で
、
ご

家
族
と
愛
車
の
M
I
N
I
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼

の
打
つ
蕎
麦
は
コ
シ
が
強
く
て
喉
ご
し
が
よ
く
、
お

店
は
お
客
さ
ん
が
絶
え
な
い
人
気
店
と
し
て
有
名
で

す
。（

グ
ー
グ
ル
ク
チ
コ
ミ
評
価
4.0
、
ク
チ
コ
ミ
数

1
6
0
件
超
と
高
評
価
）

明
治
中
学
高
校
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、在
学
中
の

簡
単
な
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

や
は
り
大
学
附
属
校
で
あ
る
こ
と
と
、
校
風
が
気

に
入
った
こ
と
、そ
れ
と
立
地
的
に
通
い
や
す
かった
こ

と
が
選
ん
だ
理
由
で
す
ね
。
あ
と
、幸
い
合
格
し
た
の

で
…中

学
入
学
後
は
、テ
ニス
部
や
コン
ピュー
タ
ー
部
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
吹
奏
楽
班
に
入
部
し
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
を
習
い
ま
し
た
。
僕
ら
の
同
期
は
担
任
に

鈴
木
正
人
先
生
が
い
らっし
ゃった
影
響
か
吹
奏
楽
班

への
入
部
が
と
て
も
多
かった
の
で
す
が
、
練
習
の
厳

し
さ
と
人
数
が
多
かっ
た
こ
と
で
合
奏
に
出
ら
れ
る

人
数
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あって
、
中
１
の
後
半

に
挫
け
て
退
部
す
る
人
が
多
く
、僕
も
同
時
期
に
退

部
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
同
級
生
に
誘
わ
れ
て
天
文
部
に
入
り
ま

し
た
。
顧
問
の
則
先
生
に
は
「
真
面
目
な
泊
ま
り

込
み
の
天
体
観
測
」を
口
実
に
、許
可
を
取
って
学
校

に
泊
ま
って
ト
ラ
ン
プ
の
大
貧
民
に
興
じ
た
り
し
て
、

中
高
在
学
中
は
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

成
績
も
普
通
…
だった
と
思
い
ま
す（
笑
）

大
学
は
経
営
学
部
に
進
学
し
、手
塚
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
が
、家
業
の
こ
と
も
意
識
し
て
大
学
２

年
か
ら
夜
間
に
調
理
師
学
校
へ１
年
半
ほ
ど
通
って

調
理
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
学
生
で
は
な
い

世
代
と
の
交
流
も
あ
って
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
ね
。

大
学
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
家
業
を
継
承
？

子
供
の
頃
か
ら
漠
然
と
家
業
を
継
ぐ
、と
い
う
意

思
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
家

業
を
継
ぐ
の
で
は
な
く
、一旦
企
業
に
就
職
し
て
い
ま

す
。
調
理
師
免
許
も
活
か
せ
る
と
思
って
外
食
大
手

に
入
社
し
ま
し
た
。
特
に
和
食
を
意
識
し
て
い
た
の

で
和
食
チェー
ン
店
を
展
開
し
て
い
た
企
業
を
選
び

ま
し
た
ね
。
入
社
２
年
半
を
過
ぎ
た
頃
、
事
業
拡

大
に
伴
って
店
舗
責
任
者
と
し
て
九
州
に
赴
任
す
る

と
い
う
話
を
頂
い
た
の
で
す
が
、
距
離
が
遠
す
ぎ
る
こ

と
と
実
家
を
継
ぐ
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
で
お
断

り
し
、そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
退
職
し
、よ
り
本
格
的

に
和
食
を
学
ぶ
た
め
に
丁
度
ご
縁
が
あ
っ
た
新
宿
の

某
有
名
天
ぷ
ら
専
門
店
で
修
行
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
年
季
の
入
っ
た
職
人
さ
ん
の
揚

げ
の
妙
技
を
近
く
で
見
な
が
ら
、カ
ウ
ン
タ
ー
で
生
簀

鈴
木
章
夫
さ
ん
（
平
成
8
年
卒
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
や
ぶ
き
蕎
麦 

や
ぶ
（
新
松
戸
）
2
代
目
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背
水
の
陣
で
夢
を
追
う

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
ろ
う
と
思
い
立
っ
て
か
ら
、航
空

大
学
校
に
入
る
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
やった
ら
な
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
と
り
あ

え
ず
本
屋
で
調
べ
る
か
と
い
う
こ
と
で（
笑
）。
学
校

帰
り
に
途
中
下
車
し
て
、お
茶
の
水
の
本
屋
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。

パ
イ
ロッ
ト
に
な
る
方
法
は
大
き
く
３つ
、
航
空
大

学
校
、
航
空
会
社
の
自
社
養
成
、
民
間
の
ス
ク
ー
ル

が
あ
る
の
で
す
が
、
民
間
の
ス
ク
ー
ル
は
学
費
が
数

千
万
単
位
で
か
か
る
の
で
難
し
い
。
残
る
自
社
養
成

か
航
空
大
学
校
は
、
ど
ち
ら
も
狭
き
門
で
は
あ
る
の

で
す
が
、一発
勝
負
の
就
職
活
動
で
何
千
人
の
う
ち

１０
人
程
度
の
自
社
養
成
に
賭
け
る
よ
り
も
、
試
験

形
式
で
何
度
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
航
空
大
学
校
の

方
が
、ま
だ
チ
ャンス
が
あ
る
と
思
い
、選
び
ま
し
た
。

パ
イ
ロット
諦
め
て
、管
制
官
目
指
さ
な
き
ゃ
か
な
、と

思
い
始
め
てい
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
かった
で
す
。

合
格
者
は
４
つ
の
組
に
分
か
れ
て
、
３
か
月
ず
つ

時
期
を
ず
ら
し
て
入
学
す
る
の
で
す
が
、僕
は
合
格

か
ら
入
学
ま
で
１
年
待
ち
の一
番
遅
い
組
に
入
れ
た

の
で
、
入
学
ま
で
の
間
、イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッジ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
語
学
留
学
に
行
き
ま
し
た
。マッ

ク
の
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
を
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

使
って（
笑
）。
そ
の
頃
は
も
の
す
ご
い
円
高
だった
の

で
、僕
の
貯
金
で
も
ど
う
に
か
な
り
ま
し
た
。

英
語
の
会
話
は
得
意
で
は
な
かった
で
す
が
、行
っ

て
日
本
に
帰
って
く
る
頃
に
は
、
英
語
で
話
す
方
が

楽
な
く
ら
い
に
な
っ
て
い
て
。
自
分
は
英
語
が
で
き

る
！
と
い
う
自
信
を
持
て
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

が
、
そ
の
後
の
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組
む
際
の
、
精

神
的
な
支
え
に
なった
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

航
空
大
学
校
で
の
思
い
出
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

訓
練
が
と
に
か
く
厳
し
かっ
た
で
す
。
少
し
前
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ（「
舞
い
上
が
れ
」）で
、主
人
公
役

の
福
原
遥
さ
ん
が
航
空
大
学
校
で
訓
練
す
る
シ
ー

ン
が
あ
って
、
鬼
教
官
役
の
吉
川
晃
司
さ
ん
に
し
ご

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
ん
な
感
じ
で
す
よ
。

い
や
、
あ
れ
よ
り
ひ
ど
い
か
な（
苦
笑
）。
テ
レ
ビ
で
出

せ
な
い
よ
う
な
流
血
シ
ー
ン
と
か
も
あ
り
ま
し
た
し
。

ソ
ロフ
ラ
イ
ト
で
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
教
官

と
生
徒
３
人
の
４
人
組
で
飛
行
機
に
乗
る
の
で
す

が
、指
導
中
に
金
属
製
の
ロ
グ
ブック
で
し
ょっ
ち
ゅ
う

叩
か
れ
る
。
あ
れ
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
痛
い（
笑
）。

あ
と
、先
輩
、後
輩
の
上
下
関
係
が
す
ご
く
厳
し

く
て
、たった
３
か
月
で
あって
も
入
学
が
早
け
れ
ば
、

神
様
レベル
に
リ
スペク
ト
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

よ
。
今
で
も
覚
え
て
い
る
の
は
、
入
学
し
て
寮
に
行
っ

た
ら
、
先
輩
が
金
属
バッ
ト
を
持
って
僕
ら
を
待
って

い
た
こ
と
。「
遠
く
に
点
み
た
い
な
も
の
が
見
え
た

ら
、
先
輩
だ
と
思
って
す
ぐ
挨
拶
し
ろ
！
」って
、
叫

び
な
が
ら
目
の
前
で
携
帯
電
話
を
バ
キ
バ
キ
に
壊
さ

れ
て
、震
え
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
あ
、そ
の
３
か
月
後

に
は
僕
が
金
属
バッ
ト
を
持
つ
側
に
なって
い
た
わ
け

で
す
け
ど（
笑
）

訓
練
の
厳
し
さ
と
、卒
業
で
き
ず
フェイ
ル
す
る
か

も
し
れ
な
い
、と
い
う
緊
張
感
が
す
ご
く
て
、み
ん
な

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
せ
い
か
、
発
散

の
仕
方
が
や
ば
かっ
た
で
す
ね
。
花
火
を
す
る
に
し

て
も
、いつの
間
に
か
打
ち
上
げ
花
火
を
水
平
に
持
っ

て
撃
ち
合
い
し
て
た
り（
苦
笑
）。
同
期
と
は
、
宮

崎
、帯
広
、宮
崎
、仙
台
と
６
か
月
ず
つ
課
程
を
進

め
て
い
く
間
、
ずっと一緒
に
行
動
し
て
い
る
の
で
、
み

ん
な
仲
良
く
な
り
ま
す
ね
。一生
の
仲
間
で
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
実
際
な
っ
て
み
て
、ど
う
で
し
た
か
。

パ
イ
ロッ
ト
と
い
う
と
、高
収
入
で
、一年
の
半
分
は

海
外
で
遊
ん
で
、Ｃ
Ａ
さ
ん
と
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
し
て
、み

た
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
って
、
正
直
僕
も
し
て
い
ま
し

た
け
ど
、
実
際
は
全
然
違
って
、
地
味
で
す
ね
。
職

場
で
噂
に
なって
働
け
な
く
なった
ら
困
る
か
ら
、
イ

チ
ャ
イ
チ
ャ
も
み
ん
な
全
然
し
ま
せ
ん
し
。

あ
と
、パ
イ
ロッ
ト
に
なった
ら
食
いっぱ
ぐ
れ
な
い
、

と
い
う
の
も
間
違
い
で
、
か
な
り
景
気
に
左
右
さ
れ

る
仕
事
で
す
。
僕
の
航
空
大
学
校
の
同
期
18
人
の

う
ち
、
卒
業
で
き
た
の
は
15
人
で
す
が
、
そ
の
年
就

職
で
き
た
の
は
９
人
だ
け
で
し
た
。

航
空
会
社
に
就
職
し
て
か
ら
も
、
数
か
月
に一回

は
必
ず
訓
練
と
チェック
が
あって
、終
わ
り
が
な
い
の

は
つ
ら
い
で
す
ね
。一度
免
許
取
った
ら
更
新
が
な
い
、

と
い
う
資
格
が
う
ら
や
ま
し
い（
笑
）。

僕
は
い
ま
機
長
を
さ
せ
て
も
らって
い
ま
す
が
、
試

験
に
落
ち
た
ら
副
操
縦
士
に
降
格
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
実
際
そ
う
い
う
人
も
見
て
い
る
の
で
、

常
に
緊
張
感
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
訓
練
中
に「
こ

ん
な
プ
レッシ
ャ
ー
を
感
じ
る
な
ら
、マック
で
バ
イ
ト
し

て
た
方
が
楽
だ
」と
思
う
こ
と
は
今
で
も
あ
り
ま
す
。

機
長
と
い
え
ば
、今
の
会
社
で
は
、機
長
への
昇
格

訓
練
は一
生
で
２
回
し
か
挑
戦
で
き
な
い
の
で
す
が
、

僕
は
３４
歳
の
時
に一度
落
ち
て
、
後
が
な
く
なって
し

まった
の
で
、受
か
る
能
力
を
確
実
に
身
につ
け
る
ま

で
は
受
け
ま
い
と
思
って
、
耐
え
て
い
ま
し
た
。
同
期

が
機
長
と
し
て
４
本
線
の
制
服
を
着
て
い
る
の
に
、

自
分
は
３
本
線
の
副
操
縦
士
だ
、
って
落
ち
込
ん

だ
り
し
て
。
３
年
前
、42
歳
で
昇
格
で
き
た
の
で
す

が
、そ
れ
ま
で
の
８
年
間
は
本
当
に
辛
かった（
笑
）。

そ
し
て
、
やっ
と
昇
格
し
た
矢
先
のコロ
ナ
禍
で
フ
ラ

イ
ト
自
体
が
無
く
なって
し
まって
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
間
試
験
に
合
格
し
て
、ボ
ー
イ
ン
グ
７
６
７
の

操
縦
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
乗
って
い

た
ボ
ー
イ
ン
グ
７
３
７
と
比
べて一
回
り
大
き
い
の
で
、

国
際
線
で
い
ろ
ん
な
所
に
行
け
た
り
、
旅
客
機
だ
け

で
な
く
貨
物
機
の
搭
乗
機
会
も
増
え
た
り
す
る
の

で
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、コロ
ナ
で
フ
ラ
イ
ト
も
減
って
い
て
、フ
ラ

イ
ト
先
で
も
ホ
テ
ル
に
缶
詰
め
、飲
み
に
行
く
の
も
禁

止
で
ひ
た
す
ら
コン
ビニ
飯
、
と
い
う
生
活
を
続
け
て

い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
出
来
な
かった
分
を
取
り
返
し

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
い
ま
行
って
い
る
訓

練
を
無
事
に
通
過
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
標（
笑
）。

長
期
的
な
目
標
は
、パ
イ
ロッ
ト
、
機
長
と
し
て
、

事
故
な
く
安
全
に
飛
び
続
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
終
え

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
常
に
勉
強
を
続
け
る
、

健
康
な
身
体
を
保
つ
努
力
を
心
が
け
て
い
ま
す
。フ

ラ
イ
ト
が
無
い
、
や
る
こ
と
が
な
い
生
活
の
辛
さ
は
こ

こ
数
年
で
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る
の
で
、頑
張
り
た

い
で
す
。

仕
事
以
外
で
は
、
小
４
の
娘
の
中
学
受
験
も
目

標
で
す
ね
。
目
指
す
は
明
大
明
治（
笑
）。

僕
は
中
学
高
校
大
学
の
１０
年
間
を
明
治
で
過

ご
す
こ
と
で
、
他
の
人
が
受
験
勉
強
に
注
い
で
い
る

分
のエ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
探
し
や

パ
イ
ロッ
ト
の
試
験
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
結
果

い
ま
の
自
分
に
つ
な
がって
い
る
と
思
い
ま
す
。
部
活

も
、
僕
は
野
球
部
を
途
中
で
辞
め
て
し
まった
け
れ

ど
、
打
ち
込
み
続
け
て
い
れ
ば
、
思
い
出
や一生
の
友

達
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。い
ま
学
生

の
人
、こ
れ
か
ら
明
治
の
学
生
に
な
る
人
に
は
、た
く

さ
ん
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
は
、
１
９
９
３

年
に
明
治
高
校
に
入
学
し
、
高
校
４
年
間
通
い

な
が
ら
も
、
そ
の
後
は
会
計
士
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

起
業
す
る
な
ど
、
異
色
の
経
歴
を
持
つ
嶋
田
史

郎
さ
ん
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
当
日
は
、
偶
然
に
も
東
京
六

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
る
時
間
に
明
治
大
学
紫
紺
館
に
集
ま
り
、

何
か
持
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

明
大
明
治
入
学
か
ら
公
認
会
計
士
に
な
る
ま
で

の
過
程
を
教
え
て
く
だ
さ
い

明
大
明
治
に
は
高
校
か
ら
入
学
し
ま
し
た
。

高
校
で
の一
番
の
思
い
出
は
、「
留
年
し
た
こ
と
」

に
な
っ
て
し
ま
い
、
高
校
4
年
間
通
っ
て
い
た
こ
と

は
、入
学
時
の
友
達
と
卒
業
時
の
友
達
の
2
倍
の

友
達
が
で
き
た
と
い
う
良
き
思
い
出
と
と
も
に
、

当
時
は
夢
に
ま
で
出
る
ほ
ど
し
ん
ど
い
経
験
で
し

た
。（
編
集
者
よ
り
：
当
時
は
１
単
位
で
も
赤

点
と
な
る
と
進
級
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）

留
年
エ
ピ
ソ
ー
ド
の一つ
に
、
高
校
入
学
時
の
友

達
が
大
学
1
年
生
に
な
り
、
自
分
は
ま
だ
高
校

Ⅲ
年
生
で
友
達
の
家
で
夜
更
か
し
し
、
友
達
と一

緒
に
寝
て
い
た
と
こ
ろ
、
友
達
の
母
親
に
「
あ
ん
た

は
高
校
に
行
き
な
さ
い
」
と
朝
た
た
き
起
こ
さ
れ

た
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
高
校

嶋
田
史
郎
さ
ん
（
平
成
9
年
卒
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
校
時
代
に
直
面
し
た
人
生
の
転
機

大学卒業後の経歴と現在の職業
２００１年： 23歳で商学部産業経営学科卒業、４大監

査法人の一つに就職
２００５年： 27歳で会計事務所を独立
２００６年： 28歳で大学院講師と上場会社の役員を務

める。
２０１３年： 35歳にＭＢＡ留学
２０１４年： 36歳で日本に戻り金融系テックベンチャーに

就職
２０１７年： 39歳で今の環境系テックベンチャーを創業

受
験
を
決
め
て
か
ら
、
航
空
大
学
校
志
望
者
向

け
の
予
備
校
に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。
英
語
、
数
学

な
ど
の
苦
手
科
目
を
克
服
す
る
た
め
に
、
松
戸
か

ら
生
田
ま
で
通
学
す
る
間
ひ
た
す
ら
英
単
語
を
覚

え
た
り
。一
方
、
身
体
検
査
で
裸
眼
視
力

１．０
以
上

が
必
須
な
の
で
、
勉
強
で
目
が
悪
く
な
り
そ
う
な
の

を
視
力
回
復
セ
ン
タ
ー
で
ケ
ア
し
た
り（
笑
）。
２

年
間
、と
に
か
く
必
死
だった
記
憶
し
か
な
い
で
す
。

就
職
活
動
も
全
く
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
職
活
動
を
し
な
い
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
本
に
絞
る
の

は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
凄
そ
う
で
す
ね
。ご
両
親

か
ら
反
対
さ
れ
た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

大
学
卒
業
後
は
、週
３
日
マック
で
ア
ルバ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
全
て
予
備

校
と
自
習
に
充
て
て
い
た
の
で
、
受
か
ら
な
かった
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
プ
レッ
シ
ャ
ー
は
確
か
に
あ
り
ま

し
た
。
背
水
の
陣
で
す
。
で
も
そ
の
時
は
、
目
標
を

達
成
す
る
ま
で
の
過
程
が
好
き
な
性
格
と
、夢
を
追

い
か
け
て
い
る
楽
し
さ
も
あって
、不
安
よ
り
も
、チ
ャ

ンス
が
あって
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ん
だ
、
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
が
強
かっ
た
で
す
。
予
備
校
の
仲
間

と
励
ま
し
あ
え
る
環
境
も
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

親
か
ら
の
反
対
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
パ

イ
ロッ
ト
が
駄
目
な
ら
、
勉
強
し
た
知
識
を
活
か
し

て
管
制
官
を
目
指
す
と
伝
え
て
い
た
の
と
、
私
が
大

学
在
学
中
か
ら
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
知
って
い
た
の

で
、応
援
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

試
験
に
受
か
っ
た
と
き
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
。

航
空
大
学
校
の
試
験
は
年
１
回
な
の
で
す
が
、
大

学
卒
業
の
年
に
受
け
は
じ
め
て
、３
回
目
で
合
格
し
ま

し
た
。
受
験
資
格
が
２４
歳
ま
で
な
の
で
、
ギ
リ
ギ
リ
。
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公
認
会
計
士
の
資
格
取
得
後
、独
立
か
ら
留
学

ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

27
歳
の
時
に
自
宅
で
会
計
事
務
所
を
設
立
し

独
立
し
て
い
ま
す
。
独
立
の
際
に
は
、
友
人
の
力

を
借
り
つつ
、
自
分
の
強
み
を
分
析
し
つつ
、
業
務

体
制
構
築
支
援
、
知
的
財
産
損
害
賠
償
査
定
、

監
査
業
務
提
供
、
I
P
O
支
援
、
財
務
D
D
な

ど
を
行
って
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、事
務
所
に
会
計

士
4
名
と
仲
間
が
増
え
て
き
た
の
で
竹
橋
に
事

務
所
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
、
上
記
の
業
務
と
同

時
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
講
師
、
上
場
会
社
の
社
外
監
査
役
、

上
場
会
社
の
会
計
監
査
人
な
ど
の
業
務
も
拡
大

し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、ど
う
し
て
も
海
外
で
勉
強

や
生
活
を
し
た
い
と
思
い
は
じ
め
る
よ
う
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

色
々
と
考
え
た
末
、独
立
し
て
い
る
と
仕
事
が
終

わって
も
会
社
経
営
が
心
配
で
、
気
に
なって
勉
強

に
集
中
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、中
規
模
監
査
法
人
に

入
り
直
し
ま
し
た
。34
歳
か
ら
1.5
年
間
、マ
サ
チュー

セッツ
州
立
大
学
へ
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
を
し
ま
し
た
。
勉

強
内
容
は
会
計
士
の
試
験
勉
強
や
業
務
に
か
ぶ
る

こ
と
も
多
く
、そ
こ
ま
で
苦
労
は
し
な
かった
の
で
す

が
と
に
か
く
英
語
が
し
ん
ど
かっ
た
で
す
。
世
界
各

国
か
ら
留
学
生
が
来
て
お
り
、
異
文
化
交
流
は
難

し
さ
と
楽
し
さ
を
合
わ
せ
持
ち
、充
実
し
た
日
々
で

し
た
ね
。
ま
た
、そ
の
留
学
の
際
に
は
、不
動
産
テッ

ク
と
い
う
新
し
い
事
業
ド
メ
イ
ン
と
出
会
い
、
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

帰
国
後
は
、再
び
独
立
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

36
歳
で
日
本
に
戻
り
、金
融
系
テ
ッ
ク
ベン
チ
ャ
ー

に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

入
社
時
点
で
は
事
業
企
画
の
立
場
で
し
た
が
、

す
ぐ
に
そ
の
会
社
の
C
F
O
が
不
在
と
な
っ
た
た

め
、
ち
ょ
う
ど
事
業
企
画
経
験
と
会
計
士
経
験

の
両
方
を
持
って
い
た
た
め
、
取
締
役
C
S
O
兼

C
F
O
に
な
り
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
で
も
、
当
時
の
社
長
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。

２
０
１
７
年
、39
歳
の
時
に
現
在
の
環
境
系
テ
ッ

ク
ベン
チ
ャ
ー（
株
式
会
社
P
I
D
）を
創
業
し
て

い
ま
す
。
P
I
D
社
は
２
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
て
、ひ
と
つ
目
は
気
候
変
動
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
対
策
・
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
提
供
、
ふ
た
つ
目
は

多
言
語
翻
訳
が
つい
て
い
る
翻
訳
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
の
開
発
と
販
売
を
行
って
い
ま
す
。

創
業
当
初
は
色
々
と
苦
労
し
、
身
銭
も
切
り

詰
め
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
た
だ
、
２
０
１
９

年
の
Ｇ
20
を
き
っ
か
け
に
潮
目
が
変
わ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
Ｇ
20
で
内
閣
府
が
Ｇ
20
に
来
た
海

外
要
人
に
日
本
企
業
を
紹
介
す
る
た
め
の
コ
ン
テ

ス
ト
が
あ
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
ベン
チ
ャ
ー
枠
で

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

日
立
や
清
水
建
設
な
ど
の
大
手
企
業
と
同
等
の

取
り
扱
い（
紹
介
ブ
ー
ス
サ
イ
ズ
）を
受
け
、
自
社

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｇ

20
に
採
択
さ
れ
た
お
か
げ
で
業
界
内
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

が
向
上
し
、
様
々
な
行
政
お
よ
び
企
業
か
ら
の
認

知
も
増
え
、
少
し
ず
つ
業
務
が
改
善
し
て
い
き
ま

し
た
。

２
０
２
０
年
に
は
仙
台
市
と
一
緒
に
Ｐ
Ｉ
Ｄ
社

の
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い
、
２
０
２
１
年
に

は Plug &
 Play 

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ（
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
Ｖ
Ｃ
で
ベン
チ
ャ
ー
を
応
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
）の
Ｉｏ
Ｔ
部
門
で
優
勝
し
、
シ
リ
コン
バ
レ
ー
の

投
資
家
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
権
利
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
を
皮
切
り
に
電
通
と
実
証
実
験
を

行
い
、
三
菱
電
機
と
業
務
提
携
を
す
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
会
社
の
信
用
度
が
上
が
って
い
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
に
は
初
の
ベン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら

の
投
資
を
受
け
、
ア
ビ
ー
ム
コン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
と

共
同
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
海
外
進

出
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
採
択
さ
れ
、
様
々
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と一
緒
に
ベル
リ
ン
で
現
地
投

資
家
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

す
る
機
会
を
得
て
、ユニ
ー
ク
な
人
た
ち
と
も
触
れ

合
う
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
に
過
去
の
話
を
振
り
返
って
話
す

こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
目
の
前
の
興
味
も
し
く
は

目
の
前
の
壁
が
次
々
に
現
れ
る
の
を
何
も
考
え
ず
に

「
前
へ
前
へ
」
と
が
む
し
ゃ
ら
に
進
ん
で
い
た
よ
う
に

思
え
ま
す
ね（
笑
）。

嶋
田
さ
ん
の
今
ま
で
の
ご
経
験
か
ら
、起
業
を
考
え

て
い
る
人
達
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
功
し
て
も
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
話
す
の
も

お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
…
（
笑
）

僕
が
起
業
す
る
時
に
は
、
起
業
準
備
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
。
準
備
の
内
容
に
は
、
仲
間
、タ
イ

ミ
ン
グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
3
つ
の
要
素
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
公
認
会
計
士
な
の
で
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
資
金
調
達
は
分
か
り
ま
す
が
、開

発
が
分
か
り
ま
せ
ん
。な
の
で
、起
業
す
る
に
あ
たっ

て一
番
重
要
な
も
の
は
開
発
が
得
意
な
仲
間
で
し

た
。も

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ら
、『
何
が
必
要

か
？
』『
必
要
な
も
の
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
？
』
と
逆
算
し
て
考
え
る

方
が
良
い
と
お
伝
え
し
ま
す
。
先
ほ
ど
話
し
た
3

つ
が
揃
っ
た
な
ら
、起
業
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
思
い
ま

す
。
同
じ
と
こ
ろ
に
３
年
勤
め
た
ら
と
言
わ
れ
ま

す
が
、３
年
で
も
５
年
で
も
、
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
起

業
は
し
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
し
、揃
え
ば
学

生
で
も
起
業
す
れ
ば
よ
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

起
業
と
い
う
か
、ベン
チ
ャ
ー
に
勤
め
た
い
と
思
う

人
は
全
般
に
熱
量
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
って

い
ま
す
。
な
の
で
職
歴
や
学
歴
よ
り
も
、「
何
に

興
味
を
持
ち
、
ど
こ
ま
で
突
き
詰
め
た
か
？
」
を

よ
く
考
え
て
い
ま
す
。ア
ー
ト
に
頑
張
っ
た
、ス
ポ
ー

ツ
に
頑
張
っ
た
、
ゲ
ー
ム
が
す
ご
い
人
、
ア
ニ
メ
の
知

識
が
異
常
な
レ
ベル
と
か
、本
気
で
ア
イ
ド
ル
の
追
っ

か
け
と
か
、
時
間
を
か
け
る
方
法
と
そ
の
知
見
が

異
常
な
レ
ベル
に
なって
い
る
、
熱
量
の
高
い
人
が
起

業
や
ベン
チ
ャ
ー
に
合
う
の
か
な
と
思
って
い
ま
す
。

正
直
な
話
、現
時
点
に
お
い
て
会
計
士
時
代
よ

り
不
安
定
で
す
が
、こ
の
道
を
進
む
こ
と
が
楽
し
い

と
判
断
し
て
今
の
会
社
を
起
業
し
て
い
ま
す
。
自

分
に
と
って
楽
し
い
道
で
あ
れ
ば
後
悔
は
少
な
く
、

楽
し
い
人
生
を
作
って
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

嶋
田
さ
ん
は
様
々
な
ご
経
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
生
の
転
機
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て

く
だ
さ
い

高
校
留
年
で
す
か
ね
。
最
悪
の
経
験
と
最
高

の
経
験
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

そ
も
そ
も
、高
校
入
学
し
た
時
に
留
年
す
る
な

ん
て
露
と
も
思
って
い
な
かっ
た
で
す
。
そ
し
て
、
留

年
し
た
時
に
は
、「
あ
れ
、世
間
舐
め
て
た
の
？
」、

「
本
当
に
高
校
留
年
っ
て
あ
る
の
？
」
と
い
う
感

覚
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
留
年
自
体
は
、
自
業
自
得
に
も
関
わ
ら

ず
、当
初
は
プ
ラ
イ
ド
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、年
下
の

同
級
生
に
タ
メ
口
を
き
か
れ
る
と
ム
カ
つ
く
時
期

も
あ
り
ま
し
た
し
、留
年
さ
せ
る
の
は
ひ
ど
い
学
校

で
1
年
間
を
完
全
に
無
駄
に
し
た
よ
う
に
も
感

じ
て
い
ま
し
た
。
少
し
経
って
か
ら
、勉
強
し
な
かっ

た
自
分
の
責
任
だ
な
と
思
っ
た
瞬
間
に
肩
の
力
が

抜
け
、
今
の
状
況
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
始
め

た
時
に
、「
タ
メ
口
を
き
か
れ
た
方
が
楽
だ
な
〜
」

と
か
、「
勉
強
し
な
い
と
ま
ず
い
な
〜
」
と
か
、
思

考
が
正
常
に
戻
り
始
め
ま
し
た
。
う
ま
く
プ
ラ
イ

ド
を
捨
て
ら
れ
た
瞬
間
で
す
。
ま
た
、変
わっ
た
経

験
だ
し
楽
し
む
し
か
な
い
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。

高
校
留
年
は
、
高
校
入
学
し
た
学
年
の
友
人

や
高
校
卒
業
し
た
学
年
の
友
人
と
い
う
2
学
年

に
ま
た
がっ
た
人
間
関
係
の
構
築
の
き
っ
か
け
で
あ

り
、ま
た
、プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
こ
と
で
思
考
を
正

常
に
戻
す
こ
と
や
、
環
境
の
捉
え
方
次
第
で
良
い

思
い
出
に
変
え
ら
れ
る
な
ど
、
16
歳
に
し
て
貴
重

な
経
験
で
し
た
。
高
校
留
年
の
経
験
は
、
今
で
も

環
境
が
悪
化
し
た
時
の
思
考
の
変
更
方
法
や
、何

と
な
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
目
標
、今
年
の
テ
ー
マ「
再
会
・
再
開
」に

ち
な
ん
だ
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
再
会
・
再
開
」に
ち
な
ん
だ
目

標
と
し
て
は
、
英
語
の
勉
強
の
再
開
で
す
ね
。
今

年
2
月
に
J
E
T
R
O
の
企
画
で
ベル
リ
ン
に
行
っ

た
時
に
、
ヨ
ー
ロッパ
系
の
起
業
家
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
への
プ
レ
ゼ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
企

業
支
援
機
関
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
時
間
が
あ

り
ま
し
た
が
、留
学
か
ら
10
年
近
く
経
って
い
た
た

め
、
す
っ
か
り
英
語
を
忘
れ
て
し
ま
って
い
て
本
当

に
困
り
ま
し
た
。
ま
た
、グ
ー
グ
ル
が
作
って
い
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
向
け
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
あ
る
の
で
す

が
、
基
本
的
に
は
全
て
英
語
で
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
なって
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
言
語
バ
リ
ア
は
無
い
方
が
世
界
は

楽
し
い
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
学
時
の
友
達
と
高
校
卒
業
時
の
友
達
と
も
、

今
で
も
飲
み
に
行
け
る
仲
間
な
の
で
、
さ
ぼっ
た
ら

痛
い
目
に
遭
う
教
訓
と
共
に
、
人
様
に
は
全
く
勧

め
ま
せ
ん
が
、留
年
し
て
良
かっ
た
と
思
って
い
ま
す

（
笑
）。

部
活
は
、
入
学
年
度
の
友
人
の
卒
業
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
水
泳
部
か
ら
柔
道
部
に
入
り
直
し
ま
し

た
。
部
活
も
同
じ
よ
う
に
2
倍
楽
し
め
ま
し
た
。

高
校
Ⅱ
年
生
の
時
、
資
格
の
専
門
学
校
の
先

生
と
話
す
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
経
済
を
知
り
た
い
、

世
界
に
羽
ば
た
け
る
、独
立
し
や
す
い
な
ど
、様
々

な
将
来
の
選
択
肢
の
中
で
公
認
会
計
士
を
目
指

し
ま
し
た
。
ま
た
、隠
れ
た
理
由
に
、1
つ
上
の
兄

が
医
学
部
に
進
学
し
た
こ
と
に
よ
る
対
抗
心
も
あ

り
ま
し
た（
笑
）。

学
部
の
選
択
と
し
て
、公
認
会
計
士
の
資
格
を

取
る
こ
と
を
大
学
の
目
標
に
し
て
い
た
の
で
、
公
認

会
計
士
試
験
の
試
験
内
容
と
大
学
の
授
業
の
内

容
が
被
り
や
す
い
明
治
大
学
商
学
部
の
産
業
経

営
学
科
を
選
び
ま
し
た
。
大
学
１
年
生
の
時
に

明
治
大
学
の
課
外
講
座
を
利
用
し
て
、
日
商
簿

記
３
級
と
日
商
簿
記
２
級
を
取
得
し
、
大
学
２

年
生
の
後
半
か
ら
本
格
的
に
公
認
会
計
士
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
開
始
し
ま
し
た
。
資
格
の
勉
強

に
集
中
す
る
た
め
に
、
心
残
り
を
な
く
す
た
め
大

学
1
年
生
の
時
は
必
死
で
遊
び
、
1
か
月
ほ
ど
の

語
学
留
学
を
し
て
い
ま
す
。

資
格
試
験
で一
番
良
い
め
ぐ
り
あ
わ
せ
は
、最
初

の
授
業
で
た
ま
た
ま
隣
の
席
に
座
って
い
た
東
大
の

彼
か
ら
勉
強
の
コツ
を
聞
け
た
こ
と
で
し
た
。コツ
は

「
時
間
の
使
い
方
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
彼

は
「
才
能
が
無
い
か
ら
人
一
倍
勉
強
時
間
を
か
け

る
」と
言
って
い
て
、
そ
し
て
、
彼
を
真
似
し
て一
緒

に
勉
強
し
た
と
こ
ろ
1
日
12
〜
15
時
間
を
毎
日

勉
強
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
状
態
で
し
た
ね
。
社

会
人
に
な
っ
て
、「
1
万
時
間
の
法
則
」
を
知
り

ま
し
た
が
、最
初
に
質
よ
り
量
に
触
れ
た
の
は
こ
の

時
で
す
。

資
格
勉
強
時
代
の
初
め
、
経
済
学
及
び
経
営

学
で
は
数
学
が
必
要
で
あ
り
、完
全
に
行
き
詰
ま
っ

た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
礎
の
徹
底
と

積
み
上
げ
が
長
い
目
で
見
れ
ば
近
道
と
考
え
、
資

格
試
験
の
勉
強
し
な
が
ら
、
中
学
数
学
か
ら
改
め

て
勉
強
を
や
り
直
し
て
、微
積
と
統
計
に
つい
て
は

あ
る
程
度
ま
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
経
済
学
も
経
営
学
も
得
意
科
目
に
な
って
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
時
間
×
基
礎
の
徹

底
」こ
う
す
る
と
勉
強
が
で
き
る
と
分
かって
勉
強

が
面
白
く
な
り
、資
格
勉
強
を
通
し
て
学
問
の
基

本
は
積
み
重
ね
と
訓
練
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、基
礎
項
目
の
理
解
を
徹
底
し
→
勉
強
が
で

き
る
→
成
績
上
位
に
な
る
と
キ
ー
プ
し
た
い
→
も
っ

と
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
い
う
好
循
環
が
で

き
ま
し
た
。
公
認
会
計
士
の
資
格
そ
の
も
の
よ
り

も
勉
強
の
過
程
で
「
環
境
作
り
」、「
セ
ル
フ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
や
「
タ
イ
ムマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
重
要
性

に
気
づ
い
た
こ
と
が一
番
の
財
産
で
あ
り
、
今
で
も

考
え
る
要
素
に
なって
い
ま
す
。

試
験
合
格
後
は
、
４
大
監
査
法
人
の一つ（
現

P
w
C
あ
ら
た
監
査
法
人
）に
入
り
ま
し
た
。
配

属
先
が
、
国
際
部
門
で
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ー
カ
ー
の
会

計
監
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
に
も
財
務

デ
ュ
ー
デ
リ
ジェン
ス
、
日
米
Ｓ
Ｏ
Ｘ
導
入
コ
ン
サ
ル

な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
国
際
部
に

も
関
わ
ら
ず
、
語
学
が
で
き
な
かっ
た
の
で
非
常
に

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
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大
学
時
代
に
は
、国
連
な
ど
の
国
際
公
務
員
に

な
り
た
かっ
た
の
で
す
が
、
一
般
的
に
外
国
の
大
学

院
な
ど
を
出
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

た
た
め
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
環

境
法
や
国
連
海
洋
法
条
約
に
関
す
る
仕
事
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
て
、
環
境
に
興
味
は
あ
っ
た

の
で
す
が
化
学
・
物
理
は
苦
手
だっ
た
の
で
「
自
分

が
や
り
た
い
事
＋
得
意
な
事
」
と
い
う
観
点
で
国

際
舞
台
で
環
境
問
題
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、
在

学
中
に
公
務
員
試
験
を
受
け
て
外
務
省
に
入
省

し
ま
し
た
。

卒
業
以
降
の
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

外
務
省
に
入
省
す
る
と
２
年
間
の
在
外
研
修

が
あ
る
の
で
す
が
、
研
修
先
を
第
5
希
望
ま
で
語

学
別
で
聞
か
れ
る
の
で
、「
英
語
、デ
ンマ
ー
ク
、仏
、

独
、
伊
」で
希
望
を
出
し
ま
し
た
。
結
果
語
学
は

英
語
と
な
り
、
カ
ナ
ダ
の
ダ
ルハ
ウ
ジ
ー
大
学
で
研

修
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
、
2
年

間
環
境
学
や
水
圏
生
態
学
に
つい
て
学
び
、
生
態

学
は
面
白
い
と
い
う
興
味
が
芽
生
え
ま
し
た
。
日

本
と
は
異
な
り
文
系
理
系
の
垣
根
が
あ
い
ま
い
で

学
部
の
変
更
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
在
カ
ナ
ダ
日
本
国
大
使
館
勤
務
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
再
び
大
学
に
戻
る
と
は
思
って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

在
カ
ナ
ダ
大
使
館
に
２
年
間
の
勤
務
の
後
に
、

外
務
省
の
北
米
局
に
戻
って
き
ま
し
た
。
時
期
と

し
て
は
小
泉

−

ブ
ッ
シュ
政
権
の
時
期
に
あ
た
り
本

省
で
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
水
圏
生
態
学

を
や
り
た
い
と
考
え
て
外
務
省
を
退
職
し
、
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
で
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
な

が
ら
温
暖
化
と
イ
ワ
ナ
に
関
す
る
研
究
を
行
い
博

士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
将
来
の

こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
かっ
た
の
で
、
博
士
号

取
得
後
は
日
本
に
戻
っ
て
環
境
省
や
農
林
水
産

省
の
技
官
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
し
た
。

博
士
号
取
得
後
、ポ
ス
ド
ク
研
究
員
な
ど
を
し

な
が
ら
就
職
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
運
よ
く
サ
ウ

ス・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
の
教
職
員
ポ

ス
ト
に
就
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コロ

ラ
ド
州
立
大
学
で
公
募
が
あ
り
、応
募
し
た
結
果

２
０
１
８
年
８
月
か
ら
現
職
で
す
。
川
魚
の
生
態

保
全
研
究
で
世
界
的
に
著
名
な
カ
ー
ト
・
フ
ァ
ウ

シュ
博
士（D

r.K
urt F

ausch

）の
後
任
に
着
任

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
で
も
渓
流
魚
の

生
態
・
保
全
研
究
を
さ
れ
て
い
た
博
士
の
後
任
に

就
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

一
般
的
に
、ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
に
比
べ
転
職
への

ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
思
い
ま
す
。

や
り
た
い
研
究
ポ
ス
ト
に

就
く
こ
と
が
出
来
た
ん
で
す
ね
?

転
職
も
そ
う
で
す
が
、や
ら
な
く
て
つ
ま
ら
な
い
思

い
を
す
る
な
ら
、やって
失
敗
し
た
ほ
う
が
後
悔
は
無

い
と
思
い
ま
す
。
外
務
省
に
入
省
し
て
か
ら
今
ま
で

を
振
り
返
る
と
、運
も
良
かった
と
思
い
ま
す
。

河
川
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
天
気
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
前
の
準
備
は
大
事
で

す
が
、
運
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
を
す
る

時
は
、
何
事
も
早
く
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
こ
と
に
役
立
って
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、 

人
脈
も
重
要
で
す
。
共
同

研
究
が
益
々
重
要
に
なって
き
て
ま
す
し
。

ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
？

川
の
生
態
保
全
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
行
って

い
ま
す
。
電
気
シ
ョッ
カ
ー
を
活
用
し
て
川
魚
を

捕
獲
し
た
り
、
川
の
中
の
魚
の
様
子
を
観
察
し
て

い
ま
す
。
魚
の
個
体
数
や
餌
の
資
源
量
を
見
た

り
、遺
伝
子
を
調
べ
た
り
、気
候
変
動
や
降
水
量

の
影
響
も
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
国
際
イ
ワ
ナ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
中
で
は
、
カ
ナ
ダ
で
は
氷
が
春
先
に
早
く
溶
け

温
暖
化
の
影
響
が
大
き
く
出
て
い
る
と
い
う
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
緯
度
が
高
い
と
こ
ろ
で
は

温
暖
化
に
よ
る
変
化
が
加
速
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
研
究
を
し
て
い
て

違
い
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

海
外
で
は
政
策
決
定
を
進
め
て
い
く
中
で
研

究
結
果
が
政
策
に
活
用
さ
れ
て
い
て
、
科
学
的
な

根
拠
を
基
に
縦
割
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
行
政
判
断

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
に

よ
る
下
流
への
影
響
を
抑
え
る
た
め
、
ダ
ム
湖
の
上

の
ほ
う
か
ら
排
水
す
る
と
水
温
が
高
い
水
が
下
流

に
流
れ
て
生
態
系
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
ダ
ム
の
下
の
ほ
う
か
ら
排
水
す
る
と
、
ダ
ム
湖

の
下
の
方
は
水
温
が
低
い
た
め
、下
流
への
影
響
を

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
ん
で
す
。
こ
の
様
な
、
ダ
ム

か
ら
の
水
の
出
し
方
に
つい
て
の
助
言
で
き
る
よ
う

な
研
究
も
し
て
い
ま
す
。

逆
に
ダ
ム
の
下
流
で
、
在
来
種
を
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

か
ら
守
る
た
め
、
在
来
種
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
産
卵

時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の

産
卵
期
に
ダ
ム
を
放
流
し
て
卵
を
流
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
の
増
殖
を
防
ぐ
と
い
う
対
策
を
し
て
い
る
同

僚
も
い
ま
す
。
こ
の
様
な
政
策
は
、
魚
の
生
態
を

正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
と
実
施
す
る
こ
と
が
難

し
い
ん
で
す
。

ま
た
、カ
ワ
ウ（
河
鵜
）の
管
理
抑
制
の
為
に
、ド

ロ
ー
ン
で
木
の
上
の
巣
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
落
と
し
、

繁
殖
を
抑
制
す
る
方
法
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、水
産
資
源
管
理
を
行
う
為
に
、取
って
よ

い
漁
業
資
源
量
の
基
準
も
、統
計
や
遺
伝
子
、地

理
情
報
な
ど
の
科
学
的
観
点
か
ら
も
検
討
し
た

う
え
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
「C

olorado W
ater Law

」
と
い
う
水

管
理
の
法
律
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。
コ

ロ
ラ
ド
州
の
僕
が
住
ん
で
い
る
辺
り
は
、
降
水
量
が

年
間
５
０
０
ミ
リ
と
雨
が
少
な
い
地
域
で
、
河
川

や
地
下
水
な
ど
の
水
に
関
す
る
法
律
が
複
雑
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
西
部
開
拓
時
代
の
名
残
り

で
、最
初
に
水
を
使
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
人
に

水
利
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
気
候
変
動
や
人
口
増
加
で
現
在
の
法
律
が

時
代
遅
れ
に
なって
い
ま
す 

。

そ
ん
な
中
で
環
境
を
守
る
た
め
に
、
水
を
ど
の

く
ら
い
使
う
こ
と
が
出
来
る
か
？　

科
学
的
な
見

地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

表
層
を
流
れ
て
い
る
水
と
、
地
下
水
は
法
的
に

異
な
る
。
地
下
水
と
川
の
水
の
権
利
関
係
や
影

響
も
あ
る
。

川
に
住
ん
で
い
る
魚
の
種
類
、魚
齢
、大
き
さ
は

ど
れ
ぐ
ら
い
か
？
そ
の
魚
に
とって
、
ど
の
く
ら
い
の

水
が
必
要
か
な
ど
、
研
究
結
果
も
取
り
入
れ
つつ

政
策
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

環
境
や
自
然
を
ど
う
守
って
い
け
ば
良
い
か
、
そ

し
て
、
豊
か
な
自
然
が
人
間
社
会
に
ど
れ
く
ら
い

重
要
な
の
か
、
研
究
結
果
を
活
か
し
な
が
ら
環
境

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

2
0
1
8
年
に
山
の
中
を
車
移
動
中
に
居
眠

り
運
転
に
よ
り
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、背
骨
の

圧
迫
骨
折
や
内
臓
に
大
怪
我
を
負
って
し
ま
っ
た

ん
で
す
。
当
時
は
移
動
も
多
く
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジュ
ー

ル
の
中
で
無
理
を
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

研
究
キ
ャ
リ
ア
は
マ
ラ
ソ
ン
の
様
な
も
の
。
ス
プ
リ

ン
ト
す
る
必
要
は
な
い
！
と
、
家
族
や
同
僚
な
ど

周
囲
の
人
に
も
支
え
ら
れ
て
、
だ
い
ぶ
人
生
や
家

族
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。

大
怪
我
を
負
っ
た
結
果
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
、
な
る
べ
く
焦
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

ま
す
。
事
故
後
や
コ
ロ
ナ
禍
は
、
家
族
で
過
ご
す

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。若
い
頃
は
が
む
し
ゃ

ら
に
頑
張
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
に
つ
れ
バ
ラ
ン
ス
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
、大
学
で
も
っ
と
知
識
を
深
め
た

り
、知
り
た
い
！
。と
い
う
好
奇
心
が
強
い
で
す
ね
。

最
近
は
遺
伝
子
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、魚
を
しっ
か
り
見

る
た
め
に
、
今
回
日
本
で
水
中
ゴ
ー
グ
ル
を
購
入

し
ま
し
た
。
ゴ
ー
グ
ル
は
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
な
って
い

て
、
魚
と
目
が
合
わ
な
い
の
で
魚
が
逃
げ
な
い
ん
で

す
よ
！
魚
を
知
る
に
は
、
も
っ
と
魚
を
見
な
き
ゃい

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
や
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
国
際
交
流
に

貢
献
し
た
い

政
策
に
反
映
で
き
る
研
究
を
行
い
た
い
と
い
う

想
い
も
あ
り
ま
す
。
小
学
生
に
水
棲
昆
虫
に
つい

て
教
え
た
り
も
し
た
い
で
す
ね
。

現
在
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
で
准
教

授
と
し
て
研
究
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
菅
野
陽

一
郎
さ
ん
。

中
学
時
代
は
野
球
部
、
高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
前
島
先
生
の
熱
い
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。 

学
生
時
代
か
ら
海
外
で
の
生

活
に
漠
然
と
あ
こ
が
れ
て
明
治
大
学
法
学
部
在
学

中
に
外
務
省
に
入
省
、そ
の
後
研
究
者
へ
転
身
し
て

ア
メ
リ
カ
を
拠
点
に
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
、日
光
で
開
催
さ
れ
た
国
際
イ
ワ
ナ
・
シン
ポ

ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表
の
た
め
の
帰
国
に
合
わ
せ
て
、

アメ
リ
カ
で
の
研
究
者
生
活
に
つい
て
伺
い
ま
し
た
。

今
回
は
来
日
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

お
話
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
で
イ
ワ
ナ
や
マ

ス
な
ど
淡
水
魚
や
河
川
の
生
態
系
に
つい
て
研
究

お
よ
び
講
義
を
行
って
い
ま
す
。
今
回
、日
光
で
開

催
さ
れ
た
第
10
回
国
際
イ
ワ
ナ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
す
る
た
め
来
日
し
ま
し
た
。

あ
と
小
学
生
の
子
供
達
と
ユニバ
ー
サ
ル
・
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
や
温
泉
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
幅
な
円
安
の
た
め
、
海
外
か
ら
日
本

に
来
る
に
は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

在
学
中
か
ら
研
究
者
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
か
？

研
究
者
に
な
る
と
は
在
学
中
は
考
え
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
海
外
に
行
って
大
き

な
家
に
住
み
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
想
い
は 

あ

り
ま
し
た
。

最
初
の
海
外
滞
在
は
、高
校
Ⅲ
年
生
の
夏
休
み

に
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
3
週
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
６

月
に
敗
退
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
学
校
の
廊
下
に

掲
示
さ
れ
て
い
た
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
の
案
内

を
見
て
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
英
語
は
昔
か

ら
得
意
だっ
た
ん
で
す
。

そ
の
後
明
治
大
学
の
法
学
部
に
進
み
、
当
時

3
コ
ー
ス
あ
っ
た
中
の
国
際
法
文
化
コ
ー
ス
を
選
択

し
ま
し
た
。

菅
野
陽
一
郎
さ
ん
（
平
成
8
年
卒
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
で
川
の
魚
と

生
態
系
の
研
究
に
取
り
組
む
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School Report     Soumeikai Kaiho

S C H O O L  R E P O R T  2 0 2 3

2023年度 学校報告
年間行事

◎入学式
◎始業式
◎新入生歓迎会
◎オリエンテーション
◎健康診断
◎第１回 避難訓練

◎生徒総会
◎六大学野球観戦
◎中間考査
◎修学旅行（中３）
◎林間学校（中１・高Ⅰ）

5月  May

4月  April

◎移動教室（中２）
◎学活（高Ⅱ・高Ⅲ）
◎教育実習・前期
◎授業参観
◎高校球技大会
◎イングリッシュ・プレゼンテーション
　コンテスト
◎オープンキャンパス

6月  June

◎夏期国内英語研修
8月  August

◎期末考査
◎終業式
◎夏休み学校体験
◎夏期補習
◎高大連携サマーセミナー

7月  July

◎第２回避難訓練
◎中間考査
◎高Ⅰ特別進学指導講座
◎中学体育祭

10月  October

◎期末考査
◎終業式

12月  December

◎修学旅行（高Ⅱ）
◎芸術祭
◎高Ⅰ特別進学指導講座

11月  November

◎始業式
◎教育実習・後期
◎実力考査（中学）
◎文化祭（紫紺祭）

9月  September

◎始業式
◎高大連携ウィンターセミナー
◎スピーチコンテスト
◎吹奏楽班定期演奏会
◎推薦面接試験（高校・大学）
◎生徒会長・副会長選挙

1月  January

◎中学入試、高校一般入試
◎マンドリン部定期演奏会
◎高Ⅲ歓送会
◎期末考査

2月  February

◎卒業式（中３・高Ⅲ）
◎終業式
◎中大・高大連携スプリングセミナー

3月  March

学校ホームページ
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/
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Activity Report     Soumeikai KaihoActivity Report     Soumeikai Kaiho

●
ご
氏
名
・
略
歴

①
氏
名　

榊
原　

一
志（
さ
か
き
ば
ら　

ひ
と
し
）　

②
生
年
月
日　

1
9
9
2
年
5
月
11
日　

③
出
身
地　

東
京
都　

④
出
身
校
・
学
部　

学
習
院
大
学
理
学
部
数
学
科　

⑤
前
職　

東
京
女
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校　

教
諭　

⑥
担
当
教
科　

数
学　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

剣
道
部
・
テ
ニ
ス
部

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

明
る
く
真
面
目
で
素
直
な
生
徒
が
と
て
も
多
く
、
新
任
の
私
に
対
し
て

も
大
変
感
じ
よ
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
自
分

た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
独
立
自
治
の
気
風
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、日
々
の
学
校
生
活
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
！

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

感
性
が
豊
か
な
こ
の
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

勇
気
を
出
し
て
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
、自
ら
の
糧
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、た

く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

●
自
身
の
抱
負

日
々
の
授
業
研
究
は
も
と
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
経
験
に
執
着
す
る
こ
と
な

く
、
新
た
な
環
境
の
下
、
貪
欲
に
学
ん
で
い
く
中
で
、
生
徒
た
ち
と
と
も

に
人
間
的
に
も
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
自
己
紹
介

１
年
半
前
よ
り
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
習
い
始
め
、「
生
徒
」
に
戻
る
こ
と
で

少
し
だ
け
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
前
で

発
表
す
る
日
が
訪
れ
る
ま
で
、技
術
を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

●
ご
氏
名
・
略
歴

① 

秋
元 

隼
風 

先
生　

②
生
年
月
日 

1
9
9
0
年
1
月
9
日　
　

   

③
出
身
地　

東
京
都　

④
出
身
学
校
・
学
部　

明
治
大
学
付
属
明
治

高
等
学
校  

明
治
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科  

明
治
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科　

農
芸
化
学
専
攻

⑤
前
職 

講
師（
明
治
中
学
・
高
校
）→
㈱
秋
元
電
機
製
作
所　

⑥
担
当
教
科 

理
科　

⑦
担
当
ク
ラ
ブ
活
動　

応
援
指
導
班
・
水
泳
部

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

勉
強
や
班
・
部
活
動
だ
け
で
な
く
学
年
行
事
や
学
校
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、学
校
生
活
を
楽
し
も
う
と
い
う
姿
勢
を
感
じ
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

中
学
・
高
校
生
活
で
熱
中
で
き
る
こ
と
を
探
し
、そ
れ
を
全
う
し
て
欲
し

い
で
す
。
そ
し
て
、明
治
高
等
学
校
・
中
学
校
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

●
自
身
の
抱
負

生
徒
一
人
一
人
の
良
さ
を
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
、授
業
や
ク
ラ
ス

作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
己
紹
介

男
子
校
時
代
に
明
治
中
学
校
に
入
学
し
、
明
治
高
校
・
明
治
大
学
と
学

生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、応
援
指
導
班
に
入
班
し
、濃
密
な

時
間
を
過
ご
し
、こ
の
学
校
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
、
母
校
で
あ
る
明
治
高
校
に
教
員
と
し
て
戻
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、「
質
実
剛
健
・

独
立
自
治
」の
校
訓
の
も
と
、次
世
代
の
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新任先生紹介
秋あ

き
も
と元 

隼は
や
て風 

先
生

《
班
・
部
活
動
の
記
録
》

硬
式
野
球
部

第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

西
東
京
大
会	

	
	

ベ
ス
ト
32

柔
道
部

調
布
市
民
大
会

　

一
般
二
段
の
部	

準
優
勝	

高
Ⅲ	

佐
々
木

　

一
般
無
段
の
部	

優　

勝	

高
Ⅰ	

馬
渕

文
京
区
民
大
会

　

一
般
無
段
の
部	

優　

勝	

高
Ⅰ	

星
野

サ
ッ
カ
ー
部（
高
校
）

第
１
０
１
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
京
大
会

	

２
次
予
選
進
出

サ
ッ
カ
ー
部（
中
学
）

２
０
２
２
年
度
首
都
圏
私
立
中
学
校

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
東
京
都
予
選

　

第
7 ー

11
支
部	

優　

勝

こ
れ
に
よ
り
２
０
２
２
年
度
首
都
圏
私
立
中
学
校

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
進
出

マ
ン
ド
リ
ン
部

第
52
回
全
国
高
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

	

イ
タ
リ
ア
総
領
事
賞

映
画
部

第
16
回
高
校
生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
ｉｎ
映
画
の
ま
ち
調
布

	

優
秀
賞

ダ
ン
ス
部

第
10
回
小
中
学
生
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
東
日
本
大
会

　

中
学
生
部
門　

学
校
参
加
の
部　

銀
賞
・
審
査
員
奨
励
賞

図
書
班

紀
伊
國
屋
書
店
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
親
書
展
示　

中
１
図
書
班
・
書
道
部
・
美
術
部
・
中
学
１
年
生
が
本
の
紹
介
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
作
成
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
新
宿
紀
伊
國
屋
書
店
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
に
展
示
し
ま
し
た
。
図
書
班
員
が
内
容
や
Ｐ
Ｏ

Ｐ
の
色
使
い
な
ど
か
ら
場
に
映
え
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
検
討
し
て

飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。
書
道
部
の
看
板
、美
術
部
の
ポ
ス
タ
ー

も
同
時
に
提
示
さ
れ
、
新
書
の
売
り
上
げ
に
貢
献
す
る
こ
と
も
出

来
ま
し
た
。

ス
キ
ー
部

第
58
回
関
東
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
出
場

	
	

高
Ⅲ	

髙
野
・
大
木

	
	

高
Ⅱ	

滝
澤
・
吉
良

	
	

高
Ⅰ	

山
本
・
中
尾

	
	

高
Ⅰ	

奥
坂

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

東
京
都
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
冬
季
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

女
子
団
体　

二
部
大
会	

第
３
位

東
京
都
高
等
学
校　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
Ⅱ
部

　

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
２
組	

優　

勝	

高
Ⅱ	

瀧

　

個
人
ダ
ブ
ル
ス
１
組	

準
優
勝	

高
Ⅱ	

岩
田
・
田
中

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

令
和
４
年
度
調
布
市
中
学
校
１
年
生
大
会

　

男
子
の
部	

第
３
位

剣
道
部

第
64
回
三
鷹
市
春
季
剣
道
大
会

　

一
般
男
子
二
段
以
下
の
部	
優　

勝	

高
Ⅱ	

若
林

	
準
優
勝	

高
Ⅲ	

戸
田

	

第
３
位	

高
Ⅱ	

石
川

　

一
般
女
子
二
段
以
下
の
部	

準
優
勝	
高
Ⅰ	

松
下

	

第
３
位	
高
Ⅰ	
小
池

中
学
野
球
部

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
大
会

　

C
ブ
ロ
ッ
ク	

優　

勝

《
資
格
試
験
・
表
彰
》

国
語
科　
N
I
Ｅ
と
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

　

入　

選	
	

中
３	

田
辺

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

　

武
蔵
府
中
税
務
署
長
賞	

	

高
Ⅲ	

石
井

令
和
４
年
度
全
国
中
学
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

調
布
市
代
表
都
大
会

　

作
文
委
員
会
賞	

	

中
３	

鈴
木
・
藤
原

調
布
人
権
擁
護
委
員
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

	

優
秀
賞	

中
３	

鈴
木
・
藤
原
・
假
谷
・
横
屋
・
鳥
海

第
13
回
ト
ゥ
ワ
イ
ス
・
ア
ウ
ォ
ー
ド『
企
画
イ
ン
タ
ー
ン
ワ
ー
ク
』

大
塚
製
薬
優
秀
賞「
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
ず
ら
に
」

	
	

高
Ⅱ	

上
永
吉
・
小
池
・
八
木
・
小
野

K
D
D
I
優
秀
賞「
我
ら
ま
ぶ
だ
ち
」

	
	

高
Ⅱ	

香
月
・
中
木
・
馬
渕
・
小
堀

明
治
優
秀
賞「
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
」

	
	

高
Ⅱ	

進
・
松
尾
・
古
神
子
・
山
田

森
永
乳
業
優
秀
賞「
ト
ッ
ト
コ
純
太
郎
」

	
	

高
Ⅱ	

佐
藤
・
鈴
木
・
中
山
・
矢
引

      

班
・
部
活
動
の
記
録
／
資
格
試
験
・
表
彰

	

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報	

2
0
2
2
年
12
月
23
日
号　

１
７
4
号
・
2
0
2
3
年
3
月
10
日
号　

１
７
5
号

	
	

2
0
2
3
年
7
月
19
日
号　

１
７
6
号 榊さ

か
き
ば
ら原 

一ひ
と
し志 

先
生

第59回
総明会総会

懇親会

明治大学附属明治高等学校 応援団OB会
会　長：廣野　宏士（昭和47年卒）
副会長：三森　　勳（昭和50年卒） 鈴木　重之（昭和60年卒）
　　　　光岡　孝之（昭和63年卒） 赤坂　菜摘（平成27年卒）
幹事長：三谷　知弘（平成6年卒）
副幹事長：熊木　達朗（平成6年卒） 藤田　　央（平成7年卒）
　　　　京須　一真（平成16年卒） 関　佑宇斗（平成20年卒）
監　査：渡辺　裕之（昭和55年卒） 荘司　康夫（平成4年卒）

祝
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森

下記の詳細は、明治高校のホームページに掲載されています。
それぞれの URL からアクセスして下さい。

中学野球部　春大会小ブロック優勝
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230526kctop.html

陸上競技部 支部大会学年別入賞
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230729kctop.html

第 12 回日本中学校ダンス部選手権全国決勝大会進出
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230804kctop.html

マンドリン部 全国大会 3 年連続優秀賞受賞
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230812kctop.html

第 11 回 DANCE CLUB CHAMPIONSHIP 全国大会進出
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230815kctop.html

中学野球部　調布市大会優勝
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230817kctop.html

サッカー部（中学） 都大会ベスト８
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230822kctop.html

剣道部 都大会Ⅱ部準優勝
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230829kctop.html

バスケットボール部　国際交流大会優勝
https://www.meiji.ac.jp/ko_chu/topics/detail/20230830kctop.html

祝 第59回総明会総会

白山祝 第59回 総明会 総会
昭和46年卒

白雲なびく・紫紺魂

祝 第 59 回 総明会
銀座オフィス

〒104-0061
中央区銀座5-4-3 対鶴館8階
TEL 03-6826-1222

59

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司

浅草の隠れた名店
スペシャルヒレカツサンド

昭和48年卒 波の会 剣道部OB

大澤 保男
TEL. 03-5825-4129
東京都台東区浅草 5-71-9

KING’S TABLE
キングステーブル

炭遊酒菜
旅籠（はたご） 東京都新宿区西新宿1-23-1 かどやホテルB1F  TEL. 03-3344-3144

竹川観光株式会社
竹川　茂（昭和47年卒）新宿で一番美味しい炭火鶏焼きのお店

大小7個の個室完備。新宿駅西口徒歩3分

TEL. 03-5858-9909 
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TEL 03-3675-9955  携帯 090-3200-6139

ターカム保険企画有限会社
有限会社エヌエスモーターサービス

昭和49年卒
翼　明　会

59

昭和49年卒　翼明会

59

駿台会計人倶楽部
会  長　岩 田 俊 一　（昭和49年卒 翼明会）

〒113-0034 東京都文京区湯島4丁目6番11号
湯島ハイタウン A棟502号

－会員募集－

tiwata@silver.plala.or.jp

TEL 03-3815-1272（代）
FAX 03-3815-1404

（昭和50年卒 明紫会）

ダイアナ株式会社
代表取締役会長 髙橋郁夫

www.dianashoes.com

昭
和
五
十
一
年
卒 

明
々
会・バ
ス
ケ
部

59

59

題字：小嶋眞作書

如月 徳（きさらぎ とく）

昭和 52 年卒　男子校根性組
 石黒 理樹

℡ 03-3801-9001荒川区荒川 7-26-9

大西静士郎
〒101-0032
千代田区岩本町2-7-13 内田ビル3F
TEL.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 7  
FAX.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 8
http://www.rakuten.co.jp/osparty/

59

パートナーズ総合事務所
司法書士
行政書士菅原　誠
（S52年卒 男子校根性組）

〒110-0008
東京都台東区池之端1-1-1

池之端ビル8階
TEL. 03-3835-8041
FAX. 03-3835-8042

E-mail : ZVC00312@nifty.ne.jp

モップ清掃用品・集会用テント・カバー
平シート・袋物から大型テント倉庫まで

株式会社  岡  仁
代表取締役　岡本雅仁
昭和 51 年卒　明々会

〒106-0047
東京都港区南麻布 2-4-12
TEL：03－3451－3671
工場：栃木県大田原市

中華麺工場

株式会社 浅草開化楼
中華麺工場

株式会社 浅草開化楼
昭和50年 明紫会　坂上　進

〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551 TwitterTwitter

祝 第59回 総明会総会・懇親会

表参道・南青山のイタリアン有名店より
高級生パスタご用命

窪寺弘匡（昭和50年卒 明紫会）
東京都中野区新井1-23-21 プルメリア1F
TEL. 03-5345-5086

ハワイアンダイニング＆バー マハロア

小川町スポーツ店街へようこそ
www.facebook.com/v3kadoya/

角谷幹夫
Mｉｋｉｏ Kａｄｏｙａ

〒101-0052
東京都千代田区神田小川町３－２
TEL : ０３－３２９５－２５２５
FAX : ０３－３２９１－３５６４
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http://www.teramura-pack.co.jp

包装資材販売・梱包請負

東京都台東区東上野 1-22-1
TEL 03－5826－4601
FAX 03－5826－4660

昭和54年卒　バレー部

暮しの衣料  まつざわ
株式会社
        調布松沢屋
代表取締役

代表取締役
公認会計士

https://www.aisan.co.jp

矢ノ目忠税理士事務所

〒135-0048
東京都江東区門前仲町
2－2－16 えとりビル3F

昭和54年卒 明誠会

TEL 03-5639-7761
FAX 03-5639-7762

E-Mail : yanome@yanome.jp

〒340-0022
草加市瀬崎1-9-1 谷塚コリーナ102号
TEL 048-960-0606 FAX 048-960-0805

祝　第59回総明会総会・懇親会祝　第59回総明会総会・懇親会

星本 慎児

千葉県鎌ケ谷市軽井沢２０９７－３

TEL　047-446-7312

昭和54年卒（明誠会）
応援指導班OB

有限会社新星興業

総合建設・不動産

正宗産業株式会社

港やしま法律事務所
弁護士　鈴 木 一 洋
〒105-0003
東京都港区西新橋一丁目20番3号
             虎ノ門法曹ビル202号室

TEL : 03-6206-7311
FAX : 03-6206-7322

伊東電機株式会社
代表取締役 伊東　稔 （昭和59年卒 バスケット部OB）

電設資材、設備機器、
家電製品の卸販売

本社所在地 〒132-0031 東京都江戸川区松島3-34-21
 TEL. 03-3654-9241  FAX. 03-3654-9256
松戸営業所 〒270-0025 千葉県松戸市中和倉159-2
関連会社：千葉伊東電機（株）　〒273-0002 千葉県船橋市東船橋5-26-1

http://www.ito-den.com

祝 第59回 総明会 総会・懇親会

59

文京区本郷1-33-7
TEL：03-3812-4488

井上直樹
（昭和58年卒　明輪会）
都営三田線 水道橋駅
A6出口 徒歩5分

白木そば

河原 勢朗
昭和 59 年卒　明心会

台東区浅草
 6－4－12

s-kawahara@maruki-net.com

丸喜株式会社

お蔭様で
128 年

宮沢孝昌
（S59年卒・水泳部）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-36-2
  Tel: 03-3761-6077

         平日 7：00～18：30（オーダーストップ）
土・日・祭日 7：30～17：30（オーダーストップ）

水・木曜定休

珈琲亭 ルアン
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https://takahashikikai.co.jp

一般社団法人 相続を考える会
あなたの相続に関するお悩み、
弁護士・税理士らの専門家が一緒に考えます。

昭和59年卒  税理士 田中重幸
〒279-0002 浦安市北栄3-30-23-205 

TEL 047-712-8170　

ホームページ・パンフレット制作

昭和59年卒

ソニー生命保険株式会社
新宿ライフプランナーセンター第9支社
東京都渋谷区代々木２－１－５

ＪＲ南新宿ビル 15Ｆ
電 話  03－5358－1709
携 帯  090－4376－6146

エグゼクティブ ライフプランナー

渡 邉 文 夫

祝　第59回 総明会 総会・懇親会

和食
東京シティ信用金庫新小岩支店前・定休日木曜日、第三水曜日

http://www.tamazushi.jp

著作権契約書なら

駒沢公園行政書士事務所

行政書士　大塚　大
（昭和60年卒　闘紺会）

柔道部OB
大田区上池台1-34-2
www.ootsuka-houmu.com

代表取締役  大 園 正 純（昭和60年卒  闘紺会）

59

今年も新世輝は、
幹事学年 紫誠会を
応援致します。

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 

（
小
浅
千
）

両国力士最中

TEL: 03（3631）5928
FAX: 03（3631）5919

59

紫 誠 会

川口市・蕨市のお部屋さがしは当店へ

代表取締役 田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（硬式野球部OB）
〒335-0002 埼玉県蕨市塚越２－３－１
電 話　０４８－４４１－８５８３
hks8583@warabi.ne.jp

株式会社 八光商事

不動産売買 仲介 管理

感性豊かで高品質なカットソー製品を
新しい切り口でご提供致します。

株式会社
ティアンドティ

代表取締役　安川琢哉
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

東京都江戸川区北篠崎2-3-23 
電話 03-3677-1801

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 

（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

代表取締役  郡司 晃浩
硬式野球部OB

株式会社 グンジ
建設資材・建築金物・錠前・電動工具・
作業工具・エクステリア等の販売

〒340-0031
埼玉県草加市新里町 1192-1

TEL 048-927-2643

代表取締役  土 田   正 昭
                 （昭和61年卒 新世輝）

𠮷
野
正
敏

変わらぬ伝統の味

創業 明治12年厳選したこだわりの素材

絶品の玉子焼き

共栄衡器株式会社
計量システム・計量機器の総合商社　ハカリは共栄

代表取締役　大森規雄（昭和６１年卒）
東京都足立区千住河原町45番6号
TEL.（０３）３８８２－８１０１（代）
FAX.（０３）３８８２－８１７２
https://kyoei-koki.com/

祝 第59回 総明会 総会・懇親会祝 第59回 総明会 総会・懇親会
昭和63年卒同期会昭和63年卒同期会

しょうわぼしんのかい
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岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル301   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所

ご予約 044-788-5757
神奈川県川崎市高津区久末 402

ピッツェリア ロベルティーノ

昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡

ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席
ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席

お持ち帰りもできます！お持ち帰りもできます！
http://pizzeria-robertino.com/

〒116-0012　東京都荒川区東尾久1-1-6
電話 03-3895-9494　FAX 03-3809-7779
http://www.yamashitashoji.jp

代表取締役　山下征隆
（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

歴史研究部　宅地建物取引士

2級ファイナンシャルプランナー技能士

ポータルサイト未掲載の当社物件を多数掲載！！

クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター

 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-1-11 第一坂本ビル（4F・5F）
電話  03-5820-0741（代）　FAX 03-5820-0742（代）　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾﨑博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

弁護士 三神光滋 （水泳部OB）

〒102-0084 東京都千代田区二番町４番地３
 二番町カシュービル7階

TEL 03-3511-1111　FAX 03-3511-0222
mikami@nomotolaw.com

野本・吉葉法律事務所
（麹町　日テレビル前）

昭
和
63
年
卒

火曜定休（その他不定休あり） 営業時間

平日　12：00～13：50分／16：30～20：50

土曜　12：00～13：50分／16：00～20：50

日祝　12：00～20時20分

※ご来店の際は「総明会」とお声掛けください。

都営地下鉄 大江戸線 新宿線「森下」下車

https://www.e-minoya.jp

電話　03-3631-8298
ば  に  く   や

バスケット部OB
改元会（平成元年卒）

代表取締役 小柳貴裕

東京都墨田区東向島6-25-13
TEL. 03-3617-6683
FAX. 03-3610-1299

有限会社 三 友 金 型
ゴム金型 設計・製作 短納期対応

横浜でエクステリアのデザインから施工まで
横浜の中心部に、スピーディな生コンの供給

代表取締役 小川和弘
 （平成元年卒 平成改元会）

日本産業規格表示認証工場
高強度コンクリート大臣認定取得

横浜市保土ヶ谷区宮田町2-155-10
TEL：045-332-1411（代）
FAX：045-335-2421 https://ogawa-yokohama.com

人 と 緑 を つ な ぐ人 と 緑 を つ な ぐ 自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。
自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。

〒153-0064 東京都目黒区下目黒３丁目８番５号
TEL. 03-3716-3221  FAX. 03-3716-3226

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

紫 誠 会
応援してます!!

祝 第59回総明会
総会・懇親会

平成改元会（吹奏楽班OB）
総明会総会委員長
株式会社嶋田プランニング
代表取締役社長　嶋田 剛久

祝第59回総明会総会・懇親会開催 

桜井　敦、桑名　徹、木下英樹
松尾健司、川辺康二

平成２年卒（明愛会）
硬式野球部ＯＢ一同

明高出身 明治大学体育会
アメリカンフットボール部ＯＢ有志

祝59回 総明会 総会・懇親会

村嶋 健児
（Ｈ元年卒　「平成改元会」 　硬式野球部）

嶋田 剛久
（Ｈ元年卒　「平成改元会」　吹奏楽班）

祝第59回総明会総会・懇親会開催 

平成元年卒（平成改元会）
硬式野球部ＯＢ一同

田中博樹、村嶋健児、澤村大樹、篠田守建
美濃部健太郎、筧崇彦、吉井昭、四手宏尚
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倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

不動産売買・仲介・管理不動産売買・仲介・管理
太明地所株式会社太明地所株式会社
代表取締役代表取締役浅倉太明浅倉太明
（平成３年卒　スキー部）（平成３年卒　スキー部）

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
59

JR柏駅前東口にて営業中！
柏マルイ館・ファミリかしわ1階

日本酒を試して選べる専門店

合資会社日本屋
平成 2年卒

明愛会 鈴木宏房

Twitter
@NIHONYA

平成2年卒　明愛会　歴史研究部OB　石渡浩司

太鼓・神輿の新調・メンテナンスの際は、是非当店にご相談下さい

東京都台東区元浅草2-10-10  Tel. 03-3843-3335  e-mail : nanbuya56@nifty.com

太鼓・神輿・祭礼具・神具の製造販売

創業元禄二年 南部屋五郎右衛門

楽天　南部屋五郎右衛門

〒111-0054  東京都台東区鳥越2-10-15
TEL. 03-3866-6311  FAX.03-3866-6302

代表取締役　小林 健太郎 （平成3年卒）
MAIL  info@kobadenn.co.jp

建築物を彩るイルミネーションなどの
工事を手掛けるのが､私たち｢小林電装｣です

（平成３年卒 明仁会）
税理士 坂田　覚

〒173-0004
東京都板橋区板橋3-41-3 
都営三田線「板橋区役所前駅」徒歩6分

TEL 03-3962-6164

坂田税理士事務所

（平成 3年卒 明仁会 ）

取締役  青木貴史

〒171-0033
東京都豊島区高田 3-10-21 東宏ビル

TEL. 03-3200-1370
Takashi.Aoki@toko-shoji.com

有限会社 東宏商事

代表取締役  櫻井　崇
（平成3年卒 明仁会）

川崎市川崎区日ノ出2-16-1
TEL  044 (266) 8111

不動産管理・賃貸業 有限会社 明克

https://www.meikoku.co.jp

日本蕎麦堀留町

東京都中央区日本橋堀留町1-11-7

TEL ０３（３６６１）４４８８

藤﨑 信
（平成3年卒　バレー部）

尾張屋
（平成3年卒 明仁会）
弁護士 栗田　隆

Law Office SORA

法律事務所 空

東京都千代田区神田神保町2－2
新世界ビル601号室   〒101-0051
TEL 03-3556-3035  FAX 03-3556-3036

kurita.t@lawoffice-sora.jp

東京都中央区八丁堀4-2-10
BRICKGATE京橋3F

TEL 03-5542-0137  FAX 03-5542-0138
E-Mail   t-idesawa@aojtax.or.jp

いでさわ たかひと
代表社員 出澤 貴人 H3卒

AOJ税理士法人

税理士・不動産証券化協会認定マスター

https://aojtax.or.jp

顧問契約・SPC業務・各種アウトソーシング

 

太平洋セメント株式会社特約店
生コン・壁材料・左官工具及機械

有限会社 福田商店

東京都墨田区押上2-7-8
TEL 03-3625-3309
FAX 03-3625-8395

代表取締役  和田康正
（平成5年卒・バスケ部）

株式会社さくら航産

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2
須田ビル3F
TEL 03-5472-7400
FAX 03-5472-3500

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 

建設・不動産駿台会
有志一同

建設・不動産駿台会
有志一同

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

平成 4年卒  同期会

祝　第59回 総明会 総会懇親会

快汗、どすこい塾

寺土　博昭／浦　　和正／大山　　聡
栗生　孝雄／佐々木敦史／福田　浩茂
藤井　広之／牧野英太郎／森　　直樹

平成4年卒（快汗、どすこい塾）

硬式野球部OB

東京都千代田区神田佐久間町3-28
星野ビル5F

電話 03-6240-9760
y.takahashi@step-pat.com

STEP国際特許事務所
代表 弁理士　高橋  豊
（平成6年卒  隆明会  物理部OB）

有限会社 大野商店下町の小さな飾り屋さん
髪飾品製造卸

代表取締役 大野光照 平成4年卒
快汗、どすこい塾

下町の小さな飾り屋さん
amazon店

BASE店

たま～に更新してます
Instagram〒111-0054 東京都台東区鳥越2-7-12

TEL & FAX 03-3851-9929

株式会社 東京コンテンツラボ株式会社 東京コンテンツラボ

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

高木征太郎（平成5年卒）高木征太郎（平成5年卒）
代表取締役／プロデューサー代表取締役／プロデューサー

クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作
クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

ペリカンパン売っています

藤田商店
東京都台東区浅草橋 3-27-13

TEL 03-3851-1558

祝　第59回 総明会総会・懇親会

頑張れ！！　紫誠会

平成6年卒同期会 隆  明  会

〒340-0823 埼玉県八潮市古新田 797-1

http://rrbocj.jp/
mail: rrboc_j@yahoo.co.jp 

理　　事　寺坂 光正（昭和48年卒）

事務局長　山﨑 政彦（平成8年卒）

Rolls-Royce and Bentley Owners’ Club of Japan

明治大学体育会ラクロス部OB一同

平成2年卒　坂入 洋人
平成3年卒　佐久間 進、中山　将、山本 英二、山口 一郎
平成4年卒　大山 建次、木下 泰之、森田 慶次郎

祝 第59回 総明会総会・懇親会開催

祝
第 59 回総明会
市川市役所
明治高等学校
卒業生有志
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旧雨会の皆さま、83歳を迎えてお元気ですか。
2019年4月13日、 音 楽ビアプラザ・銀 座ライオンにて開 催 以 来

Covid-19災禍の中、「旧雨会」も4年間開催を見合わせているのが
現状です。本年度聡明会会報を担当する平成8年卒「紫誠会」の活
動テーマは「再会・再開」〜誠、明治の人なり!〜」となっております。

我 は々、平均年齢寿命を超えて、今年で83歳。よく生き延びたと思います。掲載写真は44年卒の栗田氏が協力を申し出てくれて、撮影した懐かしい
写真です。同期のアントニオ古賀と息子さんがラテン音楽を熱演しくれました。皆さんの笑顔を考えると、来年こそはテーマである「再会・再開」を果たし
たい。旧雨会の役員も高橋直美、小林功明、福島正太郎、岡崎安彦さんも逝去して当時7名いたメンバーも3名になってしまいました。会長の私と、副
会長希代章、幹事長小林茂弘はこの猛暑の中 “カラ元気” で頑張っております。

「旧雨会」につきましては2015年磯時男会長から引き継ぎ、永久名簿などの作成と会費、通信費削減などの目的で寄付金を募集して107万円多大
な寄付金をいただきましたが、現在は50万円ほど残っております。次回開催が最後と思い切って使いましょう。2024年5月開催で「再開・再会」をお約
束いたします。旧雨会は「聞く耳」を持っています。意見などは下記宛に電話、Fax、メール、SNSなどで連絡ください。（2023年8月8日・記）

【明治高校昭和34年卒】旧雨会担当窓口  秋山義昭　連絡先：〠164-0011 中野区中央４－４２－５
Tel.Fax：03-3382-4187／メールアドレス：aki3583@gmail.com／Twitter handle name：Gongitune3

旧
き ゅ う う か い

雨会　昭和34年卒　秋山 義昭

第59回「総明会」開催おめでとう御座居ます。
3年ぶりの開催に御尽力頂いております紫誠会の皆様に心より感謝申し上

げます。31年卒の明楽会も4年ぶりの開催に会員一同楽しみに期待している
事と存じます。後期高齢の仲間入りをした我々にとって開催される事を待ち望
んでおります。

今年度は「明楽会」を、7月4日（火）竹橋にある「KKRホテル東京」に於いて開催致しました。
同期20名と、故土田饒君のご子息の土田正昭さん（Ｓ61卒新世輝）、町内会の神輿制作でお世話になった石渡浩司さん

（H2卒明愛会）、本年度幹事学年2名が集まり、明大マンクラによる古賀メロディなどの伴奏で華を添え、旧校舎近くの様変わり
を見つつ、此の4年間のコロナのブランクの中で多くの同志が他界され仲間の供養を偲びつつ思い出話に花が咲きました。

恩師も多数他界され寂しさも多くなりましたが、良き時代をふり返り話が弾みました。
古き時代明高中の在りし日を回顧して現役諸氏の御参加も期待して後々に創立以来の回顧を残し、伝えていきたいと会員一

同がんばっています。残り少ない余生をふまえつつ、今後の総明会の御発展を心より祈念致します。

明治高等学校昭和37年3月卒業生は「三七会」という同
窓会をもっています。

本年６月８日(木)明治大学紫紺館において、7年ぶりに
「三七会2023」を開催しました。我々がなんと傘寿！思えば
遠くにきたもんだ…とかいう歌がありましたが、光陰矢の如
し、紅顔可憐な美少年たちが、今や傲岸不遜なジジイに？

ともあれそれぞれ声を掛け合ってくれたおかげで総勢40名（うち会費出席１名）の旧友が集まり、大変盛り上がり楽しく懇親を
深めることができました。集まったメンバーは次の通り。存在の証明。

石井嘉一郎　　宇野　恒樹　　大澤　忠夫　　大塚　功夫　　大出　　宏　　小川　裕行　　金子　剛一
久我　舜亮　　黒田　秀俊　　桑田　照一　　小島　賢治　　小林　敏朗　　三枝　秀之　　澤田　輝夫　
島村　宏和　　清水藤太郎　　新名　光宣　　鈴木　敏央　　関島　輝和　　関　　泰忠　　染谷　秀夫　
宅美　貞夫　　徳田　建三　　中野　光雄　　中島源一郎　　夏目　元一　　西川　芳充　　土生　崇智　
早坂　忠彦　　林　　貞利　　福島　啓充　　細野　哲雄　　堀ノ内　彬　　松本　祐司　　三井田邦雄　
矢野　邦明　　吉田　信行　　依田　豊隆　　渡辺　一夫　　渡部　孝司

卒業60年　コロナ禍乗り越え再会、再開へ
昭和38年卒同期会「二年に一会」。会名どおり卒業翌年に立ち上げ2年に1回（平

成20年から毎年）令和元年まで一度も欠かさず総会・懇親会を開いてきた。だが
4年前に第35回を日本橋「東洋」で開催した翌令和3年春に新型コロナ感染拡大
の猛威。その秋には計画していたが、やむなく中止。半世紀超続けてきた「会」も
コロナ禍には勝てなかった。

喜寿を迎えた一昨年も終息が見えず開催断念。同期生には書面で近況報告を募り、「喜寿記念誌」を2年越しで昨年発刊した。
残念ながら編集作業半ば会長として纏め引っ張ってきた三浦昭生会長が急逝。完成した冊子を見ることなく寄稿された巻頭
言が遺稿となった。昨年10月に感謝とお礼を込め「三浦昭生さんを偲ぶ会」が開催され参列した（写真）。

本稿締め切り時に開催は未定だが、コロナが落ち着いた今、本年の総明会のテーマである「再会、再開」を4年のブランクを
乗り越え開催を目指す。泉下の会長も望んでいると思うし「二年に一会」は続けてゆく。私たちももうすぐ八十路、同期生は
まだまだ元気だ。最後に本年度幹事学年「紫誠会」後輩諸兄の運営、第59回総明会の成功を祈念し同期会報告とする。合わ
せて会の連絡先を記す。

事務局・連絡先  〒135-0005東京都江東区高橋14-20-801　関戸 淳一
TEL/FAX 03-3631-2008   Mobile 090-4390-9355  E-mail sekido-e@amail.plala.or.jp

老いたる馬は、道を忘れず
明駿会は、二年に一度開催するのが慣例でした。残念な

がらここ何年かはコロナのために開催することができてい
ませんでしたが、慣例から言えば今年が開催の年なのです。
久しぶりに明駿会を開催しようと声を掛けたところ、幹事
の中には体調を崩していたり、入退院を繰り返していたり
する人がいました。ゴルフ会等の趣味の会では元気な人も居りますが、今年度で全員は81才になりますので、代表幹事である加
藤眞義君や同期会の開催を引き継いだ山田和孝君からは、そろそろ今年の秋を最後の明駿会にしようではないかという声が上
がっています。

来年度には、もしかしたら、最後の明駿会の報告となるかもしれません。近年で多くの人が集まった明駿会は、写真の第20回
でした（7年前です）。この中には、元気で活躍している人も多いですが、鬼籍に入って人もいるのです。　　

明駿会は、午年生まれの会です。「老いたる馬は、道を忘れず」、長生きしている我々は、幕を下ろすべき時期がよく分かって
います。明駿会は、そろそろ幕を引く時かもしれません。

明
め い ら く か い

楽会　昭和31年卒　佐藤 健一三
さ ん な な か い

七会　昭和37年卒　福島 啓充

二
に ね ん に い っ か い

年に一会　昭和38年卒　服部 紀夫

明
めいしゅんかい

駿会　昭和36年卒　向殿 政男
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我 「々明潮会」会員も昨年で古希を迎えました。
私は６年ほど前に会社を退職し、現在は年金で自由気ままな生活を送っております。健康面では退職後入会したスポーツジムで毎朝２時間ほど汗を流し、週

末にはハイキングや山登り、時々旅行へ行ったりしております。おかげで現役当時より体重が１０キロほど減量し血液検査の結果もすっかり正常値に戻り、お陰
様で元気に過ごしております。

私の明治高校時代の思い出ですが、私は当時、港区芝白金にあった明治学院中学から明治高校に入学しました。高校入試の面接で先生から志望動機
を聞かれたところ、「中学と同じ明治で名前が似ており中学でよく明大付属と間違えられたので明治高校を志望しました」と真顔で答えたのですが先生は唯々
笑っておられました。よくこの様な志望動機で合格出来たものだと今になって恥ずかしく思っております。

そんな訳で明治高校のことをよく調べもせずに入学したものですから始めは明治の質実剛健の校風に中々馴染めず大変苦労しました。その後、徐々に明
治の良さが解るようになって、今では「やっぱり明治がナンバーワン」となりました。ちなみに私の長男と次男の名前は「剛」と「健」となっております。

高校２年の九州の修学旅行の時でしたが、たまたま明治大学が六大学野球で優勝したため急遽宿泊先の旅館で祝賀会を開き皆で校歌を斉唱して騒い
だのがとても楽しい思い出となっております。また阿蘇の草千里では何故か生徒全員で全力疾走をしたのも思い出されます。　

高校３年になり進学先をどうするか考えておりましたが、当時の私の学力では現役で難関国立大学の合格はまず難しいと判断し明治大学を内部推薦して
もらうことにしました。どの学部にするか悩んだ末、実学的で就職に有利と思われる商学部へ進学することにしました。

大学では中小企業論の授業で、日本の中小企業は全企業数の約９９％、全従業員数で約７０％あり日本の産業基盤を支えていることを知りました。将来就
職するならこの様な中小企業の役に立つような仕事をしたいと思い、政府系の中小企業専門金融機関である商工中金に就職することにしました。商工中金で
は大森支店、四日市支店、佐賀支店、浦和支店、独立行政法人出向、本店営業部と転勤し中小企業を金融面で支援させて頂きました。

最後に総明会の今後益々のご発展と会員の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

3年越しの宿泊総会再会に向けて
3年前、我々は「古希」を迎えました。「古希」とは、中国唐時代の詩人・杜甫の「酒債は尋常行く処に有、人世70年古来稀なり」

（酒代の付けは私が普通に行く所にはどこにでもある。しかし70年生きる人は古くから稀である。）が典拠だそうです。
そこで、「古希」を期に、宿泊を伴う総会を行うことになり、熱海温泉で老舗の旅館を営む同期の村田君の紹介で、同温泉の

懐石料理旅館を全館貸し切りで予約する運びとなっていました。ところが、コロナ禍の襲来です。旅館側には、コロナ禍が収束
した暁には、必ず利用する旨を約しキャンセルを了承していただきました。

それから3年が経過し、新型コロナは5類移行ととなりました。そこで、かねてよりの熱海での総会開催に向け、再度調整に入っ
たところであります。総明会の総会が開催される頃には、目処が立っていることでしょう。

減っても決して増えることのない同期の仲間との再会（遠足？）を楽しみにしている毎日です。

明
めいちょうかい

潮会　昭和46年卒　倉富 秀人

男
お と こ ざ か く ら ぶ

坂倶楽部　昭和44年卒　藁谷　豊

私共昭和４１年卒の「４１明友会」は団塊の世代で人数も多く受験の時も大変でした。

昭和40年の「第37回選抜高等学校野球大会」に出場したことが今でも忘れられません。
当時出場が決まって東京駅を出発する時は、皆で東京駅まで行って校歌を歌い、今では考えられない状態でした。
島田校長先生も御挨拶をして選手達も皆きちっとならんでお見送りをしました。これぞ『誠、明治の人なり！』の姿かと思います。
結果は第1回戦は田原本農業高校に勝って、勢いも出て第２回戦は岡山東商業高校に１対０で負けました。
岡山東商業高校の投手は優勝した平松選手で素晴らしい投手でした。

平松選手は後に大洋ホエールズに入って２００勝投手になりました。
我 の々会では『再会』するたび、選抜の時期になるとこの話が出ます。
いくつになってもいい思い出になっています。

４
よ ん い ち め い ゆ う か い

１明友会　昭和41年卒　廣瀬 準
『仲間たち』

朝、目を覚ますと何かしら歌を口ずさんでいる。散歩中、運転中、
ラウンド中も…どんな歌が飛び出すかは皆目検討がつかない。軍
歌や童謡もあり。でもほとんどは青春時代の流行り歌。最近はなぜ
か舟木一夫の「仲間たち」がよくかかる。他にも「学園広場」、「君
たちがいて僕がいた」、デビュー曲の「高校三年生」も…すると自
然に「獅子の会」の仲間たちの笑顔のスライドショーが始まる。

卒業してから数十年も合わなかった仲間たち。ある時母の治療
で行った浴風会病院で同級生の吉田先生はじめ、学生時代は怖くて近寄り難い比留間さんなど「通院仲間たち」と「再会」。そ
の日から交流が「再開」。今では亡くなった母に変わり自身が先生にお世話になっている。いつも薬の数や中性脂肪やコレステ
ロールの数値を競う愉快な仲間たち。3年前の総明会ゴルフコンペでは「最下位」どころか総合優勝。

やはり数値は低い方が良いようだ。年に数回の飲み会で見る仲間たちの笑顔と再会するたびに安堵と同時に有り余るほどの
元気をもらう。そして一人口ずさむ「みんな一緒にはなれずに行こうといった仲間たち」

獅
し し の か い

子の会　昭和45年卒　輪座 克彦

M41同期会　5年ぶりの再会！！
待ちに待った再会の時が来ました。2023年6月10日（土）午後1時よ

り紫紺館椿山荘にて2018年以来の開催でした。
参加35名が集合しました。はるばる名古屋・浜松・長野などからも

参集してくれました。さらに1組の夫妻での参加、イスラム教徒になっ
て22年の方や卒業後初めての参加（57年ぶり？）も何人かいました。さらにはリハビリを頑張っている方 も々いました。

皆さんの楽しみはそれぞれの近況報告を聞くことでしょう。
ヤジったり、感心したり、拍手をしたりなどそれぞれの反応をして昔を思い出せたことかもしれません。特に目立っていたのは部

活仲間との再会で、軟式野球部4名、フェンシング部5名など盛り上がっていました。
今回初めて総明会幹事学年（Ｈ8年卒）紫誠会のメンバー3名の飛び入りがあり、11月25日（土）の開催案内・寄付受付・グッ

ズ販売など活躍してくれました。また集合写真・スナップに大忙しの後輩カメラマン（44年卒・栗田さん）にも感謝です。
次回は、2年後の2025年6月初旬を予定しています。また元気に会えるのを楽しみにしたいと思います。
幹事団：朝貝省吾・伊藤謙一・倉又光仁・後藤孝男・佐藤茂和・町田菊男・村西一郎

M
えむよんじゅういち

4 1   昭和42年卒　伊藤 謙一

昭和39年卒同期会は、同期会の39会と生徒会本部のOB会一一七会が一
緒になって今の形があります。39会は3〜4年に1回開催されていて、一一七会は
毎年正月に新年会を卒業以来ほぼ毎年開催してきました。

どちらの会も開催場所は同期の北村君の経営するレストラン日本橋東洋です。
東京のど真ん中日本橋1丁目に位置する最高のロケーションにあります。

明治高校、明治大学関係の会も多数開催される老舗のレストランです。数年
前より一緒にしようということで、単純に二つの名前を付けた同期会の名前になりま
した。

昨年ようやくコロナも終息して、丁度、わが学年が77歳になるということで、盛大に喜寿を祝う会を開催する予定にして準備もしていたので
すが、たまたま昨年、熱心だった同期会の二人のメンバーが急逝したり、開催場所の社長の北村君が緊急入院したりと様 な々要因が重なり
本年の11月に延期となりました。今まで50歳到達記念、還暦、古稀と節目節目で盛大に開催してきたのですが非常残念でした。

写真はコロナ直前20年1月にレストラン日本橋東洋の日本料理「畔居」で開催した一一七会新年会の時の元気な同期の写真です。
まだまだ元気の続く限り、傘寿、米寿、卒寿、白寿と39会＆一一七会は続きます。

三
さ ん き ゅ う か い ＆ い い な か い

九会＆一一七会　昭和39年卒　佐藤　仁
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あの頃、君は教室のどの辺に座っていましたか？ もうずいぶん時が経っているので、記憶も曖昧になっているかもしれません。
僕たちが中学に入学したのは１９７３年（昭和４８年）。中学１年の頃はまだ、みんな坊主頭で、体育館の床には所々踏み抜かれた

ような穴も開いていました。けれど、気が付くと長髪が解禁になり、新しく広い体育館や視聴覚教室も完成していた。それまでフラン
ス国外に持ち出されることはないと言われていた「モナリザ」を上野に見に行ったのもこの頃です。

高校入学は１９７６年（昭和５１年）。おとなしく授業を受けていると、廊下から詩吟の声が響いてきたり、外国人講師が持ち込ん
だ無修正の雑誌で大騒ぎになったりもしました。修学旅行は青函連絡船に乗って北海道に渡り、帰りはブルートレインの寝台車でし
た。最近、神田神保町界隈を歩いてみたら、よく行ったカレー屋や洋食屋、パン屋は見つからず、かろうじて天丼屋だけは残っていま
した。今年の明誠会の同期会は１０月１４日（土）明治大学紫紺館椿山荘で開催します。前回の同期会は４年前だから、まだみ
んな還暦前でしたね。アイツは今どうしているのかなあ？外国に住んでいるヤツもいるらしい。もし、アイツに逢えるなら、参加してみる
のも悪くないかもしれませんね。

「2023年第18回明誠会（明治高等学校第31回昭和54年卒業）同期会」
　日時：2023年10月14日（土）18：00～20：30　場所：明治大学紫紺館椿山荘　６階「ラウンジ明治」
　URL：https://www.meiji.ac.jp/koyuka/shikonkan/
　問い合わせ先：canecoyou@gmail.com（2020-2023年同期会幹事　金子由紀夫＆黒須康之）

明
め い せ い か い

誠会　昭和54年卒　金子 由紀夫

「再会」または「再開」について考えたこと
新型コロナウイルスが蔓延したために、同期会などの会合が中止を余儀なくされて

約3年が経ちました。
それまでは年1回は同期会を開催しておりましたが、未知の病原体を前にして、還暦

を過ぎた身には、（若いつもりでいましたのに）医師からの「年齢を考えてくださいよ」の
言葉が重くのしかかり、残念な決断をせざるを得ませんでした。

最近は、同期会などの会合の開催へ前向きになりつつあります。ただ、残念ながら、今年の同期会は、準備の都合上プチ同期会として7
月21日に開催いたしました。参加者は8名でしたが、それでも久しぶりの再会だったこともあって話題が尽きず、あっという間に時間が経ちま
した。

その際に、来年3月で私たち全員が65歳になることから、来年の同期会は古希を目指しての節目（65歳）の同期会にしたいという話にな
り、（今日いない同期を含めて）皆で準備していこう、という話になりました。よろしくお願いいたします。

先日、テレビドラマを視聴していましたら、「我々凡人は、時々足を止めて振り返ってみないとね。大事な思い出にカビが生えちまう」という
セリフに巡り合いました。今年のテーマは、『再会』、『再開』ということです。大事な思い出にカビが生えないように、私たちも、懐かしい顔と
の再会、同期会活動の再開を目指して頑張っていきたいと思います。

編集担当者（幹事学年）様のご好意で、提出を延ばしていただきました。心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

男
だ ん し こ う こ ん じ ょ う ぐ み

子校根性組　昭和52年卒　大西 静士郎

昭和51年卒の同期会である明々会の総会・懇親会は、本年7月8日
（土）、上野の中華「蓬莱閣」に32名が集まり、盛大に行われました。
この会場での開催は新型コロナ前の令和元年以来4年ぶりで、今年の
幹事学年「紫誠会」が掲げる「再会・再開」を果たした、という雰囲気
でした。

さて、今年は、我々同期にとってとても嬉しいことが二つありました。一つは、同期の井家上哲史君（本年3月まで総明会会長）
がこの4月に明治中学高校の校長に就任したこと、もう一つは、同期の山田真也君がこの夏に硬式野球部監督に就任したこと
です。歴史と伝統を誇る明治中学高校の校長と栄えある硬式野球部の監督に、同期のメンバーがほぼ同時に就任するというの
は夢のような出来事であり、総会というよりも祝賀会という感覚で大いに盛り上がりました。この両名の就任スピーチも、明治
中学高校の発展と野球部の活躍を期待させるものであり、ひょっとしてこの二人がいる間に甲子園に行けるのでは、という夢ま
で見せてもらいました。

もっとも、おめでたいことだけではなく、やはり65歳を超える年齢になってきたので物故者（判明者のみ）も散見されることか
ら、皆で黙祷を捧げました。総会に出席して再会できる幸せな同期が、来年はもっと多く集まることを期待しています。

明
め い め い か い

々会　昭和51年卒　萩原 秀紀　

チータとの出会い
50年以上前の話である。小中学校を埼玉県で伸び伸びと過ごした私は当時10倍を超える競争率を勝ち抜いて、明治大学付属

明治高等学校に入学した。当時の明治高校は男子校であり、お茶の水にあった。いわゆる新高（高校からの入学組。中学からの
持ち上がりは旧高と略す）としての初めての体育の授業の話である。 

初回の授業は教室で行うとの話だったので、 教室で待機していたのだが何故か旧高の人達は緊張感を漂わせており、いつもと違
う雰囲気が充満していた。教師が入って来た。 伝説の体育教師、松枝正弘氏 （以下あだ名のチータと略す）である。チータは教
室内を見回し、 生徒を睨みながら、「出席を取る」 と言った。 
チータ：秋元！　秋元（新高）： ハイ　チータ：声が小さい！秋元！　 秋元：少し大きな声で ハイ　チータ：まだ声が小さい! 秋元！  
秋元：更に大きな声を振り絞りハイ！　 チータ：井波！　井波（新高）：ハイ　チータ：声が小さい！井波！　井波：大きな声でハイ！ 
チータ：上野！　上野（新高）：甲高い声でハイ！　 チータ：声が小さい！上野！　上野：やはり 甲高い声でハイ！ 

するとチータは教壇を降りて上野の前に来ると、右手で上野のほほにビンタ一発、返す左手で逆のほほに一発。いわゆる往復ビンタ
である。ちなみに彼は遅い変声期の最中であり、腹の底からのドスのきいた大きな声は出せないでいたのである。私は当時、返事が小
さいだけでビンタをされるとは、なんという学校に入ってしまったのだろうかと思ったものである。 

それが伝説の体育教師チータとの最初の出会いであった。尚、卒業までに私もビンタの洗礼を受けたことは言うまでもない。

明
め い し か い

紫会　昭和50年卒　金子　滋

第59回聡明会開催にあたり紫誠会の幹事の皆様ご苦労様です。私も幹事学年の際は
広告、寄付担当でしたので当時は大変苦労したことをよく覚えてます。

私たち翼明会の名前の由来は49年卒業の49を翼の読み方ヨクにかけたものです。最近
の活動としてはいくつかのグループで不定期に会食やゴルフコンペなど行っております。

粟野君（先生）の退職に併せて大前君や谷田君と慰労会を開催しました。ゴルフコンペでは山田君が幹事になり下田君、佐藤君、
井上君、谷田君、坂巻君、冬野君、石田君、坂上君、澤柳君、小暮君が参加し切磋琢磨しております。特に佐藤君は最近スコア
110を切り目覚ましく成績を上げております。下田君と佐藤君は聡明会のコンペに参加して優秀な成績を残したと聞いております。今
回の同期会（写真）に参加したのは坂上君、鴨下君、佐藤君、井上君、下田君、吉田君です。吉田君はかつてのアイドル小林麻美
さんと食事をしたと写真を見せてもらいました。流石元アイドルいまだに綺麗です。

同期会で必ず話題になるのが松枝先生の話です。雪の降る日にパンツ一丁、裸足で校庭を走らせて裸のままで長い説教、いつも
竹刀を持っていて竹刀でパンツの中を覗いてかき回す。中学生の時は坊主頭だったので叩かれると痛くて痛くて竹刀が折れるまで叩
かれることもありました。暴力先生は他にもいて生物の赤松先生も殴って耳から血を流した生徒もいました。明中、明高時代の話は盛
り上がります。最後に聡明会会員の皆様のご健勝と事業の益 の々ご繁栄を祈念いたします。

翼
よ く め い か い

明会　昭和49年卒　川東 明夫

四七四七同志酔会会員も70歳の古希という節目を迎えます。生きてきた70年の経験は貴重な経験であり、この経験のなかに先
輩方より受け継がせていただいてきた明高の歴史があり、さらに次世代の後輩達に受け継がれていく歴史があると思っております。普
通にAIを使い、専門的な仕事までAIに変わりつつある現在、私事で申し訳ありませんが、AIが描いた設計図書も一般的な建物で
あれば、工事に支障なく建物完成まで至ることでしょう。

そのなかからさらに一工夫を加えたり、全体のバランスを考えたり、他の業態
との連携を模索したりすることが求められるのではないでしょうか。

これからも経験豊かな先輩方、後輩の皆さんとともに、このような貴重な経
験を次世代に継承していくことができればと想っております。70歳という節目
の歳ではありますが、気力、体力の維持に努めていけば、総明会のメンバーと
歓びをともなってミッションは続いていくことになるでしょう。

結びに総明会のさらなる発展と幹事学年「紫誠会」の奮闘、そして我ら
四七四七同志酔会会員の益々の活躍を祈念いたします。同期の古希の祝
いは、晩秋のころ予定しております。

四
よ な よ な ど う し よ う か い

七四七同志酔会　昭和47年卒　戸張　毅
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先日、明輪会の懇親会に出席しました。
3人目の孫が出来たとか、新しいビジネスにチャレンジするとか、色々

あって早期退職して次の準備中とか、トップまで登り詰めたのに病を患っ
た気の毒な同期とか、歌を愛して止まないとか、話は尽きません。

陰キャの自分が、中学高校時代一言も話したことのないヤンチャな同
期と酒を交わすと不思議と話が弾んだりします。あんなに尖っていたのに、丸くなった同期もいました。明治って、個性的でクセが強い
けど一家言もった地頭のよい連中の集まりなんだなぁと今更ながら感じ、色 な々思いが錯綜した不思議な呑み会でした。

中学高校時代はメンタルモデルを作る時期だったようです。勉強ばかりでなく、個性的な先生・先輩に厳しく躾けられ、優秀な同期
後輩から影響を受けたようです。同じ空間に居ただけでない仲間だからこそ、こうやって会が続いていると確信しました。

はやいもので13年前に明治中学に入学し、パパは本当に明治に行ってたの？とバカにしていた娘も今年結婚します。来年は還暦。
社会的な使命を全うする時期に近づいてきました。比較競争しなくてもよい歳に近づいているのですから、昔の恥ずかしい思い出は
蒸し返さないで、同じ船に乗っていた仲間と酒を交わすのも、乙なことだと思います。

明輪会で会いましょう！（明治白駿会宮下会長のパクリ）

明
め い わ か い

輪会　昭和58年卒　遠藤 憲治
今年の春よりコロナ感染症が5類に引き下げられたおかげで、今年の新世輝

同期会は人目もはばからず７月８日に開催されました。感染症拡大の年には流
石に開催は出来ませんでしたが、その後事務局長土田正昭君の苦労もあり何
とか一年に一回の同期会を継続して来られました。

本年参加者は柴田幹治先生、本年度幹事学年紫誠会から２人合わせて
２０名、と最盛期の参加者からしてみると寂しい気はしますが、それでも年に一度、久しぶりに顔を合わせ、酒を酌み交わしながら楽しい
ひと時を過ごすことができました。

本年度幹事学年と我々新世輝では１０年の差があります、同期会の最中彼らのグッズ販売を見ていましたら、１０年前先輩方の同
期会におじゃましてグッズ販売をしていたことを思い出しました。

１０年もたつと色 と々変化はあるのですが、我 の々アイコンともいうべき当代実行委員長の鵜飼友義君が急逝してから一年が過ぎまし
た。還暦も数年後に控え、酒の話題も自然と健康のことなど出てくるような年頃になってきました。湿っぽい話が嫌いな鵜飼のためにも、
皆が楽しく集まれる同期会を続けるためにも、健康に注意していこうと思い楽しい時間は終わりました。

最後になりましたが、今後の紫誠会の活躍と、総明会のご盛会をお祈りいたします。

新
し ん せ い き

世輝　昭和61年卒　池田　曜

「コロナ禍」。ご多分に漏れず、当会もこの丸三年、集まることさえでき
ず。フェイスブック等のSNSを介して、同級生の活動等を知ることはでき
るものの、すべての人が登場するわけでもなく、何となくもどかしく月日が経
ちました。その間、悲しい知らせも。あと2年もすると「還暦」と言われる
年になるものの、それを前に、鬼籍に入る人もいました。やはり同窓会は
誰のためではなく、我々のためのものであり、人とは会える時に会うと思うこと然りでした。

総明会の活動に目を向けると、幹事学年を務めたのは11年前。10年ひと昔を超えています。個別に運営のお手伝いをしてい
た方々の多くは次世代にバトンタッチ。そのような中、ゴルフ好きの面々が総明会チャリティゴルフにて昨年、本年と連続して団体優
勝。個人の成績でも優秀であるとの報に接し、うれしい便りでした。

また、遠方の友の上京に合わせて飲み会を開いたとの報告もありましたので写真をご覧ください。誰だか分かりますか？　もう、
なぞなぞですね。
「友　来たる」
世の中がコロナ禍前に戻り、大勢のインバウンド外国人が来日する中、同期会の集まりの復活に向けて歩みを進めたいと思います。

闘
と う こ ん か い

紺会　昭和60年卒　鈴木 重之

2023年6月17日（土）、池袋にて4年ぶりの同期会を開催しました。約
30名の同会が集まり久々の飲み会となりました。久し振りに会っても
話すことはあまり変わらないんだなと思いました。

そろそろ身体の衰えや、持病の話しが増えてきたような…。
段々こんな話しが増えていくのでしょうか？
幹事学年の時に集まって、早や13年、同期会がここまで続くとは思っ

ていなかったのですが、毎年元気な顔が見られ、たわいのない話しをす
るのは、ホッとするし、なんか嬉しいですね。健康に気をつけて、毎年続
けていきたいものです。

二次会は、大きな部屋を借りてのカラオケとなりました。勿論、親父の懐メロ合戦です。
しかし、みんな仕事のお付き合いとかで磨かれた、いい技を持っていました。
きっとこの技を使って、お客様を大いに盛り上げているのでしょう。年期が入った素晴らしい技を沢山見せていただき、大爆

笑の二次会でした！！　来年が楽しみです！！

明
め い し ん か い

心会　昭和59年卒　島村 武史

「還暦の『明魂会』を開催！」
還暦を迎える今年、我 「々明魂会」は、6月24日（土）に、コロナ禍を経て4年ぶ

りの総会・懇親会を開催しました。有志による江戸総鎮守「神田明神」参拝のの
ち、明治大学アカデミーコモン1Fの「カフェパンセ」に27名が集い、中学高校時
代の懐かしい思い出話や近況を語り合いました。卒業以来、初めての参加者も
いて、いつもながら「一瞬、誰かな？」と思っても、一言交わせばすぐに“花の明高
生”時代に戻る面々でした。懇親会では、恒例の「1分間近況報告」で全員がマ
イクを持ち、家族や仕事の様子を聞いて、「へぇ〜」の声が多くありました。

60年の人生の重みも実感するとともに、残念ながら、還暦を迎えられずに鬼籍に入った同期にも思いをはせました。幹事学年
「紫誠会」からは2名参加いただき、グッズ販売で、総明会総会の開催に向けた貢献が少なからずできたものと思います。最後
に、我らが矢島リーダー長のもと、声高らかに校歌を斉唱して、来年の再会を誓うとともに、「我ら『明魂会』が『総明会』の輝かし
い未来にために、これからできることは何か模索していこう」という声に一同が賛同して、幕を閉じました。このままコロナ禍が落
ち着いて、「総明会」総会が盛会となるよう祈念しております。

明
め い こ ん か い

魂会　昭和57年卒　菊池 正純

～還暦祝を迎えて～
幹事学年となってから15年余り、我が同級生も還暦のお祝いを迎える歳になっ

た。昨年の初めくらいから蓬田会長を中心に実行委員が選ばれ何回もの打合
せ（飲み会？）をしながら準備をすすめてきた。そしてついに令和5年2月11日、幹事学年以来最大のイベントとなる「明翔会 還暦パー
ティー」が盛大に開かれたのである。その内容は順番に

①男坂・旧校舎での記念撮影　②神田明神の昇殿参拝　③東京ガーデンパレスでの立食パーティー
という充実したものであった。各参加者は来られるイベントから参加してもらい、最後の立食パーティーには50人近くの同期が参集

し大いに盛り上がった。鴨下君の司会のもと蓬田会長の挨拶・乾杯に始まり参加者全員の出席点呼、鈴木（望文）元会長の中締
め、校歌斉唱、記念グッズでもあるCapを被っての記念撮影と進み2時間余りが瞬く間に過ぎていった。二次会は近くの居酒屋に場
所を移したのだがそこでも30名を超える同期が参加してくれた。その後は各自思い思いに夜の帳に消えていったのは言うまでもない。
準備の段階ではコロナの状況も不透明で紆余曲折もあったのだが今では本当に実施して良かったと思っている。

明翔会の皆さん、これからも毎年「懇親会」は実施するので是非出席してください。そして10年後「古稀のお祝い」でまた盛り上
がろうね…！

明
めいしょうかい

翔会　昭和56年卒　寺村 一義
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最近では、同期の仲間が集まるイベントが徐 に々増えてきました。懐かしい話に
花が咲き、昔話に笑いが絶えません。今年は私たちも50歳を迎える年です。時の
流れを感じる反面、元気にやっている様子がとても心強く感じます。

今回の総会懇親会では、お互いの近況報告や、これからの人生の計画など、
盛り上がる話題がたくさんありそうです。各々がそれぞれの道を歩んできましたが、
心のつながりはいつまでも続きます。以上のように、私たちの同窓会は、様 な々思い
出と共に、今もなお続いています。これからも大切な仲間たちと共に、楽しい時間を過ごし、さらなる交流を深めていきたいと思います。

…はい！「快汗、親方」こと小畑です。前の段落まではAIに書いてもらいました。便利な世の中ですねえ。「だけど味気ないです
よねえ」…っていうほどでもないのが怖くもありますよね。キーワードは入れているのでね、まるっきり投げたわけではないのですけど。

そして紫誠会の皆さん、幹事活動ご苦労様です。我 の々代で途切れていた懇親会の復活を喜ばしく思います。あと数ヶ月、満喫
してくださいね。では最後に、AIによる「快汗、どすこい塾」の由来についてです！

「快汗とは、相撲の汗をかくことを意味する言葉で、どすこいとは、相撲の勝利を祈る掛け声です。この二つの言葉が組み合わさっ
て、快汗、どすこい塾という塾名になったとされています。」　※間違ってます。詳しくは過去の「紫紺の詩」をご覧ください。

快
か い か ん  ど す こ い じ ゅ く

汗、どすこい塾　平成4年卒　小畑　啓

人は何故、同窓会に行くのだろう…。
盛況、と言ってみたところで参加者は毎回せいぜい20名強、それだって恩師や幹事

学年を含めての人数だったりする。そもそも、来るメンツだって、代わり映えはしない。出
てくる話題だってそう。結婚から子育てを経て、50代に届いた昨今は、そこに持病の
話題が加わった位。とっておきの持ちネタを話す風情のアイツの同じ話を聞くのは、もう何回めだろうか。

けれどもね…。この年になって、何を遠慮することもなく、無防備の丸腰で話が出来る場なんて他にあったりするだろうか。それに、昔話ばかりを
しているわけでもない。来月のゴルフの約束をしているグループもあるし、そもそもコイツとコイツは学生時代にそんなに仲良かったっけ？と新たな関
係が出来ていたりもする。会が終わればさっぱりと、またな！と言って三々五々帰途につく。当たり前だけど、これから新しいメンバーが増えることはあ
り得ないから、やっぱり仲間は大切にしなくちゃ、なんて言って。ということで、我 は々次回もまたいそいそと、同窓会に行くのだ。と長 と々能書きを垂
れましたが、さる7月22日（土）恩師・北村先生と幹事学年紫誠会のお2人をお迎えして、今年の明仁会が無事、執り行われた次第です。会の
内容はまぁ、上記の通りなのですが、久しぶりに会う同期はみな元気でありました。今年は総会・懇親会も通常開催とのこと、4年振りの「再会」
を皆さん心待ちにしていることと思います。幹事学年をつとめて下さった紫誠会の皆さまに心から感謝いたします。その活動が実を結んでいます
様に。

明
め い じ ん か い

仁会　平成3年卒　山口 一郎

明愛会は、幹事学年前年の2016年から続いていた
イベントが、コロナ影響により暫く出来ておりません…昨
年8月にやっと同期会をやろう！と案内をし、店まで決め
たもののコロナ第7波の影響で延期となってしまいまし
た・・・やっと再開された懇親会有りの総明会イベント、
今年5月開催「総明会チャリティーゴルフ」には4名（神
保・小山・斎藤康弘・堀江<旧制松尾>）の明愛会ゴルフ部員？が参加、見事団体2位となりました！そしてやっと9月には、4年振り
の同期会を開催します！（今原稿に間に合っていませんが）。

徐々に以前の活動が戻って来て嬉しい限りです。暫くの間、誰もが「明治中学・高校時代の話題ロス」に寂しさを感じておりま
したが、何人かが集まれば、一緒に過ごした当時の逸話ばかり、同じ話を何度聞いても飽きない程充実したMEIJI生活を送っ
ていたと、つくづく感じております。

明愛会メンバーは今年52歳！そろそろガタが来る身体にムチを打ち、同期のお店へランチ・呑みに行き、大学ラグビーを観戦し
たりと、やっぱりMEIJIが好きな私達は、明愛会の仲間・先輩後輩を何より大事にしております。頑張れ、紫誠会！！ 

明
め い あ い か い

愛会　平成2年卒　今泉　仁

総明会の幹事年（昭和戊辰の会）を機に毎年同期会が開かれるようにな
りましたが、その後、コロナ直撃により同期会のない空白の3年間が経過しま
した。

しかし、そんなコロナの間にも、私は多くの同期の仲間と様々なカタチで再
会しました！私がコロナに感染してホテルで10日間の隔離生活をしていたとき
のことです。唯一部屋から出ることが許される1日3食のお弁当を1階ロビーに
受け取りにいつもの通り下りエレベーターに乗ったところ、どこかで見たことの
ある後ろ姿の隔離生活者が前に立っていました。エレベーターを降りるときマスク姿のその顔を見たところ、なんと同期の総明会委
員長だった安川君だったのです。隔離生活でのまさかの同期との再会でした。

その2カ月後、コロナが少し落ち着いたとき、同期の小柳君と3人で「コロナの会」と称した飲み会で再会・生還を喜び合いました。
他にも宮城県在住の光岡君、イタリア料理店の安斎君、税理士の岡崎君、コンサルタントの澤井君、不動産の山下君にもコロナの
間に再会、公私に渡りお世話になりました。そして今年6月24日、4年ぶりに小規模ながら同期会が開催されました。総明会の絆で人
生後半戦を存分に楽しみたいと思います。写真は川崎市高津区久末のピザが美味い同期の店、ピッツェリア ロベルティーノ。

昭
し ょ う わ ぼ し ん の か い

和戊辰乃会　昭和63年卒　諸井 右一

まだコロナが完全には終息してはいなかったが、昨年（2022年）の同期会を有志で開催した。我々は、その年の同期
会で次年度の同期会の幹事を決めているのだが、その席で例年通り2名の幹事が決定した。

その後、年明けからコロナが終息しはじめ今年は4年振りに多くの同期に声を掛けて盛大に開催を予定している。きっ
と、この会報が出る頃にはどこかの飲食店で校歌を歌っていることだろう。勿論、幹事学年の後輩も同席して。

以上のことから今日まで、特に同期で集まったり、何かイベントのようなことはやっていない。誠に残念である。と
は言え、今年の総明会チャリティーゴルフコンペにはゴルフ委員以外でいつもの3人が顔を合せた。

4年振りに盛大にパーティー＆表彰式が行われ、最後まで参加された多くのメンバーで校歌を高らかに歌った。やは
り、大勢で校歌を歌うと、いい気分だ！そう、やっぱり校歌はいいものなのだ。

一人でも多く仲間の同期を集め、2023年度の同期会を開催し、恩師の先生を招き、幹事学年へグッズ購入として寄附
し、肩を組み、肩の痛みに耐え、校歌を三番までみんなで歌いたいものである！！

平
へ い せ い か い げ ん か い

成改元会　平成元年卒　村嶋 健児

総明会懇親会“再開”と伺い、喜ばしい限りです。幹事学年の皆さんは
大変な思いで準備をされておられるかと思いますが、今後の同期の結束に
も生きますので頑張って活動して頂ければと思います。

さて、我々明猿会も7月8日（土）に同期会を開催致しました。場所は毎
度の事ながら、同期の永瀬君が営む100年を超える老舗「みの家」です

（ここの料理は何度来ても本当に美味しい。総明会の皆さんには何かサー
ビスの可能性があるかも）。9名と少なめの人数ではありましたが、いつも
の通り、楽しく中身の濃い同期会になりました。私と岡本君は、ちょうど吉祥
寺の武蔵野公会堂でマンドリンの演奏会に出演し、その帰りであった事からマンドリンを持参しておりました。それを見た高橋君が、「校
歌をマンドリンで演奏して貰い、皆で歌おう」と無茶ぶりをし、岡本君と2人で弾かされました。実は今回参加の9名＋幹事学年2名合
計11名の内、マンドリン部経験者が6名と珍しい構成でした。

最後になりましたが、明治中学・高校の安藏校長が勇退された後、後任に我らが総明会の井家上先輩が就任され喜ばしい限り
です。明治大学教授との兼務と伺っており激務かと存じますが、明治中学・高校の発展の為、益 の々ご活躍を祈念申し上げます。

明
め い え ん か い

猿会　昭和62年卒　染石 琢也
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恩師との再会
明高での３年間、様 な々価値観や鮮烈な個性をお持ちの先生方との邂逅は、人格を形成す

る上で大きな意味があった。卒業して間もなく四半世紀、そう感じることが日に日に増しています。
特に平成29年に御退職された尾崎義夫先生には、古書の奥深さやモノの見方など、人生訓
の一端を教導頂きました。文化財を相手に仕事をするようになって以来、後学のため京都や奈
良の古寺・仏像に足繁く通っています。尾崎先生が在職中から御研究の一環として、日本各
地の古刹を巡られていることは知っていましたが、御退職をお祝いした小宴で披瀝された御見
識の深さに、正直圧倒されました。先生の趣向は、東村山市にある国宝正福寺地蔵堂に代表
される鎌倉・室町期の禅宗様建築で、仏塔にも造詣が深い。ここ数年は、資料調査や出張の
折を見て古刹を訪ね、仏閣の写真をお送りするように心掛けています。先生からは、写真へのコメントとともに、古刹巡りの近況をお送
り頂くのが通例。先日は、私も感嘆した大阪府観心寺の国宝如意輪観音坐像（４月17・18日のみ御開帳）を拝観され、御満足の
御様子でした。

卒業や御退職を経てなお、このような形で価値観や感性を共有できるということは、私にとって何ものにも代え難い財産です。

紫98具　平成10年卒　平田　健

文章の冒頭より＜私事ながら＞で大変恐縮ですが、現在2025年に開催が予定されている
「大阪・関西万博」の準備に勤しんでおり、勤め先からの出向という形で大阪・なんばでの生
活を送る日々です。（もうかれこれ３年になります）

前項、別ページで寄稿させていただいたように総明会次期実行委員長としての立場もあり、
平成９年卒「紫雲会」内の交流も活発にしていきたい最中、言い出しっぺの自分が首都圏に
いないという足枷もあって、同窓会の日時設定はいつもピンポイントで同期の皆さんにも迷惑を
かけていますが、集まれたときの楽しさと言ったら、すぐにあの頃に帰れるんだなと。じわるよう
な嬉しさをしみじみ噛み締めています。

６月には、先輩方が企画してくださった、調布の新校舎から猿楽町の旧校舎までの「歩く駅
伝」にも同期８名で参加してきました。曙橋から神田駿河台の地をめざす最終区間を、紫紺の襷をかけて進んでいると、さなが
ら箱根のランナーにでもなったような高揚感が。道中では、学生時分に授業を持っていただいた西村先生や山口先生といった
懐かしの顔ぶれとも一緒にゴールを目指すことができ、とてもいい経験になりました。今後も春夏秋冬、錆びた絆を取り戻すための

「集い」を重ねていきます。

紫
し う ん か い

雲会　平成9年卒　小谷 健志

「再開・再会」～誠・明治の人なり！～
平素より総明会活動に多大なるご支援を賜り厚く御礼申し上げます。平成8年卒「紫誠会」の総明会評議員三村具永と申します。在

学中は中学・高校6年間バスケットボール部に所属しておりました。生まれ育った埼玉県さいたま市で妻と大学2年生の息子1人＋愛猫1匹と
穏やかに日々 暮らしてます。仕事は8年前に他界した父の家業を引き継ぎ、食品容器と資材（主に納豆・豆腐）の卸売業をしております。

さて、今回のテーマ「再会・再開」についてのお話しを少しさせて頂きます。実は私、明治大学を3年生時に退学しております。（他にやり
たい事を見つけたような気がしまして…）総明会会員の中でも珍しいタイプだと思います。退学後は当然のようにバスケ部をはじめ同期とは疎
遠になっていきました。自分で選んだ道とはいえ、若干の後悔と寂しさを抱えながら1年程過ぎた頃知らない番号から着信がありました。バス
ケ部の恩師前島先生でした。「今、近くのカラオケにいるから一緒にどうだ」と。大学中退にも触れず3年振りの【再会】なのにごく自然に接し
てくれた事を鮮明に覚えてます。その日をきっかけに、アパートにバスケ部のメンバーが遊びにくるようになりもう諦めていた大事な仲間との交流が

【再開】していきました。そして25年経った現在もバスケ部先輩、後輩も含め定期的に交流してます。
長い歴史を持つ総明会の活動が、数十年振りの「再会・再開」のきっかけになる方 も々数多くいらっしゃると思います。この貴重な場を提

供してくれる総明会をしっかり継承し、盛上げていける様、幹事学年としての活動を全力で努めてまいります！最後になりましたが、長く続いたコ
ロナ禍がやっと明けました！安心して過ごせる日常が一日も早く戻る事を切に願い、ご報告を締めさせて頂きます。ありがとうございました。

紫
し せ い か い

誠会　平成8年卒　三村 具永

梅雨の気配も近づいた令和5年5月26日金曜日の夜、隆明会幹
事三役の声掛けのもと、港区新橋の「ミライザカ新橋銀座口ガード
下店」に13名の同級生が結集しました。令和4年正月に開催され
た鹿児島への旅行会以来の久 の々会合ということもあり、一同気合
十分で杯が進み旧交を温めました。

幹事学年の頃よりコロナ禍に振り回され続けていますが、何とか
交流を絶やさぬよう模索が続いております。この会報が発刊されて
までに幹事学年「紫誠会」へ支援を実現させたいと強く思うところ
であります。我 の々頃よりも打てる手段が広がり、一層の盛り上がりを期待申し上げます。

隆明会では引き続き同級生からの連絡をお待ちしております。引っ越し・連絡手段の変更などなんでも大歓迎です。
詳しくは三保谷建介(mihoya@mtb.biglobe.ne.jp)までお願い致します。

隆
りゅうめいかい

明会　平成6年卒　三保谷 建介

昨年度の幹事学年を務めさせて頂きました、紫縁会です。
コロナ禍に翻弄されつつも、総じては楽しんで過ごすことが出来た幹事

学年活動だったと、今は顧みることが出来ていると思います。改めまして、
多大なお力添えを頂きました先輩諸兄をはじめとした皆様に、御礼を申し
上げます。

さて、紫縁会においては、本年5月、恩師の先生にもご出席を頂きまして、
年次の同期会を駿河台の紫紺館で開催致しました。昨年11月の総会・懇親会の打ち上げから、約半年を経ての、大規模な集まり
となりましたが、大いに盛り上がることが出来ました。先生の煙草を燻らせる姿や、あの話し方、あの場にいた皆は自分達が先生の教
え子であることを嬉しく、誇らしく感じていたのではないでしょうか。紫縁会の皆さん、これからも、何かと理由をつけては集まり、楽しくやっ
て行きましょう！

最後に、本年度幹事学年の紫誠会の皆さん、「再会・再開」、総明会活動の核心の一部分と言うことが出来るであろうことを表
した、良いテーマだと思います。恩師や同級生との再会はもちろん、同期会のみならず、部活の仲間やクラスメイトとの集まりの再開を
しつつ、幹事学年活動に勤しんでいることと思います。大変だけど、楽しくないですか？頑張って下さい！

紫
し え ん か い

縁会　平成7年卒　金子 敦史

皆様、こんにちは。1999年卒明哲会の河田裕司と申します。
在学中は生徒会本部に在籍しており、現在はマーケティングのコンサルタントをしております。
総明会会報に記事を寄稿するにあたり、中学・高校の思い出を振り返りました。学校生活や部活動、友情の絆、そして先生方の

指導と励ましに支えられて、たくさんの困難を乗り越えました。数え切れないほどの思い出が脳裏を駆け巡ります（書けないようなことが
ありすぎて困ってます）。そんな高校生活の中で、卒業して20年以上が経過しても定期的に会う大切な仲間に出会えたことが、一番
の財産と言えるかもしれません。

今回のテーマが「再会・再開」ということで、私が思うのは上記のような「仲間との再会・再開」でしょうか。直近のコロナ禍の中で
は仲間との定期的な会の開催も難しい状況でしたが、今後は再び仲間たちと「再会」し、定期的な会を「再開」することでしょう。そ
の時には、社会的な立場や家庭における立場（泣）など複雑な事情はいったん忘れて、高校生の頃の立場で友情を再確認して、お
酒と会話を楽しめると思います。

最後に、総明会に携わっている皆様に心から感謝を申し上げます。このような機会を与えていただき、本当にありがとうございます。
それでは、皆様に総明会でお会いできることを楽しみにしています。

明
め い て つ か い

哲会　平成11年卒　河田 裕司
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Soumeikai Kaiho

初めまして。明治大学付属明治高校、2022年卒の幹事長を務めさせていただきます
蓮池龍慈と申します。私は今明治大学の2年生で、情報コミュニケーション学部に在籍し
ながら演劇サークル「劇団活劇工房」の幹事長を務めさせていただいています。さて、今
回のテーマは「再開・再会」に関してということですが、「再会」という言葉を見て最初に
頭に浮かんだのは別のキャンパスに進んだ親友のことでした。

私と彼は中高４年間同じクラスで、クラスが離れてから親しくするようになりました。月に一
度、休みの日に食事をしたり街をぶらつきながら他愛もない話をしたりして、定期試験前にな
ると一緒に勉強をしていました。高校3年生になって、文理でカリキュラムが分かれると一緒
に勉強することはなくなりましたが夏には箱根に旅行に行きました。

大学に入ると、キャンパスが離れてしまったうえお互いに忙しくなったので会う機会が減ってしまいました。アルバイトや実験、サークル
などでお互いに不規則な日々 を過ごしていたため、会うのは数か月に1度ほどとなりました。しかし、会う回数や居る時間が減った分、会
うことが楽しみになりました。お互いの環境が違うものになった分、自分の知らない話を沢山聞くことができて高校時代とはまた違った楽
しさがあります。近くても遠くても出会うことを楽しめるような親友に恵まれたことを、ふとした時に嬉しく思う最近です。

近況報告としてクラス代表の人たちに今の心境を俳句で書いてもらいました。

明大前　朝混みすぎて　進めない
なんだこれ　小さすぎるよ　キャンパスが　（中野キャンパス）
土曜二限　体育あるとか　笑えない
脱コロナ　マスク外すか　迷ってる
本田望結　来ないなら先に　言ってくれ

明大明治の人へ応援メッセージ
大学に入る前に自分の「好き」を見つけて大切にして欲しい！
音楽でもいい、バイトでもいい、恋愛でもいい、スポーツでもいい、洋服でもいい、なんでもいいから、好きばかり見つけて欲し

い！大学に入ってみて思うけど、ほんとに自由。髪も服装も自由、なんなら授業に行くも行かないも自由。そういう状況にいると、
自分を見失う時がある。そんな時「好き」があると生きやすいよ！

 令和4年卒　蓮池 龍慈

 令和5年卒　香阪 成洸

同期の皆さまが、様 な々分野でご活躍されているのを聞き、日々 刺激を受けております。さてこ
のたび、2011年3月卒が誇る文才の塊、言葉選びの魔術師・林田こずえ氏が、ご著書を出され
ました（林田こずえ著、YOUCHAN絵『戯曲絵本 カラクリ匣』小鳥遊書房、2023年。書影は
「版元ドットコム」より）。林田氏は、明大在学中、演劇サークル「実験劇場」にて、脚本や演出
を担当されていましたが、今回の作品も、その際の公演が元になっているとのこと。大原櫻子氏
の楽曲「花光る」「寄り道」で、素敵な歌詞を書かれたことでも知られています。

すでに編集者として、数 の々本を世に送り出されてきましたが、今回は初の自著。演劇・文学
リテラシーに乏しい私のような者でも、心地良い「分からなさ」に浸ることの出来る、濃密で立体
的な世界観の作品でした（いつか「分かる」まで、そして「分かった」あとも、何度も楽しみたい
と思います）。なお私は、著者を勝手に、ある種の同業者（研究者）であると位置付けています
が、高山宏氏による「解説」と著者自身による「あとがき」は、このテクスト（織物）に、膨大な「先
行研究」が織り込まれていることを教えてくれます。

共
きょうがくかい

楽会　平成23年卒　三浦 直人

魅せろ！明治魂 私達は明治高校を応援しています！

明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒
高橋　建太 平成 5 年卒
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近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒
山本　康太 平成19年卒
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櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒
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昨年は、 あたたかいご支援（しえん）ありがとうございました
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そうせい監査法人
公認会計士・税理士 中嶋 教晶（平成8年卒）

監査法人はじめました！

昭和54年卒

志村 和哉
明誠会
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OB・OG ACTIVITY REPORT 2023    Soumeikai Kaiho

水泳部の思い出
昭和59年4月に私は高校から入学しました。私は埼玉県公立中学校出身で、サッカー部に所属。万年補欠でしたのでサッカー部が有っても無くても、サッカー部に入

るつもりはありませんでした。心機一転、違うスポーツを取り組んでみようと思い、小学校時代にスイミングスクールに入っていた経緯があり、「プールのない水泳部」に
入る決断をしました。正直なところプールのない水泳部はそんなに大変な部活ではないだろうという安易な推測もしていました。入部したら、かなりのカルチャーショッ
ク。部活は中学生、高校生合同の部活でした。その中学生といっしょにプールで泳ぎましたが、その中学生には敵いません。当たり前と言えば、当たり前なのですが、やや
自尊心が傷ついたこともありました。中学生とはかなりの体格差はありましたが、プールでは経験の差が大きく出ました。

プールが無いので、プール練習日は、電車を使い、東京体育館プール等で練習しました。週に2〜3回程度。それ以外の日は陸トレ、筋トレで、男坂ダッシュや皇居 清
水門までの往復マラソンなどをしていました。そのマラソンの道のりでは、他校の女子高生の制服に目を奪われていたという記憶が残っています。水泳部なのに、陸トレ
で長距離走ばっかりしていましたので、持久力がかなりつきました。高２の狭山湖マラソンでは総合10位、学年1位の栄誉を勝ち取ることがありました。ただし水泳での
成績は、まったくダメでしたが、かなり体力はつきました。

話を戻しますが、夏休みは毎日プール練習でした。過酷な毎日でした。高1の夏休みは、上石神井駅付近のプールで練習をしました。その時は恐い先輩から（その先輩
だけ、坊主頭。名前は伏せます）、個人メドレー400m×4種目=1,600mをやらされました。特にバタフライはまったくやったことがなく、見よう見まねで、様になっていない
バタフライ。しかもまったく進まない。苦しかった練習が思い出されます。

東北地方への夏合宿もありました。朝練、昼練、夜練とあり、地獄のような毎日。すごい追い込み型合宿でした。すごいスタミナ消耗であったので、栄養が爪に届かず、
まったく伸びていないねと部員たちで感想を言い合ったことと、夜練終了後、筋肉疲労が相当あり、部員同士で「筋肉疲労をとる軟膏」を塗りあっていた光景を覚えてい
ます。異様な光景だったなあ。

夏合宿の終わりは、お世話になった合宿所でプール清掃。フェイスブックの水泳部共有ページに写真が残っており、自身の写真を見ると、笑顔で写っており、振り返れ
ば楽しい部活動だったなあと思い返します。

また私を含めて、大変個性的な部員が多かったという印象でした。いたずら好きや、乗りツッコミするやつ、講釈垂れなど。今はどうしているのだろうか?何はともあれ、
この水泳部の部活動は、今の自分に影響を与えているし、良きものです。良い仲間も出来ました。水泳部の先輩方々・同輩・後輩のみんな、ありがとうございます。

長かった新型コロナウィルス感染の行動制限が緩和され、制限化の下で稽古を行ってい
た剣道界でも徐々に規制が緩和され、元に戻りつつあります。そんな中、7月2日にOB・OG稽
古会を開催いたしました。矢光名誉会長、鈴木会長と私。3名しか集まりませんでしたが久し
ぶりに汗を流し、稽古後皆でランチ。感染リスクを考慮し短い時間でしたが楽しいひと時を過
ごすことができました。今後は見心会総会や親睦会もできるものと考えており、稽古会も定期
的に開催したいと思います。その際には多くの先輩方に参加していただき、思い出話に花を
咲かせたいと思っております。

　話は変わりますがうれしい話を紹介いたします。この３年間で３名のOBが剣道七段に合格しました。剣道の最高段位は八段です
が、七段はアマチュアの中では最高位と言われており、それぞれ地元の剣友会で指導者として活躍をしております。これで見心会では知
る限りでは9名の先輩が七段を取得しております。また昨年、高校を卒業後剣道を一時止めていた牧野さん（H31年卒）鈴木さん（同）福
田君（R3年卒）が三段の昇段試験に挑戦し見事合格いたしました。卒業すると剣道を止めてしまう人が多い中一念発起し、現役時代に
間に合わなかった分を取り戻しました。一方現役剣道部員は現在40名を超え大所帯になっており活性化しております。OB・OGの皆さん
是非一度調布の剣道場に出向き、稽古に参加してみませんか。今の剣道部がどのような稽古をしているか見るのも楽しいですよ。

『紫誠会』の皆様、公私ともに多忙な時期での活動、有難うございます。日頃、中高生時代を振り返る時間をなかなか持てな
い中で、このような機会を頂いたことに感謝いたします。

さて、卒業から30年近い時を経ておりますが、思えば明治魂ともいえる“前へ”というフレーズが、自分自身の岐路を導いてきた
ように感じます。

中学入学とともに大人同然の高校・大学ＯＢの先輩方に沢山の指導を頂き、当時トラウマになるような経験をさせていただきま
した。しかしそれを乗り越え社会人となった今、他では得難い忍耐力・内省の時を過ごしたことが土台になっていると感じており
ます。社会生活において階段を上がるためには、必ず度胸が必要となり、それを持続して達成するメンタルこそが全てである。こ
の度胸を“前へ”という言葉で表現していただいていたんだ、と理解がようやくできるようになった今日この頃です。

現在、スキー部の先輩・同期・後輩との関係は、残念ながらさほど多くはありません。しかし、つい先日、スキー部後輩から仕事
の相談を受ける機会がありました。彼も私に対してトラウマのような体験記憶を有していたとのことでしたが、互いが精神成長し、
卒業後20数年の時を経て同じ目線で話をできたことは、なんとも心地よい時間でした。

この体験から、このルーツを振り返る機会を何某かのアクションに変えていきたい、と思いました。歴史ある明治大学付属高校・
中学として、歴史ある部活として、このような人間関係が少しでも継続されていくことを願います。

剣道部OB・OG会  見
け ん し ん か い

心会　　羽田 郁雄　昭和52年卒

スキー部OB会 明
め い せ つ か い

雪会　　邉田 真一朗　平成8年卒

水泳部OB会 明
め い す い か い

水会　　箱田 恒雄　昭和63年卒

本年度の幹事学年「紫誠会」の皆さまにおかれましては、第59回
総明会活動にご尽力いただき、誠にありがとうございます。

コロナ禍による約3年の活動制限の時期を経て、本年度は4年ぶ
りに懇親会が「再開」されることとなり、大きな喜びを感じております。

我々応援団OB会も、他の班部OBOG会と同様、この間は諸々の
活動が制限され、会員同士の交流が持てない状況が続いておりまし
たが、7月8日（土）に本会の総会と懇親会（ご多忙の中、先生方のご
参加も賜りました！）を開催いたしました。OBOG同士、久しぶりの「再
会・再開」を果たし、心からの笑顔を咲かせ合うことができました。

来たる11月の総明会総会・懇親会においても、多くの皆さまと「再会」し、声高らかにに校歌を斉唱できることを、心より楽しみ
にしております。

最後になりますが、本年3月11日の「吉田耕太郎さんお別れの会」の開催運営にあたっては、有志発起人の方々をはじめ関
係各位より多大なるご協力を賜りましたこと、また、ご出席いただきました多くの総明会会員の方々へ、深くお礼を申し上げます。

放送班ＯＢ会のうち、故田村晴彦先生に教えを受けた有志で、毎年命日の５月17日
に近い５月第３土曜日、田町駅前のコーヒー店前に16時集合と決め、先生の眠る港
区三田の長久寺へ墓参りと懇親会を行っています。

今年は墓参直前の5月8日にアフターコロナにシフトチェンジされました。悩みながら
も、今年こそはみんな一緒に墓参をしよう！と、意見は一致。田町駅前に集合する事と
し、Zoomでのオンラインも準備しました。実は私(宮田)、昨年はコロナ療養中だったの
ですが、リモートのお陰でお参りができました。案外と良いものです。

さて、５月20日に田町駅前に集まったのは、今年度幹事学年で放送班ＯＢの下地君を含め8名。ほかに、お一人午前中に墓参を
済まされたと連絡を頂きました。数年ぶりに会う面々、でも同窓会らしくそのブランクはなく、初参加の下地君とも一瞬で打ち解け、お
寺に向かいます。途中の花屋さんがお休みで、お花を探して走る回る一幕もありましたが、無事墓参を済ませました。

お寺近くの古い町並みが、再開発で空き家になっているのを見ながら懇親会へ移動。良い場所を見つけたこともあり、懇親会は
大盛り上がりとなりました。次回は令和６年５月18日（土）です。放送班ＯＢに限らず、田村先生にゆかりのある方にはリアルでも、リ
モートでも気軽に参加して頂ければと思います。遠慮なくご連絡ください！

応援団OB会　幹事長　三谷 知弘　平成6年卒

放送班OB会　宮田　健　昭和57年卒

明球会の『「再会・再開」～誠、明治の人なり～』
平素は硬式野球部並びに明球会に多大なるご支援、ご鞭撻を賜り誠に有難うございます。そして紫誠会
皆様には本年度幹事をお引き受けていただき、心より御礼申し上げます。
　明球会におきましては、『「再会・再開」〜誠、明治の人なり！〜』が日々 体現できております。明球会会
報は年2回発行しておりますが、夏大会前の7月号には「最後の大会に掛ける3年生のメッセージ！」や、毎
号「歴代の主将は語る」のコーナーでは現役時代の思い出や現役選手へのメッセージを頂いております。
そして本年度は「最後の大会へのマネージャーからのエール」を、またメディア等で注目された、人間力野
球を体現した伝説の「石田の19球」の石田朗氏（Ｒ2卒・明大野球部4年）や、佐野日大高校野球部コー
チ（同校教員）の小笠原務氏（H10卒）の雄姿も掲載いたしました。日々 エネルギーを注入でき、清 し々い
活動を行っております。
　硬式野球部においては加藤和幸監督（S48卒）が健康上の理由から7月末で退任され、山田眞也氏

（S51卒）が新たに就任致しました。加藤監督の退任は大変残念なことではありますが、明球会の役員と
して野球部のOB顧問として体調の許す範囲でご支援・ご指導を頂く予定でおります。そして山田新監
督のもと、甲子園のアルプススタンドで総明会会員一同が再開できる日を待ち望んでおります。

野球部OB・OG会 明
めいきゅうかい

球会　幹事長・広報　飯野 善明　昭和56年卒
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図書班の思い出－後輩に遺したい記憶について
当時の班活動は部活動とは異なって、古い言葉で言えば、「奉仕活動」＝「学校や生徒に対して役に立つ」という意味合いが含まれていた

ように思います。図書班の活動を真剣に考え、試行錯誤をしながら、図書館の受付業務や本の管理以外に男子中高生のエネルギーの発散を
兼ねて、千鳥ヶ淵公園迄のランニングや、「他者(ひと)の役にたつ」ということから、ボランティア活動として、国立市にあった養護施設を訪問する
ことなどもしていました。現在の図書班の皆さんの活躍とは比べることはできませんが、今思うと「他者(ひと)に対して役立つ、感謝する」というこ
とが、私たちの図書班活動の基本にあったと思います。

毎年夏には、館山市の浜辺にあった明大・那古寮で合宿を行いました。起床後すぐに寮の前の砂浜で体操とランニングをした後、流木やご
みで散らかっている砂浜を清掃しました。涼しい午前中に読書会をして、海水浴タイムで浜へ出ると、私たちがきれいにした浜を海水浴客がいつ
も占領していました。それでも知らない人たちが喜んで海水浴をしていることがよかったと思い、「誰かの役に立つ」ということが広い意味での班
活動だと納得していました。合宿で忘れられないのは、家族と住みこんで寮を管理されていた桜井利子さんとの関係です。乏しい予算の中で、
育ち盛りの私たちに美味しい食事を沢山作ってくださっただけでなく、時には母親のように私たちを優しく叱ってくれる方で、「舘山のお母さん」と
感謝を込めて呼んでいました。その桜井さんから、図書班が一番きちんとしていた、と言ってくださったことは、「他者(ひと)に対して役立つ、感謝
する」ということを大切にしてきた私たちにとって何よりの有難い言葉でした。

桜井さんが65歳の定年後、寮も廃寮となりました。その際には、桜井さんを山の上ホテルにご招待して、２晩連続で、場所も変えて感謝の会を
開きました。その後も桜井さんとの関係は続き、皆で楽しい時間を共有することがご逝去されるまで続きました。

上小牧先生2024年３月ご定年に向けて
上小牧先生と一緒に汗を流したOB・OGのみなさん、いかがお過ごしでしょうか。
1994年4月に産声をあげた我等が陸上競技部も、2024年3月に、大きな節目を迎えます。
いよいよ、創部から現在29年間支えていただいている、恩師上小牧先生が、60歳ご定年

という節目を、めでたくお迎えすることになりました。
この素晴らしい節目を、同じ“学び舎”ならぬ“走り舎”で過ごしたみんなで、お祝いできればと

存じます。創部という黎明期を支えてくださった平成５年卒長野先輩、石井先輩にもお声が
けしております。

2023年11月3日（金祝）開催を予定しておりますので、まずは、ご同期や部内のつながっているメンバーと連絡を取り合っていただきたいと存
じます。堅苦しいやりとりは抜きにして、一人でも多くの仲間で先生をお祝いしましょう。途中参加でもかまいませんし、お気軽に、ご連絡をお待
ちしております。　

○上小牧先生　還暦記念・陸上競技部OB会　日時：2023年１１月３日（金祝）１８時より開催
【実行委員会・問合せ先】瀧澤我路（平成14年卒）mail:g8121229t@gmail.com　櫻井勝也（平成7年卒）mail:sakuraikatsuya22@gmail.com
※写真は、2022年１１月吉日、約１０数年ぶりに、盛り上がり会場内で撮影をするのを、うっかり忘れてしまうほど盛り上がったOB会＠新宿開催時のものです。

（上小牧先生を中心に、平成５年卒石井先輩、８年卒金井、９年卒小寺・中村・田崎、11年卒銭谷、14年卒瀧澤・河野、15年卒蛯原、撮影：7年卒櫻井。）

図書班OB・OG会　　平田 幸彦　昭和45年卒

陸上競技部OB・OG会　　櫻井 勝也　平成7年卒

5年ぶりの再会・再開に向けて
地理研ＯＢ会は二年に一度の頻度で総会・懇親会を開催することとしており、2018年には創立70周年を盛大に祝いました。そ

の後、2020年と2022年はコロナ禍により中止を余儀なくされましたが、社会情勢等をふまえ、5年ぶりとなる総会・懇親会を今年11月
18日（土）に調布校舎にて開催する方向で準備を開始しました。（日程・場所は本原稿執筆時点での予定ですので、地理研ＯＢ
会会員の皆様は事務局からの案内をご確認ください。）

6月18日（日）には由井先生ならびに和田先生の呼びかけにより、若手OB・OGを中心とする有志がZoomによるオンラインで再会し、
5年ぶりの開催に向けたキックオフミーティングを兼ねて近況を報告し合いました。

現役部員の近年の活動状況についてですが、「行って、観て、考える」をモットーとする地理研にとって、コロナ禍による行動制限
の影響はとても大きかったようです。しかし、現在では、春休みに合宿先の地方で調査したテーマを9月の紫紺祭で発表することを軸
とした活発な活動を再開し、部員数も30名以上を数え、しばらく途絶えていた女子部員も在籍しているとのことです。

OB会活動の再開により、OB同士の再会が無事実現するばかりでなく、現役部員の活動が以前にも増して盛り上がっていくよう、
微力ながら支援してまいりたいと考えております。

春の大型連休も目前に迫った4月×日土曜日の昼下
がり、4年ぶりとなる第10回ヤマダ大感謝祭が江東区
亀戸のフレンチレストラン「ピガール」で開催され、21名
の教え子達が集まり、恩師の山田伸夫先生との旧交を
温めました。ヤマダ大感謝祭ならではの幅広い年齢層
が集まって交流する風景はコロナ禍前とも変わることはな
く、終始和やかなムードに包まれ、

現役当時と寸分違わぬ山田先生の熱弁に一同耳を
傾けていました。

次回開催は令和6年4月を予定しております。告知は
Facebook等各種通信手段にて行います。

詳しくは隆明会（平成6年卒）の三保谷建介（mihoya@mtb.biglobe.ne.jp）までお問い合わせください。

「明治らしい」戦いぶり！
新型コロナによりOB・OG会がまだ開催できなかったので、春先に行なわれた現役学生の団体戦について触

れたい。フェンシング団体戦は1チーム3名、相手の3選手と総当たりになるため9試合が行われ、1試合5本先取
した方が1勝となり、5勝した方がチーム勝利となる。　

　6月のインターハイ予選兼東京都大会は男子団体として明治が公式戦に出場したのが久しぶりで、対戦
校は本郷高校、明治は1年生3名で試合に臨んだが、まさに「明治らしい」戦いぶりであった。試合の流れは表
のとおりで、第７試合を終わって時点で明治の4勝3敗。残り2試合のうち1勝すれば明治の勝利であったが、第8
試合では4対4であと1本取れず4対5で惜敗し4勝4敗。そして第9試合も4対4の大接戦の末、これまた4対5で惜
敗、この結果4勝5敗で初戦敗退となった。

筆者も現役時代に同じ大会で4勝5敗で　惜敗、対戦校がインターハイに出場したことを思い出してしまっ
た。土壇場であと1本、あと１勝が取れないのは、明治の伝統か。「明治らしい」は50年経っても引き継がれてい
た。しかし1年生メンバーは3年間にまだまだチャンスがあるので、「明治らしい」を是非打破してほしい。

今回は初戦突破できなかったが、対戦後のエール交換で明治3選手が「フレーフレー明治！」と体育館に響き
渡るような大声で発声したのを聞き、久しぶりに感動した。母校の名誉を背負って戦う団体戦はやはり面白い。

地理研究部OB・OG会　　松浦　毅　平成3年卒

ヤマダ大感謝祭　　三保谷 建介　平成6年卒

フェンシング部OB・OG会　　中村 信也　昭和45年卒

対戦校と挨拶、手前が明治3選手と菅澤顧問

歴史研究部ＯＢ・ＯＧ会の活動にも長く影響を及ぼしたコロナ禍もようやく収束し、令和
元年以来４年ぶりとなるＯＢ・ＯＧ会が今年７月盛大に開催されました。本誌における歴史
研究部ＯＢ・ＯＧ会報告につきましても今回４年ぶりに行われた本会の様子を中心に記し
ていきたいと思います。今回のＯＢ・ＯＧ会は、一部・二部形式で行われ、土曜日の比較的
早い時間から開始された本会にもかかわらず、会場は大勢の歴研ＯＢＯＧたちで埋まり、
賑わっておりました。

第一部は、現顧問である田中先生を始め、現役部員による現在の部活状況等の報告がありました。かつての我 （々筆者は昭和６３年卒）の頃
の活動よりも効率よく、専門性が多分に増した部活動が行われており、歴史は確実に進んでいる事を感じました。更に、長きにわたる教師生活を、
先年無事ご退任された前顧問である粟野先生による講義が催されました。先生がご退任後、ご自身で研究を進めておられる江戸切絵図を中心
とした講義の他、戦前明高には航空グライダー部なるものが存在した話等、先生の熱く燃える研究者魂を感じ取ることが出来る内容でした。

第二部はお馴染み、紫紺館椿山荘にて行われ、昭和３７年度（７９歳）卒業の大先輩から、大学に在学中の若手ＯＢＯＧまで一堂に会し、最近
の話、懐かしい話を中心に盛り上がり、楽しい時間を過ごしました。

今回、久しぶりに開催したＯＢ・ＯＧ会でしたが、若手ＯＢＯＧも大勢参加してくれたおかげで、４年間の鬱憤を晴らすかのように本会は大変活況
を呈しました。歴史研究部ＯＢ・ＯＧ会は、今後も活発な部活が継続され、現役の歴史研究部が延 と々その歴史をつないでいけるように、そして先
輩と後輩が触れ合っていけるような場が提供できるように、一助となれる存在であり続けられることを願って活動していきたいと思います。

歴史研究部OB・OG会　山下 征隆　昭和63年卒
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男子・女子バスケットボール部OB・OGでは現役の高校生・中学生を支援するために１、現役の指導協力　２、春/夏合宿での指導協力　
３、大会での応援の３つをメインに行なっております。
現役の支援はOB・OGが個別に実施するのも良いのですが、「OB・OGが一致団結することで持続的支援が可能になる」 をモットーに
OB・OG同士の親交を深めるべく毎年以下のことを実施しています。
●バスケットボールトーナメント（秋）　OB・OGガチンコトーナメントを実施（18歳か
ら50歳代まで参加）、トーナメント終了後は選抜メンバーで現役高校生とも対戦
●ゴルフコンペ（秋）バスケをしないOB・OGも参加できるよう開催
●OB/OG総会（冬）新OB・OGを紹介し、縦のつながりを深めながら会食
引退後もさらなるつながりを深めようということで2017年度から開始したのが
●OB・OGチームを発足し、チームでの区民大会への参加 夏のシニア大会（40歳以上）
昨年は新型コロナウィルスの影響があり、夏のシニア大会のみの活動でした。
今年も7月にシニア大会が開催され出場します。今年はこの大会を機に徐々にリアルな
活動に結びつけていき、バスケットボール部は現役との「再会・再開」をOB・OG一丸と
なって深めていきます！！

再会に期待すること
コロナ禍で、明治の同期、先輩、後輩に3年以上会えませんでした。昨年、バレー部員でもあった鵜

飼君が亡くなりました。惜しい人を失くしました。築地に行き、豪放磊落の笑顔を見るのが楽しみでした。
本当に残念です。合掌

さて、コロナ禍が収まり、久しぶりに、何人かに会うと、会えなかったブランクを感じずに、昔ながらの会
話が続きます。やはり、会話するのはいいなぁと思います。メールやラインも便利ですが、生身の会話に
勝るものはありません。

これから、ますます以前のように、交流が活発になります。楽しい季節がやってきます。
10月22日(日)には、母校でバレーボール大会と総会を行います。多くの再会があることを願っていま

す。奮ってご参加ください。
さて、現役の高校バレー部の戦績ですが、高校男子は、インターハイ＆国体予選で、1回戦シードで、２、３、4回戦と勝ち進み、5回戦で

駒大高校に敗れ、ベスト32でした。高校女子は、1回戦シードで、２、３回戦を勝ち進み、4回戦でやはり駒大高校に敗れました。男女とも、
高校からバレーを始めた選手もいる中で、よく戦っていると思います。今後も、バレーと勉学と、そして友情作りに切磋琢磨してほしいです。

2020年１月26日（日）昭和女子大学・人見記念講堂に於いて、第61回定期演奏会が開催され、演奏会終了後に場所を調布駅前の中華
料理店へ移してOB・OG会の総会ならびに懇親会が開催されました。それから３年間と半年も、校歌を歌うことができない日常が訪れるとは、ま
だギリギリ分かりませんでした。直後の２月初旬に開催された高Ⅲ卒業生保護者の追い出しコンパで乾杯の発声をした際は、テレビからの怪しい
ニュースもあって私は一足先に「マスク」姿になりました。

その間、この会報でもお馴染みの、世界的なホルニストである福川さんを中心に、こちらもまた会報に登場している甘粕さんやNHK等の協力
で「管楽器演奏時の飛沫」についての検証をして頂いたり、学校に寄贈する消毒用のアルコールを酒屋に探してみたり、吹奏楽連盟のコンクー
ル大会が中止になったり、再開しても観客は保護者のみだったり、定期演奏会の会場として御世話になっている人見記念講堂が改修工事で
使えなかったり……、世の中、本当に色 な々事が起きました。

そんな未知の恐怖・混乱の中にあっても、現役後輩たちは、逞しく水面下で頑張っておりました。この2023年８月11日に大編成の部門にて、
14日には小編成の部門にて、それぞれ吹奏楽コンクールに出場し、両チームとも金賞を受賞されました。色んな不利が、どこの学校にもあるんです。
それを何とか跳ねのけて、本当に良い演奏をしてくれた後輩達を誇りに思い、嬉しい時間でした。音だけではなく、空間がキラキラと輝いていました。

さて、私たち卒業生は何をしていたのでしょうか。もちろん定期演奏会の裏方やコンクール大会での楽器運搬の手伝い等はしておりましたが、
通常の活動は全面的に停止しておりました。今後は活動を再開させ、後輩への援助を本当に微力ながら継続していかなければなりません（且
つ世代交代、＋女性リーダーの登場）。

顧問・恩師の鈴木教頭先生も昨年は還暦コンサートが開催されましたが、指揮する背中が、やや丸みをおびてきたかしら。終活などと言わず
最後に一花咲かせて欲しい。もう数年後には新しい先生に交代するという現実は、物凄く寂しいですが、また新しい時代の幕開けは楽しみでも
あります。兎にも角にも、現役後輩生徒あってこその母校ですので、今後とも温かく見守って参りたいと思います。

バスケットボール部OB・OG会　　山下 康彦　平成5年卒

バレー部OB・OG会　　事務局長　樋田 哲次　昭和52年卒

吹奏楽班OB・OG会　　副会長　深井 重男　平成2年卒

こんにちは。紫縁会の生徒会本部ＯＢ森平です。「生徒会本部　平成有志の会」は、前
年度総明会幹事学年紫縁会の活動を通じて、紫縁会の中の生徒会本部ＯＢ櫻井さん、春
日さん、清水さん、森平で、生徒会本部で集まりたいねということで、近しい先輩・後輩方
にお声がけし、スタートした会です。去年の冬、今年の春と２回開催させていただきました。
平成2年卒の先輩から平成12年卒の後輩に参加していただきました。

今年の秋は、我々世代付近で生徒会本部の顧問や生徒指導主任として、また顧問を退任
されてからも合宿に帯同していただくなど大変お世話になった元副校長の田中徹太郎先
生をお招きして、今年の秋に会合を開催予定です。

秋の平成有志の会にご参加いただける方は、下記にご連絡いただければと思います。
櫻井勝也(平成４年度、平成５年度生徒会本部会計長)　sakuraikatsuya22@gmail.com
森平伊織(平成４年度生徒会本部総長、平成５年度生徒会長)　kui.morihira@gmail.com
我々の世代での気軽な再会が、生徒会本部の先輩方後輩方のつながりの再開につなげら

れるか、わかりませんが、引き続き活動を深めて参ります。先輩方後輩方の連絡をお待ちしています。

生徒会本部 平成有志の会　　森平 伊織　平成７年卒 紫縁会

高校3年生へ卒業記念品を贈りました

会長 高橋  直哉（S51年卒）

会　長　鈴木　幸男　　会　計　須志原法和
副会長　木村　　茂　　監　督　中山　　将
幹事長　羽田　郁雄　　助監督　伊藤　直孝

明治高校バスケットボール部　OB・OG会
バスケもっとやりたくない？

バスケットボール部OB・OG会　チーム結成！！
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。
今年もOB・OGによるチームで千代田区の大会に参
加いたします。

明治高校バスケットボール部ホームページにて
現役の試合速報やOB・OG会の活動を

リアルタイムで発信中！

参加希望の方はOB・OG会 副会長 山下康彦までご連絡ください。

yayamash@gmail.com

明治のバスケでテッペン目指そうぜ！明治のバスケでテッペン目指そうぜ！

祝 第59回総明会総会・懇親会

明治高校ソフトテニス部OB・OG会
会長 山形厚夫（昭和48年卒）

チャレンジ 紫誠会
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連絡先（事務局・和田）
yasunobu@meiji.ac.jp

11月18日（土）地理研OB・OG会
総会を開催します

地理研究部
OB・OG会

祝
第59回総明会総会・懇親会
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第11回は令和6（2024）年4月27日（土）開催予定
楽しい企画を用意して皆様のお越しをお待ちしております。

     三谷　知弘（平成６年卒 隆明会） mitanin.nin@gmail.com
     藤田　　央（平成７年卒 紫縁会） fujita.hss@gmail.com

祝 第五十九回総明会総会・懇親会

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、タイムリーに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）

常務取締役　森 平 伊 織
                   平成 7年卒（紫縁会）

〒170-0013 東京都豊島区東池袋三丁目21番18号
E-MAIL: i.morihira@sankyokasei.or.jp

〒150-0043
渋谷区道玄坂1-9-4 ODAビルディング3階
080-3367-6652　takao.senga@ms01.jicpa.or.jp

千賀貴生公認会計士事務所

千 賀 貴 生 平成7年卒　紫縁会
（JRC・IAC OB）
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事 務 局  渡辺  隆之 （昭和59年卒）
会 　 計  土田  正昭 （昭和61年卒）
事 務 局  山下  征隆 （昭和63年卒）

会 　 長  鴨下  裕彦 （昭和56年卒）
副 会 長  白畑  尚志 （昭和56年卒）
副 会 長  安達  俊幸 （昭和57年卒）

祝 第59回総明会総会 がんばれ 紫誠会

歴史研究部OBOG会

事務局　染谷貴男　090-3205-9735

59

監督  榎 本 剛 之
（平成 2 年卒）

明治大学体育会ゴルフ部
MEIJI
  UNIVERSITY GOLF CLUB

祝59回 総明会総会・懇親会

meiji_golfteam
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令和5年度 総明会活動報告
令和５年度 総明会 役員一覧

令和5年度 総明会 評議員一覧

　　　委員会・役職	 年　卒	 				氏　名

名誉会長  昭和36年 向殿　　政男
名誉顧問　明治大学理事長  柳谷　　　孝
名誉顧問　明治大学学長  大六野　耕作
顧問　明治高校校長 昭和51年 井家上　哲史
顧問   昭和29年 山浦　　晟暉
顧問   昭和32年 山崎　　敬生
顧問   昭和41年 尾島　育四郎
顧問   昭和43年 佐久間　洋一
顧問   昭和44年 服部　　雄二
顧問   昭和44年 関谷　　芳久
   
会長   
副会長  会長代行 昭和50年 山崎　　秀樹
副会長  会長代行 昭和59年 平野　　一哉
専務理事  昭和56年 衛藤　　雅一
常務理事  昭和50年 近藤　　敏彦
会計  昭和59年 田中　　重幸
事務局長  昭和61年 土田　　正昭
副事務局長  昭和63年 尾崎　　博之
副事務局長  昭和60年 渡辺　　智郎
   
総会委員会 委員長 平成元年 嶋田　　剛久
 副委員長 平成 2 年 髙山　　　剛
 副委員長 平成 4 年 有森　　　毅
 副委員長 平成 4 年 牧野　英太郎

　　  委員会・役職	 年　卒	 				氏　名

広報委員会 委員長 昭和57年 関川　　一浩
　ホームページ総括 担当理事 昭和59年 島村　　武史
　会報・M発刊総括 担当理事 平成 2 年 遠藤　　克彦
　会報構成編集 副委員長 昭和62年 髙橋　　雅之
　広報DATA管理 副委員長 平成 2 年 石渡　　浩司
　ホームページ 副委員長 平成 3 年 山口　　一郎
　寄付広告編集 副委員長 平成 4 年 木下　　泰之
　学校担当 副委員長 平成 5 年 小岩井　賢一
　幹事学年指導 副委員長 平成 7 年 櫻井　　勝也
　M編集 副委員長 平成23年 三浦　　直人
企画委員会 委員長 昭和54年 志村　　和哉
　チャリティゴルフ 担当理事 平成元年 小柳　　貴裕
　明朗会 担当理事 平成 2 年 今泉　　　仁
　チャリティゴルフ 副委員長 昭和63年 安川　　琢哉
　チャリティゴルフ 副委員長 平成 2 年 堀江　　健司
　明朗会 副委員長 平成 4 年 荘司　　康夫
組織委員会 委員長 平成元年 福島　　維規
　法曹部会 担当理事 平成 8 年 酒井　　康生
 副委員長 昭和58年 高橋　　　浩
 副委員長 平成元年 村嶋　　健児
 副委員長 平成元年 瀧　　慎一郎
 副委員長 平成 2 年 長谷川　剛央
 副委員長 平成 7 年 遠藤　　智史
総務委員会 委員長 平成 2 年 深井　　重男
 副委員長 昭和61年 野津　　真男
名簿委員会 委員長 
   
監事  昭和44年 中河　　孝樹
監事  昭和56年 狩野　　智雄
※1　名簿委員長の後任者はしばらく保留、その間は事務局預かりとする。

同期会

評議員の変更、連絡先の変更等ございましたら、
総明会事務局までご連絡を頂けますようお願い
いたします。

（敬称略）

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 昭和24年	 	 内藤　　功	
	 昭和26年	 猿楽会	 熊井　　実	
	 昭和27年	 明高会	 米山　耕右	
	 昭和28年	 明窓会	 戸田　一郎	 佐藤　欣生
	 昭和31年	 明楽会	 佐藤　健一	 大出　育男
	 昭和32年	 明治会	 太田　喜久	
	 昭和33年	 三三会	 藤田　義茂	
	 昭和34年	 旧雨会	 秋山　義昭	 希代　　章
	 昭和36年	 明駿会	 加藤　眞義	 山田　和孝
	 昭和37年	 三七会	 福島　啓充	 石井嘉一郎
	 昭和38年	 二年に一会	 渡辺　昭宏	 関戸　淳一
	 昭和39年	 三九会	 佐藤　　仁	
	 昭和40年	 明優会	 阿部　正行	 大関　清人
	 昭和41年	 41明友会	 廣瀬　　準	 菊本　哲也
	 昭和42年	 M41	 伊藤　謙一	
	 昭和43年	 紫讃会	 志村　一夫	 小田嶋保男
	 昭和44年	 男坂倶楽部	 寺田　康夫	 藁谷　　豊
	 昭和45年	 獅子の会	 比留間竹郎	 上野　隆史
	 昭和46年	 明潮会	 木村　　茂	 金子　敏一
	 昭和47年	 四七四七同志酔会	 戸張　　毅	 内田　　茂
	 昭和48年	 波の会	 海老根一介	 雨海　重明
	 昭和49年	 翼明会	 佐藤　眞弘	 大前　実之
	 昭和50年	 明紫会	 三森　　勲	 町田　純一
	 昭和51年	 明々会	 小林　祥悟	 島田　　一
	 昭和52年	 男子校根性組	 佐藤　大英	 有田　幸訓
	 昭和53年	 紫友会	 加藤　裕之	 竹越　利之
	 昭和54年	 明誠会	 荒井　信之	 熊倉　章雄
	 昭和55年	 紫魂会	 吉口　市郎	 渡辺　裕之
	 昭和56年	 明翔会	 寺村　一義	 蓬田　裕一
	 昭和57年	 明魂会	 岩崎　広人	 田中　幹浩
	 昭和58年	 明輪会	 山田　寿一	 高橋　　浩
	 昭和59年	 明心会	 伊藤　　稔	 渡邉　文夫
	 昭和60年	 闘紺会	 和田　直弘	 矢澤　　徹
	 昭和61年	 新世輝	 栗本　宜長	 高橋　　誠
	 昭和62年	 明猿会	 赤岩　大輔	 中澤彰次郎
	 昭和63年	 昭和戊辰乃会	 保坂　紀宏	 松田　智之

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 平成元年	 平成改元会	 横島　高之	 杉山　純也
	 平成2年	 明愛会	 大崎　裕和	 神保桂一郎
	 平成3年	 明仁会	 山口　一郎	 斎藤　直宏
	 平成4年	 快汗、どすこい塾	 小畑　　啓	 福田　浩茂
	 平成5年	 明鐘会	 安藤　高利	 長野　吉克
	 平成6年	 隆明会	 三保谷健介	 熊木　達朗
	 平成7年	 紫縁会	 藤田　　央	 金子　敦史
	 平成8年	 紫誠会	 宮嶋　優光	 三村　具永
	 平成9年	 紫雲会	 小谷　健志	 香川　満洋
	 平成10年	 紫98倶	 秋山　光億	 平田　　健
	 平成11年	 明哲会	 石川　一仁	 戸邊　　寛
	 平成12年	 明瀑会	 玉木万理夫	 保科　大輔
	 平成13年	 明治21	 大橋　弘頌	 岡庭　朋威
	 平成14年	 	 上原　康仁	 下田　良征
	 平成15年	 	 大川　康介	 武　雄一郎
	 平成16年	 	 杉田　将平	 徳竹　正憲
	 平成17年	 	 室井　　純	 荒川　佳史
	 平成18年	 白雲会	 山崎　裕貴	 角田　隆悟
	 平成19年	 	 横倉　光輝	 大竹　　惇
	 平成20年	 	 渡辺　　圭	 早川　慎吾
	 平成21年	 	 加藤　　敦	 大森　貴之
	 平成22年	 明雄会	 亀屋　将紀	 佐藤亨太郎
	 平成23年	 共楽会	 平田　裕貴	 三浦　直人
	 平成24年	 	 三浦　　彩	 市川　　陸
	 平成25年	 	 師岡　忠寛	 押田　華穂
	 平成26年	 ゆいまーる	 岡田　尚也	 柴田加菜子
	 平成27年	 	 赤坂　菜摘	 渡邉　直人
	 平成28年	 	 田勢　也子	 少弐　　光
	 平成29年	 	 佐藤　　陸	 小栗　未琴
	 平成30年	 	 今井　紗妃	 山田　崇人
	 平成31年	 	 染谷　早咲	 關口　哲平
	 令和2年	 	 千鳥　紗英	 浦山　和之
	 令和3年	 	 中村　勇太	 岩崎　夏音
	 令和4年	 	 蓮池　龍慈	 井上　朝陽
	 令和5年	 	 香阪　成洸	 信田悠里加

名　　称 氏　　名
生 徒 会 本 部
アイスホッケー愛好会（明氷会）
J  R  C 横谷　昌明
柔 道 部 小川　洋一
卓 球 部　（ 明 卓 会 ）
新 聞 班 西山　光彦
地 理 研 究 部 堀井　雅俊
フ ェ ン シ ン グ 部 中村　信也
化 学 部 森　　八一
応 援 指 導 班 廣野　宏士
硬式野球部　（明球会） 世古　俊之
スキー 部　（ 明 雪 会 ） 岡本　雅仁
物 理 部　（ 明 物 会 ） 上野　雅宏
図 書 班 大西静士郎
剣 道 部　（ 見 心 会 ） 羽田　郁雄
バ レ ー 部 樋田　哲次
囲 碁 部 田島　弘資
庭 球 部 奈良部利昭
吹 奏 楽 班 斉木麻州男
放 送 班 宮田　　健
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 木戸　基満
マ ン ド リ ン 部
水 泳 部　（ 明 水 会 ） 芳澤　　徹
歴 史 研 究 部 山下　征隆
サ ッ カ ー 部 大室　　智
陸 上 競 技 部 櫻井　勝也

班クラブOB・OG会

合 計 6,427,065 円 合 計 6,427,065 円

寄付広告収入 5,418,000 円 会報関係費 2,843,851 円

総明会より助成金 191,065 円 運営関係費(就活会含) 1,174,118 円

第５８回　総明会　特別会計報告

（自）令和４年４月１日～（至）令和５年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

周年事業準備金 26,200,281 円 0

総会懇親会収入 818,000 円 総会懇親会関係費 2,409,096 円

11,200,281 円

事業遂行基金 15,000,000 円 0 円

円

15,000,000 円

財政基盤基金 11,200,281 円 0 円

26,200,281 円

合 計 31,160,423 円 合 計 31,160,423 円

総明会　令和５年度　基金会計予算（案）

（自）令和５年４月１日～（至）令和６年３月３１日

基 金 区 分 令和４年度末残金 令和５年度増減額 摘 要 令和５年度末残金

雑入（寄付金・利息） 10,000 円 基金へ組入れ 0 円

円 次年度繰越金 24,102,623 円

学年会費 930,000 円 事務通信費他 240,000 円

雑入（会議費、他） 500,000 円 各委員会活動費 2,196,800 円

新入会員入会金 2,780,000 円 交流費（学校、他） 1,460,000 円

新入会員終身会費 4,170,000 円 会報発送保管費用 2,455,000 円

令和5年6月4日 監　事　　中　河　孝　樹 監　事　　狩　野　智　雄

総明会　令和５年度　一般会計予算（案）

（自）令和５年４月１日～（至）令和６年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部
前年度繰越金 22,770,423 円 会議費 706,000 円

上記のとおり報告致します。

令和5年3月31日 会　長　　井家上　哲　史 会　計　　田　中　重　幸

合計 26,200,281 円 0

上記のとおり報告致します。

11,200,281 円

事業遂行基金 15,000,000 円 0 円

円

15,000,000 円

財政基盤基金 11,200,281 円 0 円

26,200,281 円

合 計 27,249,457 円 合 計 27,249,457 円

総明会　令和４年度　基金会計報告

（自）令和４年４月１日～（至）令和５年３月３１日

基 金 区 分 令和３年度末残金 令和４年度増減額 摘 要 令和４年度末残金

円 基金へ組入れ 0 円

円 次年度繰越金 22,770,423 円

学年会費 990,000 円 事務通信費 38,707 円

雑入（寄付、利息他） 500,443 円 各委員会活動費 1,166,661 円

新入会員入会金 2,780,000 円 交流費（学校、他） 746,549 円

新入会員終身会費 4,170,000 円 会報発送保管費用 1,992,807 円

総明会　令和４年度　一般会計報告

（自）令和４年４月１日～（至）令和５年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部
前年度繰越金 18,809,014 円 会議費 534,310 円

令和5年度会計報告
総明会 令和4年度 一般会計報告

8081 2023  総明会会報 「紫紺の詩」総明会会報 「紫紺の詩」 2023  
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昨
年
11
月
に
14
年
ぶ
り
に
母
校
で
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
て
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
与
え
る
社
会
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
5
月
8
日
か
ら
は
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
一
気
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

総
明
会
活
動
も
同
様
に
徐
々
に
平
常
時
に
戻

り
つ
つ
あ
る
1
年
と
な
り
ま
し
た
が
、大
き
な
変
化

の
年
と
も
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
4
月
か
ら

は
井
家
上
会
長
が
母
校
校
長
に
就
任
さ
れ
た
た
め

任
期
途
中
で
退
任
さ
れ
、
副
会
長
に
よ
る
会
長
代

行
と
い
う
運
営
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

対
外
的
な
活
動
で
は
5
月
の
明
大
中
野
高
校

校
友
会
「
武
陵
会
」懇
親
会
、
6
月
の
P
T
A
の

O
B
会
「
白
駿
会
」
総
会
懇
親
会
へ
の
本
部
役
員

出
席
と
他
団
体
交
流
が
再
開
い
た
し
ま
し
た
。

学
校
関
係
で
は
卒
業
式
、
入
学
式
も
平
常
に
戻

り
会
長
以
下
役
員
が
出
席
し
、
7
月
に
は
昨
年
に

引
き
続
き
高
校
Ⅲ
年
生
の
P
T
A
の
皆
様
に
総

明
会
活
動
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
夏
期
部
活
動

へ
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
飲
料
の
差
し
入
れ
も

行
い
、
９
月
紫
紺
祭
で
の
総
明
会
ブ
ー
ス
展
示
も

再
開
予
定
で
す
。

内
部
活
動
で
は
2
月
に
3
年
ぶ
り
に
顧
問
会

が
開
催
さ
れ
、
決
算
期
の
変
更
準
備
な
ど
総
明
会

令
和
4
年
度
の
活
動
も
、
令
和
3
年
度
及
び

令
和
２
年
度
同
様
、
新
型
コロ
ナ
ウ
ィ
ルス
感
染
症

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
中
、
評
議
員
の
皆
様
に

も
ご
意
見
を
伺
い
、理
事
会
で
も
議
論
を
重
ね
、社

会
情
勢
を
鑑
み
、
飲
食
を
伴
わ
な
い
懇
親
会
の
実

施
を
総
会
後
に
検
討
し
、
3
年
ぶ
り
と
な
る
第
58

回
総
会
・
懇
親
会
を
令
和
４
年
11
月
13
日（
日
）、

母
校
の
明
治
高
等
学
校
・
明
治
中
学
校
の
鵜
澤

総
明
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
総
会
委

員
会
と
致
し
ま
し
て
、
ご
参
会
頂
き
ま
し
た
皆
様

方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
幹
事
学

年
「
紫
縁
会
」の
企
画
運
営
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

コロ
ナ
禍
の
中
、運
営
形
態
が
完
全
に
決
ま
る
ま

で
に
時
間
を
要
し
、
そ
こ
か
ら
会
場
を
再
度
見
直

す
な
ど
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、藤
田
実

行
委
員
長
、
金
子
式
典
委
員
長
及
び
式
典
委
員

を
中
心
に
幹
事
学
年
「
紫
縁
会
」の
協
力
を
得
て

滞
り
な
く
懇
親
会
を
行
え
た
こ
と
は
大
き
な一
歩

だった
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
、
我
々
総
会
委
員
会
に
は
、
昨
年
の
幹

司
学
年
「
紫
縁
会
」か
ら
藤
田
委
員
、金
子
委
員
、

草
間
委
員
、
石
田
委
員
が
新
た
に
加
わって
お
り
、

分
科
会
で
の
意
見
交
換
や
、
定
例
会
で
幹
事
学
年

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
幹
事
学
年
の
「
紫
誠
会
」は
現
在
「
再

会
・
再
開
〜
誠
、明
治
の
人
な
り
！
〜
」を
テ
ー
マ
に

の
運
営
に
対
し
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、長
き
に
わ
た
り
総
明
会
活
動
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
安
藏
校
長
先
生
の
退
任
慰
労
会
も

開
催
致
し
ま
し
た
。
3
月
に
は
、
2
0
2
2
年
に

ご
逝
去
さ
れ
た
吉
田
耕
太
郎
顧
問
の
お
別
れ
の
会

が
開
催
さ
れ
、5
月
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で
は

パ
ー
テ
ィ
ー
も
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
7
月
に
は

評
議
員
・
班
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

も
再
開
し
、
9
月
の
明
朗
会
は
会
食
と
プ
ロ
野
球

観
戦
で
実
施
予
定
で
す
。

本
年
度
幹
事
学
年
紫
誠
会
は
、「
再
会
・
再
開

〜
誠
、
明
治
の
人
な
り
！
〜
」の
テ
ー
マ
の
も
と
総

会
・
懇
親
会
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

6
月
に
は
昨
年
の
紫
縁
会
企
画
を
引
き
継
い
だ
駅

伝
企
画
復
路
版
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
50
年
卒
か
ら

平
成
11
年
ま
で
の
世
代
の
中
か
ら
７
世
代
で
襷
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。
9
月
に
は
就
活
会
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、会
長
・
副
会
長
の
改
選
期
、ま
た
こ
の

間
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
決
算
期
の
変
更
に
つ
い

て
も
ご
審
議
を
い
た
だ
く
大
切
な
総
会
と
な
り
ま

す
。
お
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
同
期
の
皆
様
へ
の
お
声
が
け
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
期
一丸
と
なって
頑
張
って
お
り
ま
す
。

本
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
11
月
25
日（
土
）第
一ホ

テ
ル
東
京
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

4
年
ぶ
り
の
飲
食
を
伴
う
懇
親
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
急
激
な
物
価
上
昇
や
宴
会
需
要
の
急
増
等

に
よ
り
、会
場
探
し
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

紫
誠
会
の
団
結
力
に
よ
り
、
4
年
ぶ
り
の
再
会
・
再

開
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幹
事
学
年
は
同
期
と
共
に
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、

ご
参
加
い
た
だ
く
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企
画

を
考
え
て
お
り
ま
す
。一
人
で
も
多
く
の
総
明
会
会

員
の
皆
様
に
総
会
・
懇
親
会
会
場
へ
足
を
お
運
び
い

た
だ
け
る
よ
う
に
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
学
年
共
々
、お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

令
和
5
年
度 

活
動
報
告

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

　
　

総
明
会  

専
務
理
事   

衛
藤 

雅
一

総
会
委
員
会　

委
員
長  

嶋
田 

剛
久

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
に
入
り

「
５
類
感
染
症
」へ
移
行
さ
れ
、委
員
会
の
活
動

も
従
来
の
活
動
を
再
開
し
、「
紫
紺
の
詩
」「
M
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
」を
柱
に
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。

「
紫
紺
の
詩
」発
刊
活
動

毎
年
幹
事
学
年
活
動
テ
ー
マ
を
中
心
に
編
集

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
年
度
の
幹
事
学

年　
「
紫
誠
会
」は
、「
再
会・再
開
〜
誠
、明
治
の

人
な
り
！
〜
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
特
集
企
画
記
事

を
組
ん
で
お
り
ま
す
。昨
年
同
様
に「
特
集
企
画
」

を
立
ち
上
げ
会
員
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
取
材
や
記
事
作
成
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
の
幹
事
学
年「
紫
縁
会
」の
発
案
に
よ

る
新
た
な
試
み
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
動
画
企
画
に
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
て
お

り
、対
面
活
動
が
再
開
さ
れ
た
幹
事
学
年
の
意
気

込
も
感
じ
な
が
ら
最
後
ま
で
是
非
目
を
通
し
て

く
だ
さ
い
。11
月
25
日（
土
）開
催
の
総
会・懇
親
会

の
1
ヶ
月
前
に
は
会
員
皆
様
の
お
手
元
へ
お
届
け

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
活
動
中
で
す
。

「
M
」発
刊
活
動

若
手
会
員
の
皆
様
に
も
総
明
会
活
動
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
で
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。遠
藤
担
当
理
事
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、

平
成
23
年
卒
か
ら
平
成
31
年
卒
ま
で
の
13
人（
林

田
こ
ず
え
さ
ん
、高
橋
凌
士
さ
ん
、三
浦
直
人
さ

ん
、朝
倉
貴
紀
さ
ん
、土
屋
弦
さ
ん
、岩
田
澪
夏
さ

ん
、坂
本
駿
太
さ
ん
、塩
出
研
史
さ
ん
、垣
日
菜
子

さ
ん
、髙
波
茉
生
さ
ん
、井
畔
杏
里
紗
さ
ん
、橋
本

大
輝
さ
ん
、小
林
麻
衣
さ
ん
）が
企
画
か
ら
編
集
ま

で
行
っ
て
お
り
、今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ
数
年
出

来
て
い
な
か
っ
た
対
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
面
座
談

会
な
ど
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。例
年
通
り「
紫

紺
の
詩
」に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
運
営

島
村
担
当
理
事
を
中
心
に
、総
明
会
活
動
、現
況

等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
よ
り
総
明
会
会
報
連
動
サ
イ
ト

「
S
O
U
M
E
I 

M
A
G
A
Z
I
N
E
」を
立

ち
上
げ
、会
報
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
連
動
し
た
動
画
等

を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、取
材
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、各
O
B・O
G
報
告
の
ご
寄

稿
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー・情
報
提
供
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、並
び
に
学
校
関
係
者
各

位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

広
報
委
員
会　

委
員
長

関
川 

一
浩

評
議
員
会
につ
き
ま
し
て
は
、紫
紺
館
の
会
議
室

利
用
は
再
開
さ
れ
た
も
の
の
、予
約
開
始
時
点
で
既

に
大
学
の
枠
で
埋
まって
お
り
、
ま
た
無
償
提
供
が

再
考
さ
れ
て
い
る
現
状
に
て
、
い
ま
暫
く
は
御
茶
ノ

水
近
辺
の
貸
会
議
室
も
併
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

評
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
御
不
便
を
お
か
け
致
し

ま
す
が
、
開
催
当
日
は
会
場
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、年
度
に
関
し
て
の
変
更
に
先
駆
け
ま
し
て
、

評
議
員
会
は
５
月
21
日
を
第
１
回
目
と
し
て
御
茶

ノ
水
駅
前
に
あ
る
貸
会
議
室
「
ワ
イ
ム
御
茶
ノ
水
・

ル
ー
ム
B
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
後
と
致
し
ま
し
て
は
、

●
第
２
回
：
2
0
2
3
年
10
月
21
日（
土
）

　

17
時
〜（
ワ
イ
ム
御
茶
ノ
水
・ル
ー
ム
A
）

●
第
３
回
：
2
0
2
4
年
2
月
3
日（
土
）

　

17
時
〜（
紫
紺
館 

S
3
・
S
4
）

●
第
４
回
：
2
0
2
4
年
3
月
23
日（
土
）

　

17
時
〜（
紫
紺
館 

S
3
・
S
4
）

以
上
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
は
、
こ
ち
ら
の
評
議
員
会
の
案
内

と
、
当
日
の
受
付
か
ら
議
事
録
の
作
成
迄
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
。
評
議
員
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
各
種
ご
案
内
や

報
告
につ
き
ま
し
て
は
近
い
将
来
、
紙
媒
体
の
縮
小

や
電
子
ファ
イ
ル・メ
ー
ル・
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
活
用
への

移
行
を
、個
人
情
報
に
関
す
る
問
題
等
も
ク
リ
ア
し

な
が
ら
、
少
し
ば
か
り
時
間
を
か
け
て
進
め
て
参
り

ま
す
。
そ
の
節
は
御
理
解
の
程
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
7
月
1
日（
土
）に
は
紫
紺
館
内
の
椿
山

荘
に
て
、４
年
振
り
に
「
学
年
評
議
員
、班
・
ク
ラ
ブ

O
B
O
G
会
評
議
員
合
同
懇
親
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
総
務
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
開

催
ま
で
の
準
備
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
御
来
賓
の

井
家
上
校
長
先
生
や
元
谷
先
生
、総
明
会
の
理
事

会
メ
ン
バ
ー
も
含
む
41
名
様
を
迎
え
盛
大
に
開
催

さ
れ
、土
田
事
務
局
長
の
司
会
・
進
行
で
皆
さ
ん
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

総
務
委
員
会　

委
員
長

深
井 

重
男
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コロ
ナ
禍
に
よ
り
3
年
ぶ
り
に
表
彰
式
・
懇
親
会

も
開
催
す
る
、
通
常
開
催
の
第
27
回
総
明
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
５
月
14
日（
日
）、
千
葉
県

茂
原
市
の
「
ム
ー
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
茂
原
コ
ー

ス
」
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
で
雨

予
報
と
い
う
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
心
地
よ
い
気
候
の
中
で
の
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
恩
師
の
先
生
方
４
名
を
含
む
、
総

勢
１
０
１
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
非
常
に
た
く
さ

ん
の
「
明
高
ゴ
ル
フ
ァ
ー
」
た
ち
の
集
い
の
場
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
拙
い
司
会
の
中
で
は
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
表
彰
式
・
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
最
後
に
全
員
で
マス
ク
無
し
で
の

校
歌
斉
唱
は
鳥
肌
が
立
ち
、そ
れ
は
感
動
の一
幕
で

し
た
。

競
技
は【
新
ペ
リ
ア
方
式
】で
行
わ
れ
、
例
年
通

り
の【
個
人
戦
】【
大
名
人
戦
】【
名
人
戦
】【
学

年
、
班
、
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】を
賭
け
て
の
激
し
い
争

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は【
個
人
戦
】

「
宮
島
賢
氏（
闘
魂
会
・
昭
和
６０
年
卒
）」、【
大

名
人
戦
】２
年
連
続
で
「
佐
藤
健
一
氏（
明
楽
会

/
昭
和
３１
年
卒
）」、【
名
人
戦
】「
輪
座
克
彦
氏

（
獅
子
の
会
・
昭
和
４５
年
卒
）」、【
学
年
、
班
、

ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】こ
ち
ら
も
２
年
連
続
で
「
闘
魂

会
・
昭
和
６０
年
卒
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績

に
て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
さ
れ
た
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も

様
々
な
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

幹
事
学
年
か
ら
は
私
を
含
め
て
6
名
が
初
め
て

プ
レ
イ
参
加
し
、
3
名
が
手
伝
い
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。私
が
ド
ラ
コン
賞
を
頂
戴
し
た
他
、

幹
事
学
年
で
ブ
ー
ビ
ー
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞

も
取
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足

り
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
の

準
備
か
ら
本
番
ま
で
の
日
々
を
通
じ
て
改
め
て
明

治
高
校
の
結
束
の
強
さ
、そ
し
て
我
々
後
輩
を
思
い

遣
って
い
た
だ
け
る
先
輩
方
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
の
受
付
横
で
は
、
ご
寄
付
の

お
願
い
と
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
返
礼
の
品
を
準
備
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
輩
方
か
ら
は
多
大
な

ご
厚
志
と
と
も
に
、
暖
か
な
応
援
の
お
言
葉
を
た

く
さ
ん
頂
戴
し
、
幹
事
学
年
一
同
と
し
て
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
に
向
け
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
会
に
際
し
、各
種
ご
協
賛
な
ら
び
に
商
品
の

ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
O
B
の
皆
様
や
各
企
業
様

に
は
、
総
明
会
企
画
委
員
会
を
代
表
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
第

27
回
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
が
、
来

年
の
第
28
回
大
会
に
お
い
て
も
た
く
さ
ん
の「
明
高

ゴ
ル
フ
ァ
ー
」
達
に
集
ま
って
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
幹
事
学
年
で
あ

る
我
々
紫
誠
会
一
同
も
し
っ
か
り
次
年
度
幹
事
学

年
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
８
年
卒　

紫
誠
会原

田　

崇

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

氏　名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 宮島　賢 闘 紺 会 38 36 74 3.6 70.4

準優勝 藤倉　泰徳 闘 紺 会 41 37 78 6.0 72.0

3　位 尾崎　博之 昭和戊辰乃会 43 39 82 9.6 72.4

ベスグロ 宮島　賢 闘 紺 会 38 36 74

氏　名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 輪座　克彦 獅子の会 48 46 94 21.6 72.4

準優勝 秋山　勝光 男坂倶楽部 44 45 89 14.4 74.6

3　位 望月　昇 男坂倶楽部 39 43 82 7.2 74.8

氏　名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 佐藤　健一 明 楽 会 48 48 96 21.6 74.4

準優勝 山田　伸夫　 恩 師 50 51 101 24.0 77.0

3　位 大出　育男 明 楽 会 57 56 113 32.4 80.6

卒業年

227.8

228.0

代表選手名

宮島　賢

藤倉　泰徳

平林　康稔

小山　和久

神保　圭一郎

斎藤　康弘

秋山　勝光

望月　昇

栗田　茂

215.8

敬称略

名人戦

大名人

個人戦

学年対抗戦

闘紺会　M優　勝

準優勝 明愛会

3　位 男坂倶楽部 M

NET

【学年、班、クラブ対抗戦】優勝「闘魂会・昭和 60 年卒）

【大名人戦】優勝　佐藤健一 氏
（明楽会 / 昭和 31 年卒）

【名人戦】優勝　輪座克彦 氏
（獅子の会・昭和 45 年卒）

【個人戦】優勝　宮島賢 氏
（闘魂会・昭和 60 年卒）

新
型
コロ
ナ
も
鳴
り
を
潜
め
て
暫
く
経
ち
、そ
ろ
そ
ろ

マス
ク
の
な
い
生
活
を
し
た
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
組

織
委
員
会
の
活
動
も
対
面
で
で
き
る
よ
う
に
なって
き

ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
、紫
縁
会（
2
0
2
2
年
度

幹
事
学
年
）主
催
に
よ
る
就
活
会
を
３
年
ぶ
り
に
対
面

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会
が
飲
食

禁
止
だった
た
め
、総
会
等
と
は
別
日
程
、別
会
場
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、フェイ
ス
ブック
の
活
用
や
人
事

の
プ
ロ
に
よ
る
解
説
、パ
ネ
ル
デ
ィス
カッション
を
盛
り
込

ん
だ
メニュー
に
は
、
50
名
近
く
の
学
生
が
参
加
し
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
コロ
ナ
禍
で
の
就

職
の
意
識
の
変
化
、
就
活
の
早
期
化
か
ら
か
、
出
席
者

の
半
分
が
大
学
２
年
生
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
、講
師
役
の
若
手
社

会
人
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
に
は
、
高
Ⅲ
総
明
会
オ
リエンテ
ー
ションに
井
家

上
会
長
、土
田
事
務
局
長
、三
浦
さ
ん
に
参
加
頂
き
、総

明
会
の
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。
コロ
ナ
禍
で
本
来
の
活

動
が
で
き
な
かった
期
間
が
長
かった
で
す
が
、
総
明
会
活

動
を
認
知
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

３
月
に
は
、“
総
明
会
新
入
会
員
歓

迎
会
”を
駿
河
台
の
カ
フェパン
セ
で
行
い
ま

し
た
。
卒
業
式
の
翌
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、前
日
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
て
疲
れ
た
表
情
の

方
も
お
り
ま
し
た
が
、
20
名
の
新
総
明
会

ク
ラ
ス
幹
事
を
歓
迎
し
、
最
後
は
男
坂
で

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
の
で
準
備
不
足
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、皆
さ
ん
楽
し
そ
う
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
新
し
く
大
学
に
進
学
す
る
皆
さ
ん
が

よ
り
よ
い
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
く
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
か
ら
法
曹
部
会
か
ら
も
理
事
を
選
任
す
る
こ

と
と
な
り
、
酒
井
理
事
に
就
任
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
法
曹
部
会
と
の
連
携
も
密
接
に
な
り
、
組
織
委

員
会
の
活
動
の
厚
み
も
増
し
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

法
曹
部
会
は
模
擬
裁
判
や
裁
判
傍
聴
を
通
じ
て
法
曹

界
への
興
味
を
作
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
８
月
に

は
法
学
部
主
催
の
法
曹
入
門
講
座
を
選
択
し
た
33
名

の
高
校
生
に
模
擬
裁
判
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
予
め

用
意
さ
れ
た
裁
判
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
って
、
裁
判
官
役
、

検
察
官
役
、
弁
護
人
役
に
割
り
振
ら
れ
た
生
徒
を
弁

護
士
が
指
導
し
、模
擬
裁
判
当
日
に
は
、刑
事
裁
判
の

流
れ
につい
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
10
月
に
は
保

護
者
向
け
、
11
月
に
は
生
徒
向
け
の
裁
判
傍
聴
を
開

催
し
ま
し
た
。
法
曹
志
望
や
法
学
部
進
学
予
定
の
生

徒
、そ
の
保
護
者
に
参
加
頂
き
大
変
好
評
で
し
た
。
２

月
に
は
、
高
校
Ⅲ
年
生
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
法
律
問
題
や
ア
ルバ
イ
ト
の
注
意
事
項
と
いった
身

近
な
内
容
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

さ
て
総
明
会
の
定
番
の
イ
ベン
ト
と
なって
き
ま
し
た

就
活
会
で
す
が
、
今
年
は
９
月
2
日
に
紫

紺
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
９
月
と
い
う

早
期
、
初
め
て
の
紫
紺
館
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
は
学
生
が
ど
う
す
れ

ば
、
就
活
生
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
企
画
を

練
って
お
り
ま
す
。
紫
誠
会
の
皆
さ
ん
が一

生
懸
命
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

学
生
の
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

組
織
委
員
会
は
こ
れ
か
ら
も
若
手
の
O
B

の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
ス
に
な
る
イ
ベン
ト
を
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

組
織
委
員
会 

活
動
報
告

組
織
委
員
会　

委
員
長

福
島 

維
規

寄付ご報告
明楽会　　　様　金一封　　近藤　敏彦　様　金一封
尾島育四郎　様	 金一封	 鴨下　裕彦　様　金一封
関谷　芳久　様	 金一封	 平野　一哉　様　金一封
比留間竹郎　様	 金一封	 堀　　眞壽　様　グッズ
井家上哲史　様	 金一封	 岩崎　広人　様　賞　品
山崎　秀樹　様	 金一封	

学校チャリティー金額　11万円

2
0
2
2
年
9
月
22
日（
木
）19
時
よ
り
3
年

振
り
に
「
明
朗
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の「
明
朗
会
」は
、
前
回（
2
0
1
7
年
）

開
催
時
に
大
好
評
で
あった
、
落
語
鑑
賞
会
を
企

画
し
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
立
川
志
獅
丸
さ
ん
と
立
川
が
じ
ら

さ
ん
で
す
。
志
獅
丸
師
匠
は
、
明
治
高
校
O
B
で

有
り
、落
語
家
生
活
20
周
年
、そ
し
て
昨
年
度
総

明
会
幹
事
学
年（
平
成
7
年
卒
・
紫
縁
会
）で
も

有
り
ま
す
。
ま
た
、
立
川
が
じ
ら
さ
ん
も
明
治
大

学
の
卒
業
生
で
す
。
残
念
な
が
ら
コロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
恒
例
の
懇
親
会
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

60
歳
以
上
の
大
先
輩
23
名
を
含
め
合
計
45
名
に

参
加
頂
き
、
会
場
の
日
比
谷
コンベン
ション
ホ
ー
ル

は
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
と
マス
ク
越
し
の
笑
い
声
が
響

き
渡
って
お
り
ま
し
た
！ 

コロ
ナ
に
よ
る
自
由
な
行

動
が
制
限
さ
れ
て
来
た
うっぷ
ん
を
、大
い
に
晴
ら
す

と
と
も
に
、
久
々
の
同
窓
生
と
の
再
会
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
全
員
でマス
ク
を
取
って
の

集
合
写
真
を
撮
って
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
皆
々
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
賜
物
と
思
って
お

り
ま
す
。
企
画
委
員
会
を
代
表
し
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
も
多
く
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
の
で
、こ
こ
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

明
楽
会
様（
昭
和
31
年
卒
）、
比
留
間
竹
郎
様

（
昭
和
45
年
卒
）、
近
藤
敏
彦
様（
昭
和
50
年

卒
）、
井
家
上
哲
史
様（
昭
和
51
年
卒
）、
大
西
静

士
郎
様（
昭
和
52
年
卒
）。

こ
の
度
は
、過
分
な
る
ご
支
援
を
頂
き
、誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
「
明
る
く
朗
ら
か
な
」
会
を
企
画
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
委
員
会　

担
当
理
事  

今
泉　

仁

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

 

明
朗
会
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Soumeikai Kaiho

第
1
章	

総
　
則

（
名
称
）

第
1
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条	

本
会
は
、
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、
且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
3
条	

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

1 

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
　

2 

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

　
　

3 

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ
と
。

　
　

4 

同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る	

こ
と
。

　
　

5 

班
部
O
B
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励	

す
る
こ
と
。

　
　

6 

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
。

　
　

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計

と
し
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、会
長
は
、理

事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、
前
項
1
号
な
い
し
6
号
に
定
め
る
一

部
も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
4
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

　
　

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校
内
に
置
く
。

第
2
章
　
会
　
員

（
会
員
資
格
）

第
5
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等

学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
6
条	

会
員
は
、
入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、
理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
7
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

　
　

②	

特
別
会
員
は
、
本
会
が
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
章
　
役
　
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
8
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び

監
事
2
人
を
置
く
。

　
　

②	

本
会
に
会
長
1
人
、
副
会
長
3
人
以
内
、

専
務
理
事
1
人
、
事
務
局
長
1
人
、
会
計

1
人
を
置
く
。

　
　

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
常
務
理
事
を
若

干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
9
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、
別
に
定
め

る
「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」
に
基

づ
い
て
選
定
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

の
承
認
を
受
け
、
総
会
の
決
議
を
も
っ
て

こ
れ
を
選
任
す
る
。
会
長
及
び
副
会
長
は

そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。但
し
、

任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充

す
べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選

出
規
定
」
に
準
じ
て
選
定
し
、
理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監

事（
以
下
「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、

会
員
の
中
か
ら
、
会
長
が
選
任
す
る
。
会

長
選
任
役
員
は
、
選
任
後
最
初
の
評
議
員

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、選

任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ

に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直

ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

③	

専
務
理
事
、
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並

び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会

長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

④	

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で

も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、
理
事
会
が
こ
れ

を
決
す
る
。

　
　

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

④	

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
が
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

⑥	

理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑦	

監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
、

執
行
す
る
。

　
　

②	
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た

順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
　

③	

専
務
理
事
は
、
会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会

務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、
か
つ
事
務

局
を
総
括
す
る
。

　
　

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

　
　

⑤	

事
務
局
長
は
、
専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と

に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　
　

⑥	

会
計
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

　
　

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
　

②	

監
事
は
、
監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報

告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧

問
、相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、
相
談

役
は
、
本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り

特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、
学
長
は
、

そ
の
在
任
中
、
名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を

推
戴
す
る
。

　
　

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長

は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴

す
る
。

　
　

⑤	

相
談
役
は
、
会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

第
4
章
　
総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
1
回
開
催
し
、
臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
） 

会
則

寄付金　協力者一覧 （2023年8月20日現在）

御   

礼

　

こ
の
度
は
第
59
回
総
明
会
総
会
及
び

懇
親
会
開
催
、
並
び
に
会
報
誌
「
紫
紺
の

詩
」の
発
行
に
あ
た
り
、大
変
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
付
及
び
広
告
掲
載
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
平
成
8
年
卒
業
の
幹
事
学
年

で
あ
る
「
紫
誠
会
」メ
ン
バ
ー
に
て
、
寄
付
、

広
告
掲
載
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
活
動
中
は
同
窓
の
皆
様
に
ご
迷
惑
や

ご
心
配
を
お
か
け
す
る
場
面
も
あ
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、ど
う
か
ご
海
容
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
4
年
ぶ
り
に
卒
業
年
ご
と
に
多

く
の
同
窓
会
が
懇
親
会
を
含
む
形
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
会
へ
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
、
皆
様
が
同
期
と
の
「
再
会
」、
そ

し
て
紫
紺
の
絆
で
あ
る
同
窓
会
の
「
再
開
」

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
た
ち
幹
事
学
年
は
、
様
々
な
ご

経
験
を
持
つ
世
代
を
超
え
た
同
窓
の
皆
様

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、明
治
中
学
校
・

高
等
学
校
の
懐
の
深
さ
を
改
め
て
知
る
機

会
と
な
り
、
ま
た
そ
の
学
校
の
出
身
で
あ
る

こ
と
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
平
成
9
年
卒
業
の
「
紫
雲

会
」
が
幹
事
学
年
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
、ご
支
援
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
いい
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
並

び
に
総
明
会
の
益
々
の
発
展
と
同
窓
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、御
礼

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紫
誠
会　

寄
付
広
告
委
員
長

冨
田
健
太
郎

名
簿
委
員
会
は
、毎
年
会
員
の
皆
様
へ
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
会
報
『
紫
紺
の
詩
』
の
発
送
を
は

じ
め
、
評
議
員
会
や
ゴ
ル
フ
、
明
朗
会
等
へ
の
宛

名
シ
ー
ル
、情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

名
簿
委
員
会
は
昨
年
よ
り
事
務
局
の
管
轄
と

な
り
、
名
簿
担
当
と
し
て
副
事
務
局
長
の
尾
崎
が

請
け
負
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
評
議
員
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
、会
報
の
寄
稿
依
頼
、会
長

及
び
副
会
長
選
出
用
資
料
送
付
の
宛
名
シ
ー
ル

の
発
行
、名
簿
の
内
容
変
更
連
絡
に
対
す
る
名
簿

の
修
正
、本
年
度
高
校
を
卒
業
し
た
新
入
会
員
の

デ
ー
タ
の
名
簿
へ
追
加
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
5
月
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
5
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
総
明
会
に
お
い
て
も
昨
年
ま
で

で
き
な
か
っ
た
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
、
明
朗
会

も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
ラ
ベ
ル
発
行

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
学
年
の
名
簿
管

理
者
か
ら
総
明
会
名
簿
の
デ
ー
タ
と
の
突
合
せ

も
行
っ
て
お
り
、
随
時
名
簿
の
更
新
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
各
学
年
、
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
に
お

い
て
名
簿
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
ご
希
望
さ
れ
る
場

合
、
代
表
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
対

応
い
た
し
ま
す
の
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
に
は
。
ご
自
身
の
お
引
越
し
、
同

期
の
方
の
転
居
の
ご
案
内
等
の
情
報
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、同
期
会
の
案
内

を
出
さ
れ
ま
す
幹
事
の
皆
様
に
お
い
て
は
、ご
要
望

い
た
だ
け
れ
ば
宛
名
シ
ー
ル
を
出
力
も
有
料
に
な

り
ま
す
が
対
応
致
し
ま
す（
１
回
1
0
0
0
円
）。

名
簿
は
大
切
な
個
人
情
報
で
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
厳
格
な
管

理
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

副
事
務
局
長（
名
簿
担
当
）

尾
崎 

博
之

住所変更・宛名シール出力等の連絡先
総明会副事務局長　昭和63年卒　尾崎博之

メールアドレス：hcozaki@cropozaki.com
    FAX ：03-5820-0742

※口頭での誤認防止のため、恐れ入りますが
　FAX、メールでのご連絡をお願いします。

※また、同期会の宛名シール出力は、１回1,000円
　となります。ご了承ください。

第
59
回
総
明
会
　
御
寄
付
者
一
覧

◎
個
人
寄
付

金　

十
万
円	

平
野　

一
哉　

昭
和
59
年
卒

金　

五
万
円	

山
崎　

秀
樹　

昭
和
50
年
卒

	

近
藤　

敏
彦　

昭
和
50
年
卒

金　

一
万
円	

廣
野　

宏
士　

昭
和
47
年
卒

	

岡
本　

雅
仁　

昭
和
51
年
卒

	

二
木　

健
司　

昭
和
51
年
卒

	

塚
谷　

昌
哉　

昭
和
54
年
卒

	

真
野　
　

大　

昭
和
58
年
卒

	

赤
岩　

大
輔　

昭
和
62
年
卒

◎
総
明
会
行
事

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
大
会
参
加
者
有
志
一
同

	

金　

二
十
七
万
三
千
円

班
・
ク
ラ
ブ
O
B
会	

金　

六
万
四
千
円

◎
学
校
関
係

明
治
白
駿
会
有
志
一
同	

金
八
万
五
千
円

◎
同
期
会
・
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
等

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭	

金　

一
万
円

放
送
班
Ｏ
Ｂ
会	

金　

五
万
五
千
円

明
水
会	

金　

四
万
五
千
円

應
援
團
Ｏ
Ｂ
会	

金　

七
万
円

歴
史
研
究
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会	

金　

九
万
円

三
七
会（
昭
和
37
年
卒
）	

金　

五
万
九
千
円

Ｍ
４
１（
昭
和
42
年
卒
）	

金　

三
万
二
千
円

明
紫
会（
昭
和
50
年
卒
）	

金　

十
一
万
七
千
円

明
々
会（
昭
和
51
年
卒
）	

金　

九
万
六
千
円

明
魂
会（
昭
和
57
年
卒
）	

金　

十
三
万
二
千
円

明
輪
会（
昭
和
58
年
卒
）	

金　

七
万
一
千
円

明
心
会（
昭
和
59
年
卒
）	

金　

十
万
二
千
円

新
世
輝（
昭
和
61
年
卒
）	

金　

七
万
円

明
猿
会（
昭
和
62
年
卒
）	

金　

九
万
六
千
円

昭
和
戊
辰
乃
会（
昭
和
63
年
卒
）	

金　

九
万
円

平
成
改
元
会（
平
成
元
年
卒
）	

金　

二
十
六
万
九
千
円

明
愛
会（
平
成
2
年
卒
）	

金　

十
六
万
九
千
円

明
仁
会（
平
成
3
年
卒
）	

金　

二
十
二
万
円

快
汗
、ど
す
こ
い
塾（
平
成
4
年
卒
）	

金　

八
万
五
千
円

紫
縁
会（
平
成
7
年
卒
）	
金　

十
七
万
四
千
円
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う
）の
た
め
に
、
副
会
長
の
同
意
を
得
て
、

事
業
遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事

項
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
会
長
は
、
緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た

後
、
最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、

当
該
事
項
の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基

金
取
崩
し
の
必
要
性
を
説
明
し
、
取
崩
し

に
つ
い
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を

検
討
す
る
た
め
、
本
会
に
基
金
事
業
委
員

会
を
設
置
す
る
。
第
17
条
4
項
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
は
委
員
長
1

人
と
委
員
8
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員
は

理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条　

本
会
の
経
費
は
、
入
会
費（
た
だ
し
基
金

組
入
れ
分
を
除
く
）、
終
身
会
費
及
び
寄

付
金（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並

び
に
一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ

る
果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収

入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。
翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
総
会
に
提
出

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の

最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計

年
度
の
予
算
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得

た
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら
総

会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、
そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
監
事
が
こ

れ
を
監
査
し
、
会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提

出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び

決
算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、
特
別
基
金
の

累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章
　
補
　
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
け
る

出
席
会
員
の
4
分
の
3
以
上
の
多
数
に
よ

る
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更

し
た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

附
　
則

（
経
過
措
置
1
）

第
1
条	（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

11
年
1
月
1
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た

者
で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下
「
年
会

費
同
期
会
」
と
い
う
）
が
納
入
す
る
年
会

費
に
つ
い
て
は
、
次
に
会
則
改
正
の
あ
る

ま
で
改
正
前
の
第
7
条
の
定
め
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第
25
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
2
）

第
1
条	（
年
会
費
班
部
O
B
会
）

	

班
部
O
B
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

班
部
O
B
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第

25
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
平
成
18
年
12
月
3

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
7
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法

は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
9
条
1
項
に
基
づ
き
、
会
長
及
び
副
会
長

の
選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
1
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）

を
設
置
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理

事
会
が
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
1
人
、
委
員

6
人
と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
で
各
々
3
人
と
す
る
。
委
員

長
は
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

④	

委
員
会
の
解
散
は
、
総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
2
条	

委
員
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

　
　

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
を
選
出
す
る
。
選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、
定
員
に
絞
り

込
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
状
態
で
選
出
終

了
と
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
、
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
は
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会

長
、
副
会
長
は
、
総
会
の
決
議
を
も
っ

て
、こ
れ
を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
3
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者

が
1
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
過

半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補

者
が
2
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お

い
て
投
票
を
行
い
、
最
も
得
票
数
の
多

い
候
補
者
を
会
長
候
補
者
と
し
て
承

認
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
3
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い

て
過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。

　
　

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
4
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に

お
い
て
投
票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い

順
に
3
名
を
副
会
長
候
補
者
と
し
て

承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
4
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副

会
長
候
補
者
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て

過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
5
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各

号
の
い
ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

　
　

1	

総
明
会
会
員
と
し
て
20
年
以
上
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

　
　

2	

評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
。

　
　

3	

立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が

70
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ	

	

り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

③	

総
会
の
招
集
は
、
本
会
が
発
行
す
る
会
報

に
掲
載
し
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

会
員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	
総
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が

提
案
し
、
評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事

項
を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決

議
す
る
。

　
　

②	

総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名

し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

③	

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
1
回
開
催
す
る
。

　
　

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、
理
事

会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。こ
の
通
知
は
、

総
会
の
招
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
5
章
　
委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、
第
2
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第

3
条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
研
究
、
審
議

し
、
ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
、
会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
は
、
委
員
長
1
人
及
び
委
員
2
人

以
上
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

④	

委
員
長
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特

別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委

員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

　
　

⑥	

委
員
長
は
、
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と

な
る
。

第
6
章
　
評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、
卒
業
学
年
毎
に
2
人
以
内
の
評

議
員
を
置
く
。
同
期
会
は
、
同
期
会
の
会

員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会

に
届
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総
明
会
に

登
録
し
た
班
部
O
B
会
毎
に
1
人
の
評
議

員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
評
議
員
を
選

任
し
た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す

る
。

　
　

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し

く
は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当

該
学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評

議
員
を
選
任
で
き
る
。

　
　

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
O
B
会
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
班
部
O
B

会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
　

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
O
B
会
の
評

議
員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
評
議
員
会
に

出
席
す
る
ほ
か
、
本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の

属
す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部

O
B
会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す

る
。

　
　

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
適
宜
代
行
者

を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、
そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項

及
び
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決

す
る
。

　
　

②	

評
議
員
会
は
、
会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集

す
る
。

　
　

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が

あ
た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
、
仮

評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
7
章
　
同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、
学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、
運

営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

③	

同
期
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職

務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
は
、
同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
8
章
　
班
部
O
B
会

（
班
部
O
B
会
）

第
22
条	

会
員
は
、
在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
O
B
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

②	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

④	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
の
総
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
9
章
　
会
　
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	
本
会
の
会
計
処
理
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
区
分
し
て
行
い
、
特
別
会
計
は
こ

の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
他
、
理
事

会
に
お
い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る

会
計
処
理
、
一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除

い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

　
　

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
4
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
ま
た
第
3
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

資
金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会

計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

　
　

③	

入
会
費
、
寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金

に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、
並

び
に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
寄
付
金（
以
下
「
特
別
基
金
」
と
い
う
）

は
、
基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上

し
、
こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

④	

基
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基

金
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
の

総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
　

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。
こ

の
場
合
、
第
28
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を

準
用
す
る
。

　
　

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、
原
則
と
し
て
取
崩
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、第
28
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

　
　

⑧	

基
金
の
う
ち
、
財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を

超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

　
　

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、
第
3
条
1
項
1
号
に

定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し

た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、
理
事
会
及
び

評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩

し
、
当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

⑩	

会
長
は
、
緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め

た
事
項（
以
下
「
緊
急
処
理
事
項
」
と
い
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雲
会
」
も
舞
台
袖
に
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
高

校
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
20
代
、

30
代
は
昼
夜
仕
事
に
邁
進
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

も
明
け
暮
れ
、
総
明
会
の
活
動
に
は
申
し
訳
な
さ

す
ぎ
る
ほ
ど
、
何
も
貢
献
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
ま
か
ら
で
も
「
ご
恩
」を
返
せ
る
も
の
と
勝
手
に

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
同
期
と
の
「
再
会
」に
盃

を
交
わ
し
ま
し
た
。
次
は
恩
師
や
先
輩
方
と
の
関

係
を「
再
開
」し
て
い
き
ま
す
。

が
、
安
藏
前
校
長
先
生
の
お
力
添
え
で
決
定
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、総
会
・
懇
親
会
の
会
場
決
定
が
、例
年
に
比

べ
る
と
3
カ
月
近
く
遅
い
時
期
で
す
。
そ
れ
か
ら

は
怒
涛
の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。

幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
今
ま
さ
に

怒
涛
の
よ
う
な
日
々
の
真
っ
最
中
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
昨
年
の
総
会
・
懇
親
会
後
の
打
上

げ
で
、
私
が
1
杯
目
に
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
の
美
味
さ

は
、人
生
の
中
で
5
本
指
に
入
る
美
味
さ
で
し
た
。

打
上
げ
の
最
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
男
泣
き
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
同
期
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
得
ら

れ
た
こ
の
一
体
感
と
充
実
感
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

我
々
紫
縁
会
は
、今
年
の
幹
事
学
年「
紫
誠
会
」

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
明
治
が
大
好
き

で
す
か
ら
！

禍
で
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
活
動
の
「
再
開
」と
い
う

意
味
を
こ
め
て
い
ま
す
。
懇
親
会
が
皆
様
の
紫
紺

の
絆
を
繋
ぐ
場
と
な
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。是

非
と
も

11
月
25
日
土
曜
日
に
第
一
ホ
テ
ル
東
京
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

紫
誠
会
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

幾
十
余
年
も
前
の
こ
と
。
高
校
を
卒
業
す
る
と

き
、
当
時
学
年
主
任
だ
っ
た
山
田
伸
夫
先
生
か
ら

「
貴
君
が
45
歳
に
な
っ
た
時
、
総
明
会
幹
事
学
年

と
し
て
の
大
仕
事
が
あ
る
」
と
話
を
聞
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
長
か
っ
た
よ
う
で
、
あ
っ
と

い
う
間
の
月
日
は
流
れ
、
そ
の
任
を
果
た
す
と
き

が
刻
一
刻
、近
づ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

去
る
７
月
16
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
明
治
大

学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
「
創
部
1
0
0
周
年
記
念
式

典
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
大
学
O
B
で
も
あ
る

T
B
S
の
安
住
紳
一
郎
ア
ナ
が
司
会
進
行
を
務

め
、
應
援
團
が
リ
ー
ダ
ー
、
吹
奏
楽
、
バ
ト
ン
・
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
三
部
一
体
の
華
々
し
い
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
会
を
彩
り
ま
し
た
。
長
年
、

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
を
牽
引
す
る
紫
紺
と
白
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
。
眼
光
鋭
か
っ
た
往
年
の
ス
タ
ー
選

手
た
ち
も
す
っ
か
り
柔
和
な
お
じ
さ
ん
に
な
り
、お

腹
も
で
っ
ぷ
り
と
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
れ
も

ま
た
歴
史
を
紡
い
で
き
た
証
の
よ
う
な
も
の
。
参

列
し
た
方
々
の
底
抜
け
に
明
る
い
笑
顔
は
眩
し
く
、

明
治
の
仲
間
、
校
友
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で

き
る
場
所
で
し
た
。

こ
こ
数
年
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
と
も
に
私

た
ち
の
生
活
を
不
安
と
混
沌
の
渦
に
落
と
し
た
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
。
よ
う
や
く
そ
の
出
口

が
見
え
始
め
た
と
こ
ろ
で
、我
々
平
成
９
年
卒「
紫

第
58
回
総
明
会
幹
事
学
年
平
成
7
年
卒
「
紫

縁
会
」
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
藤
田
央
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
先
輩
諸

兄
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
紫
縁
会
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、こ
の
寄
稿
を
書
く
に
あ
た
り
ま
し
て
、昨

年
の
手
帳
を
見
返
し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
毎
週

の
よ
う
に
何
ら
か
のZoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
報
へ
の
広
告
掲
載

の
復
活
、
先
輩
方
の
同
期
会
や
班
・
ク
ラ
ブ
の
Ｏ

Ｂ
会
へ
の
寄
付
の
お
願
い
の
復
活
、
懇
親
会
の
復

活
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
、我
々
に
は
課
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
寄
付
や
広
告
に
つ
い
て
は
、
総
力
戦
で
や

れ
る
だ
け
や
っ
て
来
年
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、懇
親
会

に
つ
い
て
は
ど
う
や
っ
て
も
こ
れ
だ
と
い
っ
た
答

え
が
出
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
飲
食
有

り
で
開
催
し
て
い
い
も
の
か
？
だ
っ
た
ら
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
場
を
貸
切
で
屋
外
で
懇
親
会
を
や
れ
ば
い

い
の
で
は
と
い
う
案
が
出
た
り
と
い
っ
た
状
況
で

し
た
。

手
帳
を
見
返
し
て
い
る
中
で
、
総
会
・
懇
親
会

の
会
場
が
明
治
高
校
鵜
澤
総
明
ホ
ー
ル
に
決
ま
っ

た
の
が
、
7
月
27
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
思

い
出
し
ま
し
た
。
学
校
は
夏
休
み
期
間
中
で
し
た

総
明
会
の
諸
先
輩
方
、な
ら
び
に
後
輩
の
皆
様

方
、
本
年
度
幹
事
学
年
を
務
め
ま
す
紫
誠
会
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
各
種
幹
事
学
年
と
し
て
の
活
動
に
お

い
て
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
総
会
に
て
紫
縁
会
藤
田
実
行
委
員
長
よ

り
伝
統
の
紫
紺
の
半
被
を
受
け
継
ぎ
、ま
た
藤
田

実
行
委
員
長
が
明
治
高
校
校
歌
の
リ
ー
ダ
ー
を

振
る
背
中
を
見
て
、
改
め
て
と
て
も
大
切
な
紫
紺

の
絆
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
身
震
い
い
た
し
ま
し

た
。過

去
4
年
間
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
人
と
し
て一
番
大
切
な
、
出
会
い
や
語
ら
い

の
場
が
全
て
奪
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
恐
ら
く

そ
の
期
間
に
幹
事
学
年
を
務
め
ら
れ
た
先
輩
方

は
様
々
な
活
動
に
制
限
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
中
で

も
特
色
を
出
す
ご
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
で
も
繋
い
で
い
た
だ

い
た
紫
紺
の
絆
を
私
た
ち
紫
誠
会
も
し
っ
か
り
と

後
輩
達
に
繋
い
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
つい
に
社
会
活
動
の
正
常
化
に
あ

わ
せ
、
4
年
ぶ
り
に
大
懇
親
会
が
復
活
い
た
し

ま
す
！
そ
こ
で
今
年
私
た
ち
幹
事
学
年
は
活
動

テ
ー
マ
を「
再
会
・
再
開
」と
し
ま
し
た
。こ
の
テ
ー

マ
に
は
恩
師
・
先
輩
・
旧
友
と
の「
再
会
」、コ
ロ
ナ

次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

小
谷 

健
志

藤
田
　
央

宮
嶋 

優
光

第
60
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
9
年
卒  

紫
雲
会

第
58
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
7
年
卒  

紫
縁
会

第
59
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
8
年
卒  

紫
誠
会

【
編
集
後
記
】

会
報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

平
野 

泰
之

縁
あ
っ
て
途
中
か
ら
会
報
委
員
と
し
て
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
明
会
に
限
ら
ず
、
正
直
こ
れ
ま
で
広
報
誌
の

類
に
気
に
も
留
め
た
こ
と
は
な
く
、
チ
ラ
見
し
て

終
了
程
度
の
認
識
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
制

作
を
し
て
い
る
現
場
を
見
て（
私
自
身
は
サ
ボ
っ

て
ば
か
り
で
し
た
。
他
の
委
員
の
皆
様
す
み
ま
せ

ん
）、こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し
大
事
に
扱
お
う
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
先
生
方
の

「
30
年
後
の
姿
」を
見
る
機
会
を
得
て
、
感
じ
る
と

こ
ろ
の
多
い
、
と
て
も
新
鮮
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。関

わ
っ
て
頂
い
た
す
べ
て
の
方
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

山
﨑 

政
彦

す
い
ま
せ
ん
、ほ
と
ん
ど
役
に
立
て
ず
。
か
ろ
う

じ
て
駅
伝
に
参
加
す
る
く
ら
い
で
。
皆
さ
ん
の
明

治
に
対
す
る
思
い
を
改
め
て
感
じ
取
れ
て
良
か
っ

た
で
す
。
ま
た
先
輩
後
輩
同
期
と
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
小
林
委
員

長
他
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

金
井 

威
士

高
校
か
ら
入
学
し
て
３
年
間
、
勉
強
に
苦
し
ん

だ
り
友
人
・
部
活
と
楽
し
ん
だ
り
色
々
な
事
が
あ

り
ま
し
た
が
良
い
思
い
出
と
し
て
、
押
し
入
れ
の

奥
に
仕
舞
っ
て
埃
を
被
っ
て
お
り
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
O
B
櫻
井
さ
ん
か
ら
総
明
会
幹

事
学
年
の
話
を
教
え
て
も
ら
い
同
期
の
仲
間
と

繋
い
で
も
ら
っ
て
か
ら
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
同
期

の
仲
間
達
や
先
生
・
先
輩
方
と
再
会
し
、
怒
濤
の

数
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

会
報
の
作
成
に
ど
れ
だ
け
役
に
立
て
た
か
は
さ

て
お
き
…
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
頑
張
っ
て
き
た

皆
の
話
は
と
て
も
面
白
く
自
分
も
ま
た
頑
張
ろ
う

と
励
み
に
な
り
、
歳
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
味
わ
え

る
楽
し
み
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
き
っ
か
け
を
く
れ
た
櫻
井
先
輩
と
、
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
同
期
の
仲
間
、
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
指
導
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

樋
口
　
亮

飲
み
会
の
場
で
新
聞
班
出
身
と
い
う
理
由
で

安
易
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
会
報
委
員
で
あ
っ

た
が
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
旧
友
や
諸
先
輩
方
と

再
会
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

自
分
も
含
め
頭
髪
や
体
型
は
昔
と
随
分
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
話
し
始
め
れ
ば
30
年
前
と
変
わ

ら
な
い
仲
間
達
。
明
高
時
代
を
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
た
。

し
か
し
、
新
聞
班
で
得
た
経
験
は
既
に
過
去
の

栄
光
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
肝
心
の
会
報
制
作

で
大
し
た
貢
献
が
出
来
な
か
っ
た
点
は
大
変
申
し

訳
な
く
思
う
。

精
力
的
に
活
動
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
ご

指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
に
こ
の
場
お
借
り
し

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

和
賀 

良
介

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
合
わ
ず
、
中
々
参

加
出
来
ず
に
申
し
訳
な
か
っ
た
。

最
低
限
、歩
く
駅
伝
に
参
加
出
来
た
の
は
個
人

的
良
か
っ
た
し
大
変
楽
し
か
っ
た
。

こ
の
機
会
が
な
け
れ
ば
一
生
話
す
機
会
も
な
い

人
が
沢
山
い
た
と
考
え
る
と
大
変
大
き
な
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
う
。

最
後
ま
で
色
々
と
忙
し
か
っ
た
周
り
の
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。会

報
委
員（
平
成
8
年
卒
）　

林
　
卓
志

今
回
急
遽
、会
報
委
員
と
し
て
特
集
記
事
の
作

成
を
お
手
伝
い
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

農
学
研
究
科
で
生
田
校
舎
を
卒
業
後
、西
日
本

の
企
業
に
長
く
所
属
し
て
い
た
関
係
で
同
期
と
も

か
な
り
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
前
に

関
東
に
戻
っ
て
来
て
今
回
会
報
委
員
に
声
を
か

け
て
も
ら
っ
た
お
か
け
で
、
久
々
に
先
生
や
同
期

と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
改
め
て
色
々
な
場
所
で
、
同
期
や
卒
業
生

が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
の
再
会
・
再
開
の
機
会
と
な
っ
た

の
で
、こ
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

会
報
副
委
員
長（
平
成
9
年
卒
）　

林
　
直
幸

在
学
中
は
２
学
年
に
ま
た
が
っ
て
勉
学
と
友
人

作
り
に
励
ん
だ
た
め
総
明
会
幹
事
学
年
は
ど
ち
ら

に
属
す
る
の
か
な
、
と
疑
問
に
思
い
な
が
ら
も
共

に
文
準
委
員
を
担
っ
た
平
成
８
年
卒
の
メ
ン
バ
ー

よ
り
声
が
か
か
り
、
会
報
作
成
に
携
わ
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。主
に
写
真
撮
影
と
、表
紙
原
案
／
テ
ー

マ
主
文
／
男
坂
紹
介
／
駅
伝
全
般
／
O
B
鈴
木

／
山
口
先
生
な
ど
の
記
事
を
起
稿
・
編
集
し
ま
し

た
。
ま
た
、駅
伝
の
企
画
や
コ
ー
ス
下
見
、運
営
を

担
当
し
宮
嶋
と
意
地
を
張
り
あ
い
、
山
岳
部
O
B

の
意
地
で
24
キ
ロ
の
道
の
り
を
二
人
で
制
覇
し
た

こ
と
は
一
生
の
思
い
出
と
な
り
そ
う
で
す
。
編
集

や
作
文
、
資
料
作
成
に
長
い
長
い
時
間
を
か
け
、

ひ
と
夏
の
休
暇
余
暇
を
殆
ど
費
や
し
頑
張
り
ま
し

た
の
で
穴
が
開
く
ほ
ど
読
ん
で
下
さ
い
。
各
方
面

の
調
査
や
作
業
に
伴
い
得
難
い
知
識
と
縁
を
得
、

井
家
上
校
長
先
生
を
は
じ
め
総
明
会
本
部
な
ど

の
先
輩
方
に
多
岐
に
わ
た
り
ご
指
導
を
頂
い
た
こ

と
は
一
生
の
宝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
報
副
委
員
長（
平
成
8
年
卒
）　

関
川 

明
生

生
徒
会
本
部
の
ご
縁
で
実
行
委
員
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
27
年
も
経
っ
て

再
び
、
小
林
達
也
さ
ん
と
部
活
同
様
に
一
緒
の
グ

ル
ー
プ
で
活
動
で
き
る
と
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
他
の
皆
さ
ん
と
は
高
校
以
来

の
再
会
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
活
動
に
参
加
し

た
当
初
は
良
い
も
の
の
、
4
月
か
ら
予
期
せ
ぬ
人

事
で
仕
事
が
一
杯
一
杯
と
な
り
、
会
報
の
山
場
の

7
月
に
は
病
で
戦
線
離
脱
。
し
か
し
、
久
し
振
り

に
会
っ
た
仲
間
た
ち
は
と
て
も
頼
も
し
か
っ
た
で

す
。
仲
間
の
成
長
し
た
姿
を
見
て
、
自
分
を
奮
い

立
た
せ
る
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
一
年
で
し
た
。

会
報
委
員
長（
平
成
9
年
卒
）　

小
林 

達
也

幹
事
学
年
活
動
、そ
れ
は
注
目
を
集
め
て
い
る
副

業
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
で
す
が
、喜
び
も
、困
難

も
通
常
の
倍
やって
き
ま
す
。

喜
び
が
倍
に
な
る
の
は
いい
と
し
て
、
困
難
も
倍
に

す
る
理
由
が
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、久
し
ぶ

り
に
仲
間
と
再
会
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
参
加
し

ま
し
た
。

活
動
が
始
ま
る
と
大
小
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、

な
ぜ
選
ん
だ
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ

の
度
に
同
期
に
助
け
ら
れ
、
心
が
と
て
も
軽
く
な
り

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

13
歳
で
出
会
った
仲
間
と
再
会
し
、
み
ん
な
が
自

分
の
時
間
を
削
り
、
助
け
合
い
、
協
力
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
、
紫
誠
会
ら
し
い
会
報
を
発
刊
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
全
力
で
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、私
の
今
後
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
は
疲
労
困
憊
気
味
で
す
が
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
喜
び
に
変
わ
る
は
ず
で
す
。

会
報
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
同
期
の
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、広
報
委
員
会
の
先
輩
方
を
は
じ
め
、多

く
の
先
輩
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。この会報誌発行にあたり、多くの総明会の皆様から、ご寄稿及び貴重なお写

真の提供をいただきました。広報委員会一同心よりお礼申し上げます。
紙面の都合上、全てを掲載することができませんでした。この場を借りてお詫
び申し上げます。また、文章中においても、万人が読みやすい表現に統一を
はかるため、広報委員の責任で割愛・表現の変更をさせていただきました。
広報委員全員で文章を校正致しましたが、至らぬ点もあるかと思います。
何卒ご了解いただきます様お願い申し上げます。
※本誌掲載の記事、写真、イラスト、図表の無断転載は固くお断りいたします。
　乱丁・落丁本はお取り替えいたします。

お礼とお詫び
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　総明会では、総明会会報・総明
会からのお知らせが皆様のお手元
に、1通でも多く確実に届くよう各
学年の評議員を通じて総明会会員
名簿の管理を行っております。　
　お引越し等で住所が変わられた
方はお手数ですが、右記総明会事
務局までご連絡いただきますよう
お願いいたします。

住所変更時のお願い

E-mail : hcozaki@cropozaki.com

（勤務先：株式会社クロップオザキ 代表取締役）

FAX 03-5820-0742

TEL 090-2480-8324

総明会 副事務局長 尾崎 博之
連絡先 
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